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[image: 乙女ゲーの攻略対象になりました…。]
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「ああああ！　また湊みなと先せん輩ぱいが死んだあ！　何なの？　何なの？　好こう感かん度どマックスのはずなんだけど！　絶対バグってるこれ！　どう思うお兄にいちゃんっ？」

　限定カラー色の携けい帯たいゲーム機から顔をあげ、突然訴うつたえかけてきた妹に、日下部くさかべ湊は「ああ、うん」と適当に相あい槌づちを打った。

　中学三年になった湊の妹は、自分の妹ながら、そこそこ可愛かわいい系けいの顔立ちをしている。しかしゲーマーである。湊にはわからない多様なジャンルのゲームソフトを網もう羅らし、一体いつからだったか、家でも堂どう々どうとプレイするようになってしまった。

　同じ空間におり、かつ妹がゲーム中だった場合、こちらに話しかけてくるのは、もはやパターンだ。ただし、ここで重要なのは、話を聞くことではない。とりあえず話を聞いている、というスタンスを見せてやれば良い。

「湊先輩さあ、湊って名前のとおり、お兄ちゃんと同じ名前でしょ？　まあ先輩は『武尊ほたか湊』で、『ホタカ』っていう変わった名みよう字じなんだけど。公式サイトのキャラ紹しよう介かいで初めて見たとき、わたし読めなかったもん」

「へー」

「製作者インタビューを読んだらね、江え戸ど時代に、ホタカに武尊たけるって字をあてた、日本やまと武尊由ゆ来らいの山が群ぐん馬ま県けんにあって、それが元ネタなんだって。読みにくさと名前負まけを狙ねらったとか書いてあってさ。──不ふ憫びんな湊先輩」

「へえ」

「でも、名字はともかく、身み内うちと同名だと攻こう略りやく対たい象しようとしては微び妙みようでしょ？　落とす気がまったく起きなかったんだけど、フルコンプのために手を出すことにしたの。途と中ちゆうのセーブデータからはじめたら、なんとライバルにかっさらわれること五回！　五回だよ？　しかもそのうち四回は『お嬢じよう』に取られた！　あんな思わせぶりな台詞せりふ吐いといて、舞ぶ踏とう会かいで他の女と踊るとか！　おまけに湊先輩のやつめ……！　冠かんむりの票すら入れやがらなかった……！」

「ほうほう」

　居間のソファで、先ほど部ぶ活かつ帰がえりに買ってきた今週発はつ売ばいの週しゆう刊かん少年漫まん画が雑誌『ジャンポ』を読みながら、湊は機械的に何度目かの合いの手を入れた。『ジャンポ』は湊の愛あい読どく誌しだ。

「それで今度はニューゲームで始めたんだよ？　ネットで調べたら、攻略できた人がまだ一人もいないらしくて。一応、イベントが進んだって人の話からすると、湊先輩って、必要必ひつ須すパラメーターが不明なんだよね……。でもパラメーターが高くて悪いはずはないってことで、鍛きたえたよ！　主人公こう。完かん璧ぺき超ちよう美少女作る気持ちで！」

「頑がん張ばった頑張った」

「しかもこのゲームね、ライバルキャラも攻略対象を全力で狙ねらってくるから！　ライバルが三人もいるし、あれはプレイヤーキャラが落とそうとしている男を狙っているとしか思えない！　偶ぐう然ぜんらしいけど、絶対そういうプログラムされてる！　デートを断られて休日に出掛けてね、画面のロード秒びよう数すうから判はん断だんして、イベント発生？　って期待したのに、ライバルと攻こう略りやく対たい象しようの好こう感かん度どアップイベントで、ただひたすらイチャイチャを見せられただけだったときのガッカリ感ときたら！」

「残ざん念ねん残念」

「湊みなと先せん輩ぱい攻略中ちゆうも、何度この傍ぼう観かんイベントを見たことか……！　イベント数が膨ぼう大だいなのは嬉うれしいけど……。けど……！　騎士ナイトの中では雑ざ魚こキャラなはずの湊先輩も例外じゃなかった！　むしろ湊先輩のときのほうがライバルからの横やりが入る確かく率りつが高い気がする！」

「あ……れ……？」

　ページを捲めくり、湊は雑誌の中ほどにあったお詫わびに眉まゆをひそめた。店でパラ読みをせず真まっ直すぐレジに向かったのが徒あだとなったのか。てっきり載のっていると疑いもしていなかった連れん載さいが休きゆう載さいになったとのお詫びページだ。

　先週号ごうで、三年の沈ちん黙もくを破り連載再さい開かいと告こく知ちされていたというのに！

「主人公こうのパラメーターと相手からの好感度をあげて、イベントもこなして、やっと個別ルートシナリオに入ったと思ったら、思ったら……！」

　妹が溜ためを挟んだが、湊はそれどころではなかった。視線はお詫びページに釘くぎ付づけだ。

「何だよ休載かよ……」

　がっかりだ。

「先輩ったら死にまくるんだよっ？　何なの？　乙女おとめゲーで攻略対象が、しかも一人だけこんなにポンポン死ぬなんて、死ぬなんて……！」

　ありえない！

　妹が絶ぜつ叫きようした。

「な、なんだ……？」

　湊もさすがにびっくりして顔をあげ、妹の様よう子すを確かく認にんした。が、驚いて損した、何だいつものか、と安心してすぐに『ジャンポ』に戻った。妹はゲームに心しん血けつを注そそぐあまり、感情移い入にゆうしすぎるきらいがあるのだ。そんなことよりも、この休載のお知らせだ。

「バグじゃなければ選択肢しの問題？　だとしたら難しすぎる、選択肢……！　こういうのは、少しぬるいぐらいが適てき正せいだと思うの！」

　しばらく、妹の声が止んだ。そして数秒後、

「──ちょっとお兄にいちゃん、聞いてる？」

　間ま近ぢかで聞こえた。

「あー、聞いてる聞いてる。聞いてるとも。休載……」

「聞いてないっ」

　バサリ、と漫まん画が雑誌『ジャンポ』が取りあげられる。ゲーム用ヘッドホンを外し、湊の目の前に立った妹の仕し業わざだ。学校指し定ていのグリーンジャージ着用で、髪かみはポニーテールでまとめている。

「人が真剣に話してるのにさー。お兄にいちゃんは共きよう感かん度どが足りない。お母かあさんだったら、もっとわかってくれる！」

　文もん句くを言っている妹から雑誌を取り戻し、湊みなとは妹に問いかけた。

「ていうか、おまえさ」

「なに？」

「ホタカっていう奴やつ？　俺おれと同じ名前だとか、湊先せん輩ぱいだとか、落とすとか、あと死ぬとかも言ってたっけ？　どんな物ぶつ騒そうなゲームやってんの？　ホラー？」

　そもそも、ほぼ聞き流していた湊は、妹が何のゲームをプレイしていたのかもわかっていないのだ。

「え？　言ってなかったっけ？　乙女おとめゲーだけど」

「……乙女ゲー？　ＲＰＧの親しん戚せき？」

　聞いてみてもわからない。湊は眉まゆ根ねを寄せた。ゲームで湊が実際にやったことがあるのは、某ぼう大作ＲＰＧぐらいだ。

「ぜんっぜん違う！」

　鼻はな息いき荒く、妹が言い切る。ポニーテールが揺れた。

「ゲームのタイトルはね、『フォーチュン・クラウン』。で、乙女ゲーっていうのは──」

　──乙女ゲーっていうのは？
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「あー、ブソン？」

　高校も二年に進級し、新しいクラスにも馴な染じみはじめたゴールデンウィーク直前の四月。

　帰り支じ度たくを終え、教室から出ようとしていた俺おれは、担たん任にんに声をかけられ振り返った。

「……先生。ブソンじゃなくてホタカです」

　しかし訂正は忘れない。俺の名前は武尊ほたか湊みなとと言うが、問題は名みよう字じだ。幼よう稚ち園えん生せいの頃から、この名みよう字じに苦労している。

「おー、そうだったそうだった。武尊たけるってホタカって読むんだったな。でな、武尊、おまえ、これから理事長室しつに行ってこい。直じき々じきに呼び出しだ。なんでも『幸運の冠かんむり』関連だとか」

「あれっすか」

『幸運の冠』。俺も言葉だけは知っている。クラスの連れん中ちゆう、特に女子が黄き色いろい声で騒さわいでいたからだ。今年は開かい催さい年ねんだとか。前まえ振ふりイベントである全校生徒による騎士ナイト投票もあったし、嫌いやでも覚えた。が、すぐに疑問も浮かんだ。

「あれ関連で俺に用って、何ですかね」

　あれ関連で理事長から直じき々じきに呼び出される男だん子し生徒……。思い当たるのは一つあるが……該がい当とうしそうな奴やつらに俺の特とく徴ちようは当てはまらない。俺はごく普通の一般生徒である。イケメンでもなく、成績が学年上じよう位いでもなく、運動神しん経けいが特別良よいわけでもない。

「さあ……なんだろうな」




　担任もしきりに首を捻ひねっている。

「案あん外がい、おまえが騎士に選ばれた、とかだったりしてな！」

　うまいことを言ってやったぞ！　という風ふうに、担任が俺の背中を叩たたいた。

「……俺がですか？　ないですね」

「だよなあ……」

　冗じよう談だんにしても、ない。頷うなずき合う。意見の一いつ致ちをみた。

　そして俺は、担任に「ちゃんと行けよ。もしおまえが行かなかったら、俺が減げん給きゆうされるんだからな！　あの理事長なら、そのぐらい絶対やるからな！」と見送られながら教室を出た。

　場所だけは知っている理事長室へまっすぐ赴おもむき、さっさと済ませて帰ろうと、ノックをしてから扉とびらを開け──。

　そこにいた面めん々めんの姿すがたを目にした瞬しゆん間かんだった。

　視し界かいが、点てん滅めつした。映えい像ぞうが駆かけ巡る。

　最後に、カチリと、映像が合わさった。

　俺がいま目にしている、室内にいた面々の画と、ある二次元のキャラクターたちの集合図。




『お兄にいちゃん。乙女おとめゲーっていうのはね……』

　──乙女おとめゲー。それは乙女おとめゲームの略りやく。意味は女性向け恋愛ゲーム。

　女性主人公プレイヤーが異い性せいの攻こう略りやく対たい象しようを落とすのが基本。対たい義ぎ語ご、ギャルゲー。




　一気に『ソレ』が蘇よみがえり。




　──口を「あ」の字に開けたまま、俺おれは、ぶっ倒たおれた。







「……乙女おとめゲー」

　ボソリと無む意い識しきの呟つぶやきが漏もれた。薄ぼんやりと目を開ける。豪ごう奢しやなシャンデリアが目に入った。頭が重い。後こう頭とう部ぶに手をやって、軽く首を振りながら俺おれは起きあがった。

　……思い出す。そうだ。俺は気き絶ぜつしたんだった。

「…………」

　頭をぶるぶると振ってみる。触った感じ、頭のどこにも腫はれはないし、気絶したときにどこか打ったりした、というわけでもないようだ。

　俺はなんでぶっ倒れたんだ？

　──にしても、変な夢を見たもんだ。変な夢っていうか、変な妄もう想そうの奔ほん流りゆうに襲おそわれていた。このところ寝不ぶ足そくだったからな。もともと俺、眠りが浅いし。しっかし変な夢だった……。

「目が覚めたようですね。あなたは部屋に入るなり、突然倒たおれたのだけれど……覚えているかしら？　具合は？　話はできる？」

　俺は、ソファに横たえられていた。上じよう半はん身しんを起こし、周囲の人間の姿すがたを確かく認にんする。

　ぶっ倒れる前に観みた面子めんつ、学園の生徒たちだ。

　全員、いましがた見た夢……の中に出てきた登場人じん物ぶつに似ている……ような？

　まだ寝ぼけているのかもしれない。また頭を振ってみる。

「あー、はい。大だい丈じよう夫ぶです。あの、理事長、俺は、どのくらい気き絶ぜつしていたんでしょう」

　部屋にいる中では一番年ねん長ちようの女性──入学式で見たから、この人が理事長だろう──に訊たずねる。さっき声をかけてきたのも、この人だろう。

「五分ぐらいかしら」

　品良く歳としを重ねてきた、という出いで立たちの女じよ性せい理事長が、微笑ほほえみながら答えた。

　五分……で見たにしては、長い夢だったな……。

「ところで、大丈夫なようなら、話を進めても良いかしら？」

　俺は頷うなずいた。ここはさっさと呼び出しの用件を終わらせて、帰き宅たくするに限る。変な夢のことも忘れよう。

「我が大だい翼よく学園には、創そう設せつ者しやの言げんにより、高こう等とう部ぶにおいて三年に一度行われる慣かん例れい行ぎよう事じがあります。それが『幸運の冠かんむり』選せん出しゆつです。今年が、その当たり年ですね」

「……騎士ナイトの投票、ありましたね」

『幸運の冠』は、この学園に伝わる実にメルヘンチックな行事だ。

　要は、幸運の冠という一種のステータスを戴いただく少女を選ぶイベント。女じよ子し生徒が数人、校内から選出され、互いに競い合い──頭ず脳のう、容よう姿し、心身しんしんを鍛きたえ、かつ学園の騎士たちの支し持じを集めた者が冠を勝ち取るという。言うなれば、お姫ひめ様と騎士みたいな関係だ。

　お姫様の地ち位い、つまり幸運の冠を得ることができるのは、ただ一人だけだが、候こう補ほは四人。学園側がわで無む作さく為いに選ばれる。

　一方、騎士ナイトは全ぜん校こう生徒による一般投とう票ひよう。こっちも四人だ。つまり、『幸運の冠かんむり』選出のための前まえ振ふりイベント。一昨日おととい、騎士選びの投票があり、そろそろ結果が発表になるはずだ、とクラスの女子が騒いでいた。男だん子し生徒の中からイケメンだったり、成績優ゆう秀しゆうだったりする奴やつが上位四人、選ばれる。

　騎士については全校生徒の投票で決まるから、男子も騎士選えらびの投票をするわけだが、「霧きり島しま会長を騎士に！　目指すはトップ当選よ！」というクラスの女子グループによる熱く激しい運動により、我がクラスの男子票ひようは根こそぎイケメン会長、霧島へ投じられることとなった。

　ちなみに、反はん逆ぎやく者しやもいた。

「なぜ霧島に入れねばならない？　おれは一年の津つ久く見みきゅんに入れるんだ……」、「ああ、男なら津久見きゅん一いつ択たくだよな……！」とか誰だれかが──おれっ娘この女じよ子し生徒というわけではなく、男子生徒がだ──話していたのを俺おれは小こ耳みみに挟んだ。奴やつらの会話がとても怖こわかったので深くは考えないことにした。

　しかしまあ、俺に関係があるといえばそれぐらいで、『幸運の冠』はあくまでも、主に女子と、騎士に選ばれた奴らのための恒こう例れい行ぎよう事じだ。

　騎士なんて、俺には関係な──。

「『幸運の冠』選出にあたり、あなたを騎士に任命します」

　理事長が実に楽しげに宣のたまわった。

「……はあああああっ？」

　思わず大声が出た。意味もなくソファから勢いよく立ちあがったほどだ。

　理事長が笑顔になった。

「だから、ほた……ブソン君を騎士に」

　俺はブソンじゃなくてホタカです。ていうか理事長、ホタカって言おうとして、わざわざブソンって言い直して……まさか、嫌いやがらせ……。なわけないな。相手は理事長で、大人おとなだ。

　そんなことより、問題は、理事長の騎士発はつ言げんだ。

「騎士……」

　と書いてナイトと読む。すみません。冗じよう談だんだと言ってください。いままでそういうもんだと受け入れてたけど、よくよく考えてみれば、単なる称しよう号ごうにしても、普通、ただの学生が騎士とかプ、ですよね。

　マジなの？

　室内にいるのは、俺と理事長以い外がいに、計八人。女子生徒四人と、男子生徒四人の区分け。主に学園の有名人。

　そう。ここまで聞けば俺だって予想はつく。おそらく彼らは件くだんの『幸運の冠』選出の当とう事じ者しやたち、冠候補と騎士だ。

　しかし。そうだよ。肝かん心じんなことを忘れていた。

「まだ騎士ナイト投とう票ひようの結果って発表されてないですよね？　絶っっっっっっっ対、俺おれ、当選なんてしてないと思うんで、きっと何かの間違いです！」

　力強く主張。熱ねつ弁べん。

「そうね。あなたは当選はしていません」

　理事長はあっさりと頷うなずいた。俺も頷いた。

　そうだろう。そうだろう。

「今回のみ特別枠わくを設けました。理事長推すい薦せんです」

「……はい？」

「ですから、騎士はあなたを加えて五人。楽しい『幸運の冠かんむり』選出になりそうでしょう？」

　ならないと思います。

「──辞じ退たい」

「できません」

　逃げ道は封じられた。

「入学要よう項こうにも校こう則そくにも書いてあるのよ？　冠制せい度どと騎士の選出については。どちらもね、原げん則そく、選ばれたら拒否はできないの。入学したということは、了りよう承しようしたと同どう義ぎですからね？」

　要項も校則も読むわけないだろう。あれは生徒に読ませないためにわざと小こ難むずかしく書いてあるんじゃなかったのか！　俺は家に近いってだけで高こう等とう部ぶを受験し、この学園に通うことにしたんだ。いやいや、待て。俺の事情はともかくとしても、だ。

「考え直しましょう、理事長。俺が騎士って、ありえないですから」

　自分を卑ひ下げするわけじゃないが、はっきり言おう。

　俺は成績だってまあ平均値ちだし、顔面偏へん差さ値ちも普通寄よりだ。騎士の選出方法ほうと嚙かみ合ってないだろう。そうでなくても、通ってみてびっくり──大だい翼よく学園はかなり、男女共とも、顔面偏差値が高い輩やからが多い。

　騎士たちや冠候こう補ほは言わずもがなだ。想そう像ぞうしてみよう。そんな中になぜか正せい規きの方法で選ばれたわけでもない俺が加わる。

　……何これ。新あら手てのいじめ？

「いいえ、本気です。わたしは良いんじゃないかと思いますよ」

　俺は良くないと思います。

「ここに、今回の冠候補と騎士を集めました。ほた……ブソン君、通達はあなたで最後です」

　朗ほがらかな笑顔だ。理事長はゴーイングマイウェイだ。そしてだ、どうでもよくないが、名みよう字じの読みを、やはり、わざと理事長は間違えているような……。まさかな。

　理事長は今度は俺を含めた室内の生徒たちを見渡し、淀よどみなく続けた。

「ゴールデンウィーク開けから夏休みが始まるまでが『幸運の冠』選出の期間です。冠候補は票ひよう獲かく得とくのために、騎士の信頼を勝ち取りましょう。自身を存ぞん分ぶんにアピールしてください。騎士もですよ？　あなたたちが彼女たちの中から『幸運の冠かんむり』を選ぶのだから、学年の垣かき根ねを越えて、彼女たちとたくさん接して、きちんと見てあげるように。そして、みんな仲良くね。はい、これはブソン君の分。他の子にはもう配ってあるの」

　ブソン……。ついに、ほた……が消えた。

　差し出された一枚の紙切れを受け取る。騎士ナイトの役割や、選せん出しゆつ期間のスケジュールが書かれている。すごく、いらないな……。

「念のため、同じ内容のものを情報端たん末まつにも送ります。そうそう、選出期間は端末も存分に活用してね」

　大だい翼よく学園では、学生証しようがわりに生徒一人ひとり一人に情報端末を配はい布ふする。電話もでき、メールアドレスも付与される。端末には学園からのお知らせや、はては地ち域いき情報まで送られてくる。起き動どうには指し紋もん認にん証しようとパスワードが必要で、操作中ちゆうも指紋認証が行われ、他人が触ればロックされるため、本人のみ使し用よう可能。その上うえ料金は学園持もちで、本体は防水仕し様よう、衝しよう撃げきにも強い優れ物。ホログラム型キーボードを立ちあげることもできるので、メモ機能も充実だ。

　入学当とう初しよ、さすが金持ち校！　と俺おれが感激した一いつ品ぴん。

「それじゃあ、自己紹しよう介かいの時間が必要ね？　わたしは隣となりの部屋に退たい散さんしようかしら」

　理事長室しつは、続き部屋になっている。俺たちがいるのは応おう接せつ室の役割がある部屋で、別室が理事長の執しつ務む室のようだ。宣せん言げん通り、理事長は言いたいことだけを言い──主に俺にとっての残念発はつ言げんを残して、執務室に消えた。







　端末を全ぜん校こう生徒に無料で配はい布ふしている太ふとっ腹ぱらさから明らかなように、大翼学園は金持ちが道どう楽らくで運営しているような学校なので、来客用の応接室は無む駄だに豪ごう華かだ。

　革かわ張ばりのソファや、やたら高そうなテーブル、たぶん見る人が見ればわかる、本ほん物ものなんだろう西せい洋よう絵画。学園に授じゆ与よされた感謝状等など々など。

　そんなノーブルな雰ふん囲い気き漂う室内に自然体たいでマッチしていた計けい八人の視線が、実はずーっと俺に突き刺さっている。理事長がいなくなったいま、針はりのむしろだ。冠候補も騎士たちも、「……誰だれこれ？」という反応だ。言うなれば、俺は無名の一いつ般ぱん生徒Ａだからな！

　しかしそれにしても、女子も男子も全員が全員容よう姿しに優れている。……すげえ居心地いごこち悪い。

「あなたが、理事長のおっしゃっていた特とく例れいの騎士のようね」

　最初に口くち火びを切ったのは、俺の向かい側のソファで白いティーカップを持ち、紅こう茶ちやに舌した鼓つづみを打っていたらしい、華はなやかな金きん髪ぱつの少女だ。透すきとおった蒼あお色いろの瞳ひとみで、俺おれを値ね踏ぶみするように、靴くつ先さきから頭の天てつ辺ぺんまで見る。ついで、にっこりと微笑ほほえんだ。

「わたしは冠候こう補ほの一人、二年の高たか埜の倉くらレイア。内ない部ぶ生せいです。生徒会副ふく会長を務めています。以上、よろしく。では、生徒会の仕事が残っていますので、失礼」

　カップをテーブルに置くと、言うが早いか、さっとソファから腰をあげ、部屋を出ていってしまった。香こう水すいでもつけているのか、淡あわい香りが余よ韻いんを残す。

　それに続くように行動を起こしたのが、飾かざられた絵画の側に立っていた黒くろ髪かみ短たん髪ぱつ眼鏡めがねのイケメンだ。我がクラスの女子にファンの多い、件くだんの会長だ。

「おれは生徒会かい長ちようの霧きり島しま章あき良よし。二年だ。騎士ナイトに任命された。任命された以上は協力するが……高たか埜の倉くらが言っていたように、まだ生徒会の仕事が残っている。すまないな。用があれば、また後ご日じつ」

　挨あい拶さつもそこそこに、退たい出しゆつしてしまった。

　これで俺おれを抜かして計六人。果てしなく続きそうな沈ちん黙もく。

　……あれ？　人気者同どう士し、何となく、先せん入にゆう観かんで、全員仲なかが良いと思っていたが、そうでもないのか？　和わ気き藹あい々あいとはしていない？　ノーブルな雰ふん囲い気きにマッチしているのはともかく、よくみれば協きよう調ちよう性皆かい無むな行動様よう式しき？

　たとえば、実はさきほどから無む心しんにテーブルに置いてあった高級菓が子しを食ってる野や郎ろうとか。

　緊きん張ちようしています！　という様よう子すでソファに座り、膝ひざの上に握り拳こぶしを作っている三つ編あみの子とか。

「腹も膨ふくれたし、帰ろうかなー」

　前ぜん述じゆつの高級菓子を食ってた奴やつが立ち上がった。

「そういえば、自己紹しよう介かいするんだっけ？　オレは騎士に任にん命めいされた桜さくら啓けい輔すけ。二年ね。で、この子が義妹いもうとで、冠かんむり候こう補ほの一人の桜さくら実み琴こと。ほら、実琴。帰ろう」

「……え」

　桜啓輔に促うながされ、三つ編あみの子が細い声を漏もらす。しかし桜家け、兄のほうはとっくに戸と口ぐちに移動しており、妹を待つ態たい勢せいだ。

「実琴ー」

　おいでおいでをしている。

「……は、はい」

　返事をしたかと思ったら、俯うつむいて、何かボソッと言ったような気がしたが、俺の気のせいかもしれない。

「一年、桜実琴です。よろしくお願いします！」

　顔をあげ、改めて自分で名前を告げると、小しよう動物めいた仕し草ぐさでペコリ、とその場で頭を下げた。さらに、気のせいでなければ、ちらっと俺に視線をなげてきた。──ん？

「あのー、さっき、目を覚ましたとき……」

　……もしや、話しかけられているのは俺か？

「実琴ー？　実琴実琴実琴実琴ー」

　桜さくら（兄のほう）、名前連れん呼こ。

「はいっ。いま行きます！　行きますから」

　桜さくら（妹のほう）が弾はじかれたように返事をした。多たし少よう投げやりにも見えるぎくしゃくとした動どう作さで、桜啓けい輔すけへ駆かけ寄る。これで兄妹が二人退たい場じよう。俺おれを抜かして、残るは四人。

　シーンとしている。

　──他の面子めんつの退場の仕方といい、あまり相そう互ごコミュニケーションが見られない。まあ、ほとんど高こう等とう部ぶの有名人じんだしな……。必要ないと？

　しかも、出て行った奴やつら、俺おれの名前を聞きもしなかったぞ。いや、俺的には問題ないし、このまま俺が騎士ナイトだということも完全に脳のう内ないから消去してもらっても構わないんだけど、これ、俺じゃなかったら、俺っていらない子？　って落ち込むんじゃね？

　しかし、考えてみれば、出て行った奴らの言い捨て戦せん法ぽうは使える。待っている必要はないんだ。俺も名前だけ言ってさっさと──。

　空気が動く。

「あなた……会ったことがある？」

　天てん空くうから舞い降りた女め神がみのような美び声せいが俺を貫つらぬいた。心持ち眉まゆを顰ひそめ、俺を直ちよ視くししているのは、ソファに座りながら読んでいた洋よう書しよを閉じた、二年の法ほう条じよう紗さ綾やだ。放送部所しよ属ぞくの内ない部ぶ生せい。当然冠かんむり候こう補ほの一人。スラリとしたやや青がかった黒くろ髪かみロングのクール美人。紫むらさき色いろの瞳ひとみがミステリアスだと評ひよう判ばんだ。だが何より特とく筆ひつすべきは超ちよう美び声せいの持ち主だということだ。

　俺は、耐えた。

　法条は、本当は、目が覚めていの一番にその姿すがたに気づき、視線が行ったが、とある因いん縁ねんのせいであえて見ないようにしていた人物だ。

　平へい静せいを装って返す。そのため、必ひつ要よう以上に端たん的てきになった。

「いや、ない」

　実はあるとも。あるんだけど、忘れているなら忘れていて欲しい！　頼む。忘れていてくれ！

「そう……」

　わずかに法条が首を傾かしげる。

「私は法条紗綾。冠候補の一人。二学年。一応、よろしく。……じゃあ」

　しっかし、法条も俺の名前は聞いてくれないわけですね……。そうですか……。自己アピールする間もなく、法条はソファから離れ、踵きびすを返してしまった。

「待て紗綾。おまえ、今日きようパーティーに出るんだろ？　おまえの姉どもからエスコート役やく頼まれてるんだよ。逃げられないように摑つかまえておけとさ。でなきゃこんな集まり……」

「パーティーは嫌きらい」

「諦あきらめろ」

「……裏切りもの」

　赤あか髪がみのイケメンが法ほう条じようを呼び止め、仲が良さげな会話が始まった。

「──志し真まは、紹しよう介かいは？　しないの？」

　法条に問われ、赤髪が面めん倒どう臭くさそうに俺たちを振り返った。

「笠かさ城ぎ志真。二年。一応……騎士ナイト？」

　疑問系けいで終え、法条と赤髪は出ていった。

　繰り返す。法条がイケメンと出ていってしまった……！　まるで似に合あいのカップ…………ヌードル！　言ったことは事実になるって聞いたことがある。俺おれが言おうとしたのは、カップヌードルだ。

　カップヌードルカップヌードル。これでよし。

　室内に残った二人に目を向ける。

　これで三人。俺と、やたら女おんな顔がおの少年と、たぶん、最後の冠かんむり候こう補ほだろう女じよ子し生徒だ。確かに、よく見ると目め鼻はな立だちが整った隠かくれ美少女っぽい子だが、他の冠候補と比べると何となく地じ味みな印いん象しようを受ける。

「まだ具合悪わるそうですけど、本当に大だい丈じよ夫うぶですか？　先せん輩ぱい、ですよね？」

　話しかけてきたのは、女顔少年だ。

「ああ……」

　俺は基本的に健康優ゆう良りよ児うじだ。しかし、肉体的には健康だが、精神的には具合は悪いかもしれない。指し摘てきされると、まだ頭が重いことに気づく。

「僕は津つ久く見み日向ひなたといいます」

　ハッと俺は反応した。

「津久見きゅん……！」

　クラスの一部男だん子しが投票した生徒だ。津久見きゅん、騎士に当選してたのか！

「きゅん……？　僕は日向ですけど？」

　うん、そうだよな。クソ、あんな会話を小こ耳みみに挟んでしまったばっかりに……。

「だよな……」

　すんません。

「はい。高こう等とう部ぶからの外がい部ぶ入学組ぐみで、一年です。騎士に選ばれるなんて緊きん張ちようします。同じ騎士仲間として、これからよろしくお願いしますね！　……あ」

　鳴り出した情報端たん末まつをブレザーのポケットから津久見が取り出す。着ちやく信しんのようだ。一いち礼れいしてから、津久見が端末を耳に当て、出て行った。

「…………」

　そして残るは、ソファの前で立ちっぱなしの俺と、

「…………」

　応接室、廊下側がわ扉とびらのすぐそば、左側に同じく立ちっぱなし。可愛かわいいと巷ちまたで評ひよう判ばんの大だい翼よく学園女じよ子し用よう制服姿すがたが初うい々ういしい、肩に届く程てい度どの赤に近い栗くり色いろの髪かみの冠かんむり候こう補ほだ。きっと新入生だな。可愛かわいいは可愛いが、やっぱり普通っぽい。磨みがけば磨くほど光る……宝ほう石せきの原げん石せきタイプ？

　でもな、冠候補は女じよ子し生徒の中からの無む作さく為い選出だし、ということは、心しん境きようは俺おれと一いつ緒しよか？

　実は──食い入るように凝ぎよう視しされている。そんなに見つめられても困る。なぜだ。

　イケメンじゃない騎士ナイトなんかふざけてるの？っていう視線か？　だとしたら、同意はするが俺のせいじゃないと言いたい。理事長のせい。

　とにかく、どうするよ俺。

「…………」

　──よし、決めた。とりあえず自己紹しよう介かいだ。

　ぶっきらぼうに、名前と学年だけ素そっ気けなく言い放つことにする。しかしあくまで格好かつこ良さげを目指してみよう。騎士っぽく？

「武尊ほたか湊みなと。二年」

　一いつ匹ぴき狼おおかみ的な演出。演出が俺に似に合あっているかはこの際、気にしない。普ふ段だんの俺とは全然違ちがう言げん動どうだが、後は他がそうだったように、言い捨てて退たい出しゆつだ。

　退出──する前に、ブレザーの上うわ着ぎの端はしを摑つかまれて危うくつんのめりそうになった。俺って攻こう撃げきを受けてたりする？　演出外はずしてんだよっていう駄だ目めだし？

　おそらく女子の平均よりやや低めな、冠候補の子を見下ろす。
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　ちょっ。

　俺は目を見開いた。

「…………」

　沈ちん黙もくを守った俺、偉い。

「わたし、宮みや河がわ乙女おとめ、です。外がい部ぶ入学の一年で……あの、あの、よろしくおねがいします」

　この子ボロボロ泣いてるって！　そんな素そ振ぶりもなかったというのに、なぜ泣く！

　だいたい、俺、何かした？

　いや、待て。新入生──しかも外部入学で、まだ学校に慣れようとしている四月の終わり、いきなり冠候補に選ばれ拒きよ否ひ権けんはなく、ほとんどが上級生という中に放り込まれ、居い場所がなく、たぶん知ち人じんもなく、かつ他の女の子はライバルで、騎士たちも友ゆう好こう的てきとは言いがたい……。止めに、最後に残った騎士は名前だけ吐き捨てて出て行く……。

　──計画性に満ちあふれたハブリだな！

　何もしてないと思っていたが、俺、何かしてたわ。ハブリに荷か担たんしていた。これは心こころ細ぼそいだろう。泣いてもおかしくはない……か。だがしかし。理由が納なつ得とくできたところで、泣いた女の子をどうこうするスキルは俺にはない！

　あー、……でも待てよ？　昔、一回だけ、あったな。泣いている『女の子』を前に、途と方ほうに暮れたことが。

　あのときは確か──。

「大だい丈じよ夫うぶだから」

　そうだった。大丈夫、大丈夫、とひたすら繰り返したんだったな。

　──れ？　俺おれ、いま、口に出した？

　目め元もとの涙を片手で必ひつ死しに拭ぬぐっていた宮みや河がわが──。……宮河。宮河って、どっかで聞いた名みよう字じだよな……。どっか……あの変な夢か？

　『宮河乙女おとめ』──。

　宮河が泣き止み、顔をあげた。

　依い然ぜん、ブレザーは摑つかまれたまま。宮河は、じっと、俺おれを見つめている。吸い込まれそうな瞳ひとみだ。その目め線せんがさがった。

「あの……武尊ほたか、先せん輩ぱい」

　すみません、と小さく宮河が謝しや罪ざいの言葉を漏もらす。手がブレザーから離された。

「…………」

　俺が沈ちん黙もくしているのは、この状況をどうすればいいのかさっぱりわからないからだ。

　ので、誤ご魔ま化かすことにした。宮河の両肩かたを一度ポン、と叩たたき、無む言ごんで、廊下へ出る。そのまま、一切振ふり返ることなく、スタスタ帰き宅たくの途とにつく。

　家から学園までは、電車を挟み、片道三〇分ほど。道どう中ちゆうでは、気き絶ぜつした後に見ていた夢のことを考えていた。ハゲそうなほどとにかく必ひつ死しに考えていた。騎士ナイトになったと告げられ、そのまま学園の人にん気き者ものたちとの対たい面めんと相あい成なって──俺おれはパニックになっていたのだと思われる。

　しかし一人でテクテク歩き、電車に揺られたりしながら頭を整理するにつけ──『変な夢』への認にん識しきが変わっていった。

　そして、夕暮れの歩道で、俺は開かい眼がんした。

「──ああああああああっ！　これ、『フォーチュン・クラウン』じゃねえか！」

　そう雄叫おたけびをあげ、通行人にんのみなさんから悪い意味で注目を浴びた。

　恥はずかしかったので猛もうダッシュで家に帰った。







　さて、『フォーチュン・クラウン』とは何か？

　説明しよう。

　まずは、俺がぶっ倒れて見た変な夢。

　それは『日下部くさかべ湊みなと』という十七歳さいの少年の人生の記き憶おくだった。しかも、『日下部湊』の人生を他た人にん目め線せんで見たわけではなく、俺自じ身しんが『日下部湊』である、という夢だ。

　その『日下部くさかべ湊みなと』の妹がはまっていたゲームの名前が『フォーチュン・クラウン』だ。

　ゲームジャンルは乙女おとめゲー。

　今日きようまで『武尊ほたか湊』として生きてきた俺は、そのことを思い出した。

　きっかけは、理事長室しつだ。

　扉とびらを開けた瞬しゆん間かんに目の前に浮かんだのは、ゲームの主要キャラが一堂に会かいした場面。

　まさに、妹に見せられたスタート画面の〈全ぜん員いん集合図実じつ写しや版ばん〉だった。

　ぶっ倒れ、目を覚ましたあと。無む意い識しき下かでは、俺もおそらく既すでに気づいてはいたんだと思う。しかし『変な夢』と決めつけることで、気づくのを回かい避ひしようとしたんだなきっと、本ほん能のうが。

　その『変な夢』は、思い出すにつけ、夢と片づけるにはリアルすぎる。そして、俺がいま生きる『現実』と一いつ致ち点が多すぎた。

　そういうのを総そう合ごうして結けつ論ろんを導くと、




　──ここって、妹がやってた乙女おとめゲー？




「……の世界……？　そんな風ふうに思い至ることになるわけですよ。リンリンさん」

　自宅の二階にある和室マイルームに連れ込んだ猫ねこのリンリンさんに、俺は訴えた。冠かんむり候こう補ほや他ほか騎士との顔合わせ後、道どう中ちゆうで雄叫おたけびをあげてから即そつ効こうで帰き宅たくし、いまは夜。

　俺は自室に引きこもって大学ノートに『変な夢』ならぬソレ──つまり『日下部湊』の記き憶おくを必ひつ死しに書き込んでいた。

　忘れないうちに少しでも書き留とめておかねば！　の精神だ。

　記録はあらかた終わり、ただいま作さく戦せん会議中ちゆうだ。

　──誰だれと？　もちろんリンリンさんとに決まっている！

　リンリンさんは、我が家や、武尊ほたか家けの飼い猫ねこだ。父が会社の上じよう司しから貰もらい受けた雌めすの三み毛け猫ねこ。

　ハート型の迷子まいご票ひようがついた赤い首くび輪わと、ふっかふかの毛並みがチャームポイント。俺おれが下げ僕ぼくのように尽くしているというのに、なぜか姉に一番懐なついている。なぜなんだ、リンリンさん。だが、こんなことを話せるのはリンリンさんだけだ。

「それでですね、リンリンさん……。俺がいま置かれている状況について、導き出せる仮か説せつをいくつか考えてみました」

　勉強机づくえに広げたノートと端たん末まつを前に、脇の下に手を入れ抱きあげたせいで、胴どうがビローンと伸びているリンリンさんに粛しゆく々しゆくと話しかける。

『日下部くさかべ湊みなと』の人じん生せい記憶について。妹がいて、その妹はゲーマーで、ここはその妹が遊んでいた乙女おとめゲー『フォーチュン・クラウン』そっくり……という現実。

　仮説一、そもそも『日下部湊』自体が、俺の脳のう内ない妄もう想そうである。別べつ人生を作り上げた上、わざわざここが乙女ゲー世界だなんていう妄想内妄想を膨ふくらませるという手の込みよう。俺の妄想って、すごくね？　まさに新しん世界の神、乙女おとめゲー世界の。アハハハハハハハ。はー……。笑えねえ。却きや下つか。いや、脳内妄想ならさ、もっと違うのを考えようぜ、俺。

　仮説二、『日下部湊』が生きる日に本ほんでは、超ちよう技術が開発されており、ゲーム世界に入ってキャラクターとしての生活を楽しめるようになっていた！　たぶん妹に誘われたかなにかして、レッツプレイ。ということで、俺はそれを実じつ体験している！　ただし超技術が意い外がいに駄だ目め……もといヘボくて不ふ具ぐ合あい発生。結果、こんな感じに。現実に『日下部湊』は実在してて、いまも生きてるよ説。お約束で、現実と乙女ゲー世界では時間の流れが違うよ！　も追加で。

　──ただし、そんな超技術は『日下部湊』の社会にはなかったように思うし、遊んだ記き憶おくもまったくないのが難なん点てんだ。

　仮説三、これはいわゆる二度目の人生である。しかし、俺には──『日下部湊』には死んだ記憶や自覚はないので、そのあたりにクエスチョンマークがつく。となると、科学では解かい明めいできない不ふ可か思し議ぎ現げん象しようが俺を襲おそい、何の因いん果がか、乙女ゲー世界の中に誕生してしまった、ということか？　そんな『日下部湊』がどうなっているのかも不ふ明めいだよ説。

「……とりあえず、『日下部湊』の人生を『前ぜん世せ？』とでもしておくか……」

　一九九九年に誕生し、地じ元もと高校卒業間ま近ぢかまで『日下部湊』として生きていた記憶。それが俺の中に蘇よみがえったのは確かなのだ。

　──リアル感をもって。

　妹と話したのだって、今朝けさ。数時間前まえ。俺の実感としては、そう。

　口を開きかけて、俺は閉じた。

　……帰れねえのかなあ、むこうの世界に、なんてことを少し思った。

「『前ぜん世せ？』を思い出したのが、いまで良かったって思いましたよ、リンリンさん……」

　妹がゲームをしながら、よく話しかけてきた気持ちがわかる。

　話したいときに聞き手がいるのは良いことだ──それがたとえ猫ねこであっても。

　俺おれも既すでに『武尊ほたか湊みなと』として、ほぼ同じ年数を重ねたあとだから、ある程てい度ど冷静に『前世？』を思い返せるし、割り切れもする。それに、とりあえず『前世？』としたように、『日下部くさかべ湊』人生そのものが、まだ謎なぞだらけなんだ。もし、もっと子供の頃に思い出していたなら、郷きよう愁しゆうはこんなもんじゃすまなかっただろうけどな……。

　まるで慰なぐさめるかのように、リンリンさんがシリアスになっていた俺おれの頰をほおを舐なめた。

「！　リンリンさん……！」

　俺、感激。

　感かん極きわまって、ぎゅうっ、と抱きしめた。

　が、途と端たんに超ちよう嫌いやがられた。顔に猫ねこパンチを食らった。

「リ、リンリンさん？」

　……あれ？　慰めてくれたって思ったの、俺の錯さつ覚かく？

　なぜ抱きあげるのは良くて、抱きしめるのは駄だ目めなのか……！　何の違いがあるんですか、リンリンさん！　俺にはわかりません！

　机にシュタ！　と着ちや地くちしたリンリンさんは、そこで何事もなかったかのように、暴あばれて乱れたつやつやの毛並みを整ととのえている。

「…………」

　なので、俺も何事もなかったかのように相談再さい開かい。

「──まあ、『前世？』のおかげで、納なつ得とくできることも出てきました」

『武尊湊』として生きてきた上で俺がたまに遭そう遇ぐうしていた、些さ細さいな違い和わ感かん、というやつだ。

「そうなんですよ、リンリンさん。俺は常つね々づね、髪かみの色とか目の色がカラフルすぎるって思ってたんですよ……」

　リンリンさんが毛づくろいを中ちゆう断だんし、迷めい惑わくそうに俺を見た。アライグマのような縞しま模も様ようの尻尾しつぽを上下に振った。

　──こうして比較できる状態になってみると、『日下部湊』として生きてきた世界とは異なる部分が、こっちにはある。人々の髪や目の色が、いわゆる二に次じ元げん色しよく。

『前世？』では、日に本ほん人といえば黒くろ目め黒くろ髪かみが基本だ。俺もそうだ。しかしこっちでは黒は色の一種でしかない。染めたのでも、コンタクトを入れたのでもなく、赤、青、ピンク、水色、黄き色いろ、な組み合わせの髪かみ色いろ瞳ひとみ色いろの人物が普通にいる。誰だれも疑問に思わない。が、俺は驚いた。そして驚いたことを驚かれた過去がある。

　あとはいま二つの記き憶おくをもって比ひ較かくしてみると、歴史も異なる。第一次世界大たい戦せんや第二次世界大戦、基本的に起こっていることは同じでも、活かつ躍やくした人物が違っていたりする。

　たとえば江え戸ど時代。徳とく川がわ二百六十五年ではない。明あけ智ちさんの三百年だ。明智光みつ秀ひでの三日みつか天てん下かが三百年だ。徳川さんの歴史を深しん層そう心理か何かで覚えていたんだろう、『前ぜん世せ？』なんて何も思い出していなかったというのに、こっちの歴史を習った当とう初しよは、妙みような感じがした。

　物の名めい称しようも変わっていたりする。某ぼう大手通つう販はんサイトはこっちではナイルという。携けい帯たいゲーム機は一社独どく占せんでＳＫＳだ。技術もこっちのほうがちょっと進んでいるように思う。学園配はい布ふの情報端たん末まつなんかはいい例だ。

　そうだよ。あの端末も、主人公こうが使うための便べん利り道具。ゲームの設定の一つ……！

「ちょっと違う、と流し続けていた現実には、ちゃんと理由があった、と」

　だって思わないもんな。乙女おとめゲー世界だなんて。

　──かつての妹、曰いわく。

　乙女ゲーで、タイトルは『フォーチュン・クラウン』。乙女ゲー界で初の五十万本突とつ破ぱ作さくだから！　主人公としてプレイヤーが操る『宮みや河がわ乙女おとめ』、通つう称しよう『乙女ちゃん』が、あ、宮河乙女ってデフォルトネームっていうんだけど、わたしは名前変えない派ね。『幸運の冠かんむり』ゲットを目指しつつ、学園の騎士ナイトたちからの支し持じをゲット──もとい、冠云うん々ぬんは建たて前まえで野や郎ろうを落とす！　シミュレーションパートで主人公のパラメーターをあげて、学園パートのアドベンチャーでキャラクターの好こう感かん度どを調ちよう節せつするんだよ。ん、そんなゲーム。

　らしい。

　……そっくりだな。

『宮河乙女』は、まさにあの冠候こう補ほの子だ。主人公の、乙女ちゃんか。

　つまり、ここは『フォーチュン・クラウン』というゲーム世界か──。

　もしくは、そのゲーム世界に限りなくよく似たパラレルワールド。

　どちらであったとしても、ゲーム準じゆん拠きよで出で来き事ごとが起こると思われる。

　かなりショックだが、それで『武尊ほたか湊みなと』としての人生が消えたわけでもないし──とはいえ『日下部くさかべ湊みなと』でもあるので、帰りたいという気持ちもないわけではないが──もうここが俺おれにとっては現実だ。いいんだ。それは。

　まあ、他に地じ味みにショックだったこととして、こっちには某ぼう連れん載さい漫まん画がが存在していなかったことはあげられる。あっちでの『ジャンポ』は、いまのこの世界では影も形も存在しないのだ……！　それらしき雑誌はある。しかし俺がこっちで毎週愛あい読どくしている週しゆう刊かん少年漫画雑誌の名は『ジャンピ』。連れん載さい漫画も当然違ちがう。

『日下部湊』として目にした、お詫わびページのあった、あの漫画、結けつ局きよく連載は再開されたのか……？　読みたかった……！

　じゃない。そうじゃない。話が逸それた。




　──問題は。




　俺おれが。




「攻こう略りやく対たい象しようってことなんですよ、リンリンさん……！」

　これ重要。『武尊ほたか湊みなと』＝学園の騎士ナイト＝攻こう略りやく対たい象しよう＝俺おれ。

「いえですね、リンリンさん、乙女おとめゲーなんてありえねえって感じだったんですけど、これって俺が女の子に猛もう烈れつアタックを受けるってことじゃあないですか！」

　俺の鼻はな息いきも荒くなるというものだ……！

　冠かんむり候こう補ほの女の子たちからデートに誘われたりして、ウハウハ……。俺も健けん全ぜんな男だん子し高校生。俺にもついに春が……しかも口説くどかれる側だ。

「ふっ。クククッ……！」

　うるさいよあんた、という感じで毛づくろいを終え、ノートの上に寝そべったリンリンさんが目を細めた。尻尾しつぽで俺の右腕をピシリと叩たたく。

　毛の感かん触しよくが柔らかいです、リンリンさん。むしろ俺の妄もう想そう劇げき場じようも加速します。




　──しかし。




「……ん？」

　リンリンさんの尻尾しつぽが揺れるたびに、見え隠かくれするノートのある一ひと文字を見て、俺おれの妄想劇場は恐きよう怖ふの劇場へと変へん貌ぼうした。

　ノートのその部分には、『死！』とだけ大きく書き殴なぐってある。これは大だい事じだから、あとで詳しよう細さいを何としても思い出すんだ自分！　という意味で、俺自じ身しんが真まっ先さきにノートに書いた一文字。それからいろいろ書き留とめていくうちに、ついうっかり、モテ期到とう来らいの幻げん想そうに頭がいってしまっていたが。が！

「そうだった……！　ウハウハ……じゃねえ！」

　攻こう略りやく対たい象しようとしての俺には大きな落とし穴が用意されていたのである！

　妹に聞かされた『フォーチュン・クラウン』についての話。妹は『武尊湊』の攻略に苦労していた。必ひつ然ぜん的てきに、妹曰いわく「湊先せん輩ぱい」の話も増える。その感想は、なんせ思い出したてなので、はっきり鮮せん明めいだ。

　そのときの俺の感想はこうだ。

　湊先輩っての、超ちよう不幸じゃねえ？　学園恋れん愛あいゲームなんだろ？　それで湊先輩だけ、なんでそんなに死ぬわけ？　と。

　死・ぬ。

　あれ、なんかさっきとは打って変わって絶望的な気分になってきた。

『前ぜん世せ？』のこととか、帰れるのかどうかとか、長期的視し野やで自分なりに調べようとか思ってたけど、そんな場合じゃない。

　まずは、目め先さきに迫ってそうな〈死〉への対策を優ゆう先せんだ！

　確か、妹は「湊みなと先せん輩ぱいだけ個別ルートの毛け色いろが違うんだよねー」とか何とか言っていたような。

　リンリンさんが寝そべりながら大きく伸びをした。広げてある大学ノートの上で。

　ノートには、『死！』以外にも、現げん段階で、『日下部くさかべ湊』の記き憶おくや、特に、必ひつ死しこいて思い出した『フォーチュン・クラウン』についてが書き込まれている。

　……ちょっと退どいてくださいませんか、リンリンさん。

「あの……リンリンさん？」

　抱きあげようとしたら、フシャー！　と激しく威い嚇かくされました。

　今度は抱きあげるのも拒否。……わかりました。諦あきらめます。

　俺おれにはリンリンさんに無む理り強じいすることなどできはしない！

　ノートはとりあえず保ほ存ぞん用ようだ。情報の整理がてら、いつも持ち歩いている端たん末まつのほうに、メモ機き能のうを使い、簡かん易いキーボード操そう作さで『フォーチュン・クラウン』のゲーム内容を打ち込んでいくことにする。

　ちなみにこの端たん末まつは、ゲーム内では、学校行ぎよう事じなど諸もろ々もろのスケジュール、メールアドレスやら携けい帯たい番号の管理ができる便利ツールとして描びよう写しやされていた。その上、攻こう略りやくキャラの好こう感かん度どまで確かく認にんできたはず。──まあ当然のごとく、主人公こうでもない俺おれのには好感度チェック機き能のうなど、ない。

　思い出した、その一。

　俺は騎士ナイトの中では雑魚ざこの攻略対たい象しようである。それと本日、実じつ地ちで感じたが、理事長による強ごう引いんなねじ込み騎士である。繰り返すが、マジで雑魚である。

　妹曰いわく、「湊先輩って冷れい遇ぐうされてると思うんだ。キャラデザからして手て抜ぬき臭しゆうが……。なのに難なん易い度ど激げき高だかなんで、ある意味燃もえるよね！」だ。そうか、俺の顔は手抜き臭かよ……。異い論ろんはないけどな！　学がく園えん生徒の顔面偏へん差さ値ち平均が高いのも、ぶっちゃけ乙女おとめゲー仕し様ようだからだろ？　いやホントになんで俺が騎士なのよ？　ヤメテ。

　思い出した、その二。

　ゲーム進行は、共通ルート（？）とやらを経て、各かく攻略対象の個別ルートに入る。俺ルートの場合、バッドエンディングの嵐あらし。「湊先輩がまた死んだああああああ！」だ。ていうか、湊先輩が死なないエンディングはあるのか？　肝かん心じんなことを妹から聞いていない……！　以上の不ふ安あん要素からも、万まんが一いち、俺ルートに入ったりしたら、死なない自信が俺にはない。だって人生一度きり。コンティニューはないんだぜ。……たぶん。

　思い出した、その三。

　登場人じん物ぶつについて。主人公こうが『宮みや河がわ乙女おとめ』。妹曰いわく「乙女ちゃん」だ。野や郎ろうどもや冠かんむりを狙ねらい取り合うライバル女子が三人。妹曰く「お嬢じようとハムちゃんと金きん髪ぱつ」だった。お嬢が……実じつ家かがグループ企き業ぎようで生きつ粋すいのお嬢じよう様の法ほう条じよう紗さ綾やだろうな。ハムちゃんが……ハムスターの略りやくかなんかで、たぶんこれは仕し草ぐさとかからの命名めいか？　おそらく一年の桜さくら実み琴こと。金髪が、これは見た目からか？　生徒会副ふく会長の高たか埜の倉くらレイア。

　で、俺おれを抜かして騎士ナイトが四人。これも妹曰く、「眼鏡めがねとヒッキーと電波ヤンデレと姫ひめ」というあだ名がつけられていた。……姫？

「…………」

　打ち込んでみて改めて思ったが、野や郎ろうどものあだ名、ひでえ。しかも誰だれのことをさしているのか微びみ妙よう。見けん当とうがつくのは──眼鏡と姫くらいだな。顔合わせで見た生徒会長の霧きり島しま章あき良よしは眼鏡をかけていた、と思う。眼鏡は会長、と。姫は自信がある。津つ久く見みだろう。なんせ「津久見きゅん」だ。

　いずれにせよ、ゲーム知識をなしにしても、学園内の噂うわさで名前が飛び交う人物ばかりだったりする。美び少女やイケメンは、それだけで話題にのぼる。

　乙女ゲー世界では、美び形けいは正義、か……。ふ。

　思い出した、その四。

　エンディングはいろいろある。騎士である野郎どもとの個別エンディング。ライバルキャラとの個別友ゆう情じようエンディング。冠をゲットして終わるノーマルエンディング。逆ハーレムエンディング、とかいうやつ。他にも隠かくしがどうとか真ルートがどうとか妹は言っていたはず。いずれも詳しよう細さい不明。

　やはり問題は、俺ルートのシナリオ進行について！　死し因いんについて！　だ。ゴールデンウィークが明ける前に、今後の傾向と対策を……！

　乙女ゲーなのに、なぜ死の危険性に怯おびえなければならないのか。「毛け色いろが違う」湊みなと先せん輩ぱいのシナリオってなんなの？　なんで死ぬの？

　思い出した、五。

　ゲームの初期設せつ定ていに、互いの初期好こう感かん度どや相そう関かん図ずがあり、冠候こう補ほと騎士の間にはデフォルトで好感度の高い初期異い性せいが設定されている。

　これはちょっと記き憶おくが曖あい昧まいだったが……。

　乙女ちゃんは霧きり島しま会長とくっつきやすいが、基本、俺以外の騎士全ぜん員いんとの初期好感度が高い。だったと記憶。

　法条は、あの幼おさななじみ笠かさ城ぎと。あの二人さあ……乙女ちゃんが邪じや魔ましないと、まさかカップ……ヌードル。カップヌードルヌードル。こっちのカップヌードルはお湯をかけて二分だ。

　桜妹は、覚えていないが、他の相関図から推すい測そくして桜兄あにが初期異い性せいだろう。

　高埜倉は、霧島会長、津久見、法条の幼なじみ笠城。妹が「金きん髪ぱつは初期好感度で優ゆう遇ぐうされてる！」と叫んでたのを思い出したから、たぶん確か。

　いずれにせよ、乙女おとめちゃんが騎士ナイトをゲットするためには、この初期異い性せいに設定されている冠かんむり候こう補ほが立ちはだかる、と。

　そして、妹曰いわく。

「湊みなと先せん輩ぱいだけ、初期好感度関かん係けいから徹てつ底てい的てきにスルーされてるんだよね！　公こう式しき設定でのお相手キャラ、対ついになってる冠候補がいないっていう！　しかもさー、騎士と主人公こうの乙女ちゃんは、子供の頃にこんな事が……！　ていうのがあるんだけど、湊先輩だけ、そのフラグもないし」

　妹の口く調ちようまで詳しよう細さいに思い出せてしまう奇き跡せきの俺おれの脳みそ。

「いや、でもさ、妹が『お嬢じよう』に湊先輩とられたー、とか言ってたしさ、流れによっては俺だってね、仲間外はずれでもさ……」

　自分で自分を慰なぐさめていて凄すさまじく空むなしくなった。

「リンリンさん……」

　俺は机に突つっ伏ぷした。撫なでさせてやらなくもない、の体勢になっていたリンリンさんのふわっふわな白い腹はら毛げを撫なでる。

「俺っていらない子みたいです……」

　だよな？　応接室の乙女ちゃんみたいに、いっそ泣いていいんじゃねえの？

　癒いやしを求め、しなやかで柔らかな魅み惑わくの肢し体たいを堪たん能のうする。

　──待てよ？

「いらない、子……？」

　てことは、攻こう略りやく対たい象しようといえど、俺は乙女ちゃんに狙ねらわれないんじゃあ……？

　パア、と自分で顔が輝くのがわかった。

　つまり、俺ルートは遠い……！　死も遠いと！

「なーん」

　だ一ひと安心、と思ったが、即そく座ざに別の疑問がむくむくと鎌かま首くびをもたげてきた。

　俺は唯ゆい一いつ、フリーの攻略対象とも言えるんじゃないか？　そもそもフラグとか設せつ定てい関係なく、他のイケメン騎士と比べれば、明らかに落としやすそうな騎士じゃないか、湊先輩。つまり俺。

　その意味では攻略対象として狙いやすいぞ、俺！

　いや、でも普通に考えれば……。

「うーむ」

　しかし、リンリンさんを撫でる手は止めない。俺のテクニックに満まん更ざらでもなさそうだったリンリンさんがふいにパッチリと目を開けた。ムクッと起き上がると、机から飛び降り、出入り口である閉まった襖ふすままで歩く。猫ねこは「ニャー」と鳴くものだが、リンリンさんは鳴かない。頑がんとして鳴かない。目や動どう作さで訴える。外出時じ、家に入ってきたいときは、猫用よう出入り口もあるのに、雨あま戸ど用の下レールに飛び乗ってドンッとガラス窓に体当たりして自分の存在を知らせてくる。すると家にいる誰だれかが「おかえり」と開ける。

　リンリンさんはどうやら俺おれの部屋から脱だつ出しゆつしたいようだ。しかし俺が開ける前に、襖ふすまが外側から動かされた。
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　開けたのは──銀ぎん幕まく世界からそのまま飛び出してきたようなピンク髪かみの美女──もとい、武尊ほたか透とう子こだ。俺の実姉じつしだ。

　一いつ瞬しゆん、ドキリとした。十六年間生きてきて、はじめてだ。

　俺は『武尊湊みなと』だが、いまは『日下部くさかべ湊』でもあるわけで、そのせいで俺の中に新しくできた、姉を他人と感じる部分が反応したらしい。

　すげえ美人だ、と。

　……不ふ覚かく。

　そして、身み内うちを美女と形容するのは抵てい抗こうがあるが、悔くやしいことにありのままを述べるとそうなる。襖ふすまに寄りかかり、姉あね貴きが言い放った。

「──愚ぐ弟てい。またリンリンを拉ら致ちしたわね」

「いいか、姉貴。弟の部屋だからって、いきなり開けるんじゃねえ。もし彼女でも連れ込んでたらどうするんだ！　断だん固ことして抗こう議ぎする」

　リンリンさんが姉あね貴きの足あし元もとにすり寄る。それを抱きあげた姉貴は、どこ吹く風だ。

「あんたの部屋、和わ室しつなんだから仕方ないじゃない。部屋決ぎめのとき、こっちにしたのあんたでしょ？」

　くっ。正せい論ろんだった。ぐうの音ねも出ない。俺おれは和室が好きなんだよ。畳たたみとか落ち着く。リンリンさんが障しよう子じの木き枠わくで爪つめ研とぎしたり、障子を破ったりするから、張り替えが大変だけど。ちなみに姉あね貴きは、鍵かぎ付つきの洋室だ。

　姉貴……。昔はまるで地上に舞い降りた天てん使しだったのにな。なぜこの姉貴は、天使から、こんな偉そうな女じよ王おう様へ究きゆう極きよく進しん化かしてしまったのか。わけがわからない。

「それに──彼女？　あんたに？」

　哀あわれみの微笑をくれやがった。しかも様さまになっているのが始し末まつに負えない。

　我が家は四人家族だ。父、太た久く郎ろうと、母、静しず佳か。そして姉貴、透とう子こ。弟の俺。もう一つ特とく徴ちようを述べるなら、武尊ほたか家は美び形けい一家だ。いや、超ちよう々々々！　美形一家だ。正しよう真しん正しよう銘めい、血は繫つながっているはずなのに、俺だけがその美形遺い伝でん子しを受け継いでいない。まるで白はく鳥ちよう一いつ家かにカルガモが一羽紛まぎれ込んだかのような事じし象ようだ。

　判はん明めいしてみれば、ここは乙女おとめゲー世界で、かつ俺は攻こう略りやく対たい象しようなんだから、普通、俺もイケメンであってもいいんじゃないのか。

　それにひきかえ、大学二年の姉。姉貴は超ちよう絶ぜつ美女な上にスタイルもよく、運動神しん経けいも抜ばつ群ぐん。武ぶ術じゆつの嗜たしなみもあり。頭も良い。生まれたときに、俺にまわるはずだった養よう分ぶんを全部持もっていったんじゃね？　……そうか。それで俺はこうなんだな！　ぐらいの人物だ。認めよう。

　ついでに非常にもてる。

　だから男としてだ。彼女いない歴れき＝年ねん齢れいの俺は、つい見み栄えをはった。

「そうでもない。『騎士ナイト』になったからな。彼女ぐらい、すぐだ」

　姉貴も大だい翼よく学園の卒業生だ。騎士の話題は通じるだろう。なんせ在学中ちゆうは生徒会長だったはずだ。

　たとえ自宅であろうと、朝であろうと昼であろうと夜であろうと、一いち分ぶの隙すきもない──化け粧しようバッチリ、服ふく装そうもバッチリということだ──姉貴が、整った眉まゆをひそめた。

「──愚ぐ弟ていが、騎士、ですって？　あの冠かんむりを選ぶやつ？」

　疑われている。

「本当だぞ」

　目が泳いだが、俺は言い切った。

「見え透すいた噓うそを。あれ、全ぜん校こう生徒の投票じゃない」

　選ばれるわけないでしょ。と言っている。

　それはそうなんだよ。俺はため息をついた。

「理事長が言うには、特別枠わくだとよ」

「あのババア……」

　姉貴が物ぶつ騒そうなことを呟つぶやいた。

「断れ、愚ぐ弟てい」

「任にん命めいされたら拒きよ否ひ権けんはない」

「あのババア……校こう則そくを変えたのね……」

　ババア……理事長か？　元もと生徒会長だしな、理事長と知り合いでもおかくしない。この様よう子すだと、生徒会長時じ代だいに何かあったな。

「つーか、なんで断れ？」

「よく考えてみなさい、愚弟。純じゆん粋すいに、あんた自身が騎士ナイトに選ばれる要素なんてないでしょ？特別枠わくで一いつ般ぱん生徒が騎士だなんて……針のむしろじゃない、これはあのババアの私に対する仕返しよ」

「……仕返し？」

「生徒会長をやっていたとき、あのバ……理事長とかなりやり合ったのよ。それを根に持っているに違いないわ。あれは職しよつ権けん乱らん用ようの鬼おによ。愚弟にその矛ほこ先さきを向けるとはね……」

　納なつ得とくした。俺が理事長のねじ込みで騎士になったのは──。

「姉あね貴きのせいか……」

　武尊ほたか透とう子この弟よ！　ねじこみ騎士になったことで、学園中から非ひ難なんを浴びるがいいわ！　イケメンと比ひ較かくされて、ぼっち騎士気き分ぶんを味わいなさい！　という類たぐいの……。

　二度にわたる名みよう字じの言い間違いも、わざと？　あれもやっぱり嫌いやがらせか！

「違うわよ。大人おとなげない理事長のせいでしょ」

「上じよう品ひんな、優しそうなおばさまだったぞ」

「それが奴やつの手よ」

　姉貴が言い切った。

「……ちょっと待ってなさい」

　そう言って、俺おれの部屋をあとにする。姉貴はどこかに電話をかけているらしく、言い争っているような声が聞こえてきた。で、姉貴が戻ってきた。

「……理事長と話したわ。騎士の撤てつ回かいは無む理りだそうよ」

　不ふ機き嫌げんそうだ。リンリンさんを撫なでて心を落ち着かせている。しかし、俺は少しばかり感動していた。

「姉貴……俺のために……」

「この際よ。いい？　愚弟。いい男になって、理事長をぎゃふんと言わせてやりなさい」

「え」

　それは無む理り。

「まずは普ふ段だんの服ふく装そうからね……。あんた、明日あしたは暇ひまよね？」

　明日あしたはゴールデンウィーク一日目の祝日だ。

「忙しいです」

「買い物に付き合いなさい。荷物持もちよ。ついでにあんたの服も買って、コーディネートするわ」

　おい姉あね貴き。返答、聞いてる？

「コーディネートなんていらないし。荷物持ちなら彼かれ氏しに頼めよ。一昨日おととい、彼かれ氏しができたって言ってなかったっけか」

「……言ったわよ」

　あ、わかった。火に油を注そそいだようだ。俺おれ、地じ雷らいを踏んだ。

「また別れたわけだな」

「愚ぐ弟てい」

　重おも々おもしく姉貴が宣のたまわった。

「……ハイ」

「この話題を続けたい？」

「イエイエ」

「そうよ。別れたから荷物持ちがいないのよ。……文もん句くある？」

　俺はため息をついた。肩をすくめる。

「いーけどさー」

　姉貴は非常にもてる。事実だ。しかし、なぜか三日以上は続かない。男の俺から見ても、こいつは完かん璧ぺき超ちよう人じんだ！　という相手もいたのに、それでも最長三日で別れている。姉貴が振るのか振られるのかは、弟といえど突っ込むことはしないが、まあたぶん前者なんだろうな。本ほん人にんがこうなんだ。きっと理想がエベレストのように高いに違いない。

「姉弟でショッピングって、不ふ毛もうだよな……」

「大だい丈じよ夫うぶよ。あんたと私が姉弟だなんて誰だれも思わないわ。せいぜい美人とその下げ僕ぼくと思われるぐらいよ。安心なさい」

　自分で美人っていうか、姉あね貴きよ。そして姉貴の中での俺の立ち位置が判はん明めいした。くそ。俺もいつか、こんな自信溢あふれる台詞せりふを言ってみたい。

「わかった。買い物に付き合うかわり、リンリンさんをくれ。今日きようは一いつ緒しよに寝る」

　リンリンさんは、至し福ふくの表情で大人おとなしく姉貴の腕の中に収まっている。俺がぎゅうっと抱きしめたときは猫ねこパンチだったというのに！　差さ別べつだ……。俺はリンリンさんに触さわろうとしたが、ペシっと引っ搔かかれた。研とぎ澄すまされた猫特とく有ゆうの鋭い爪つめで。なんたる拒きよ絶ぜつ。

　ふ、と姉貴が馬鹿ばかにしたように笑う。

「振られたわね、愚弟」

　まあ、いつものことだけど、と付け足して、リンリンさんを抱え、姉貴が踵きびすを返した。俺の部屋から廊下に出た瞬しゆん間かんに、こっちからピシャンと襖ふすまを閉めてやる。帰れ帰れ。

　──と、情じよう報ほう端たん末まつのメール受信ランプが点てん灯とうしているのに俺は気づいた。

　端たん末まつは、メールアドレス、携けい帯たい番号ともに、各かく自じ二種類ずつ持てる。一個は連れん絡らく用ようで、そんなに親しくはない奴やつとか、用よう件けんのみとか、そんな用よう途とだ。もう一個はプライベート用。家族や友人、恋人用。

　俺おれは連絡用とプライベート用でランプの点てん灯とう色しよくを変えてある。いま点灯色は黄き色いろだ。黄色は連れん絡らく用。

　送信元もとは大だい翼よく学園だ。操そう作さしてメールを見てみる。

　内容は二つ。理事長室しつでもらった「幸運の冠かんむり選定期間について」と、冠候こう補ほ四人と騎士ナイト五人の顔かお写真、名前、学年、クラス、メールアドレス、携けい帯たい番号。後ろの二つは、どうせ連絡用だろうが。そもそも連絡用なら、結けつ構こう簡単に判はん明めいするのだが。

「個人情報保ほ護ご法ほうはどこへ行った……！」

　これで交流を深めろってことか、理事長。職しよつ権けん乱らん用ようか。この端末は優秀だから、未み登とう録ろく情報を感かん知ちすると、勝かつ手てにアドレス帳に追加するんだよな。

「はあ……」

　俺は疲れた。

　リンリンさんにもあえなく袖そでにされたし、もう、風ふ呂ろ入って寝る。

　頭を搔かき、端末をポーンと放り投げようと──したら、またメール受信を示す黄色ランプが点灯した。

「…………」

　俺は、硬こう直ちよくした。




　送そう信しん者しやは、『宮みや河がわ乙女おとめ』、だ。




『宮河です。あの、今日きようはありがとうございました。それだけです。突然すみません。おやすみなさい』




　最後に添えられた『おやすみなさい』が、俺的にポイント高い。

　──そういえば、こっちの世界は、顔文字も絵え文字も発達してないんだよな。かわりに文字色を変えるのが流りゆう行こうなんだよ、うん。

「じゃなくて、だ」

　……なんで俺にメールがくるんだ？

　──はっ！

　端末を持つ手が小こ刻きざみに震えた。

　まさか、俺って狙ねらわれて……。

　攻こう略りやく対たい象しようとしてターゲットロックオン？　嫌いやなほうの予測が当たっていたり？

「……死」

　心なしか、心しん臓ぞうの鼓こ動どうが速くなった。いや、いやいやいや。早まるな。きっとこれは他の騎士ナイトにも送っているんだよ。そう、社しや交こう辞じ令れいだ。

　…………。……ですよね？

　じゃないと、泣く。
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　家か電でん量りよう販はん店てんのトイレ個室にて、百円ショップで事じ前ぜんに購こう入にゆうしておいたサングラスを装そう着ちやく、次に『花か粉ふん九十九パーセントカット！』のパッケージを破り、マスクをつける。ゴミとなった包ほう装そう紙しをまとめ、個室から出る。備え付けのゴミ箱にそれらを捨てたら、鏡かがみで自分をチェック。不ふ審しん人物がそこにいた。警察官の前を通ったら、ちょっと君、と呼び止められそうではある。

　──だが、これでよし！

　俺おれは意気揚よう々ようと男子トイレから出た。エレベーター脇にある各かく階かい案内の表ひよう示じを確かく認にんし、真まっ直すぐに、とある売り場へ向かう。

　ゴールデンウィーク前ぜん半はん一日目。主に姉あね貴きの荷物持もちとして、俺は地じ元もとの駅ビルにやってきた。ここ五年ほどで開発の進んだ新たな人気スポットだ。電車、地下鉄、モノレールが通っており、便利だ。続々と大型店てん舗ぽも出店し、休日ともなると人ひと混ごみがものすごい。

　そしていま、俺は姉貴と別べつ行動をとっている。あっちは自分の買い物を終えて、優ゆう雅がに野や外がい喫きつ茶さ店てんで休憩中ちゆう。あとで合流予よ定ていだ。

　合流したら、俺をいい男にするための店みせ巡めぐりをするらしい。……逃げたい。

　ちなみに買い物中、姉貴は一切、一切！　自分では荷物を持たなかったことを付け加えておく。姉貴は絶対に生うまれてくる時代と場所を間違ってる。

　乗ったエレベーターのドアが開いた。家電量販店のＴＶゲームコーナー階に到着だ。

『前ぜん世せ？』とは名前の違う某ぼう大おお手てアニメショップと家電量販店。どちらにしようか迷ったが、アニメショップの店内を入り口から覗のぞき、検討した結果、家電量販店となった。

　だってアニメショップのほう、少女漫まん画がフェアとかで女の子だらけだったんだよ。

　無む理りだ……。俺には、あの中で堂どう々どうと振ふる舞まえる自信がない……。

　そう、俺はミッションを遂すい行こう中なのである。いい男になるのとは、まさに百八十度反はん対たいの。

　ミッション「乙女おとめゲーを買う」、を！

　昨日きのう、寝る前に俺は考えた。

　思い出した妹からの情報だけでは、絶対的にデータが足りない。だいたい、『前世？』で俺は乙女ゲーに詳しかったわけでもない。妹が言っていたはず……と思い出してはノートに書き込んでみたものの、意味不ふ明めいなままの単たん語ごも多いのだ。たとえば、逆ハー、金きん太た郎ろう飴あめシナリオ、とかだ。逆ハーなんて、「？」だし、金太郎飴は、たぶんそのまま飴ってわけでもないだろう。でもさ、金太郎飴って、あれしかないよな？　顔の飴。他にあるのか？　謎なぞだ。

　このへんを解かい消しようするため、乙女ゲー世界を知るため、ひとつ、実じつ際さいの乙女ゲーをやってみればいいんでは？　と結けつ論ろんを出した。俺おれの脳のうも活かつ性せい化されて、妹が話していたゲーム内容をより思い出せるかもしれない。

　そして、まずは『フォーチュン・クラウン』を探してみる。

　一応、ネット検けん索さくもしてみた。……そんなゲームはなかった。でも、ないと思うからないんだ！　あると思って探せばあるかもしれない！

　──とりあえず、『フォーチュン・クラウン』を求めて三さん千ぜん里り。ゲームソフト売り場をうろうろすることにした。

　このために、念ねんには念をいれて変へん装そうもした次し第だいだ。

　考えてもみろ。クラスメイトにでも会ったりしたら……！

　物もの事ごとは最さい悪あくの事じ態たいを想そう定ていして行動するべきだ。サングラスとマスクが俺おれをきっちりガードだ。しかし緊きん張ちようする。はじめてエロ本を買ったときより、俺は緊張している！

　ゲームソフトのタイトルを食い入るように見つめて売り場を一周。……なし。

　見落としがあるかもと二周目。……なし。

　三度目の正直、三周目！　…………なし。

「ない、か……」

　──まあ、こんなもんだよな。それでもがっかりだ。

　しかし、『フォーチュン・クラウン』探しは俺の至しじ上よう目もく標ひようとする。だいたい、俺がここにいること自じ体たい、不ふ可か思し議ぎ現げん象しようだ。ある日、棚の一いつ角かくにポッと『フォーチュン・クラウン』が現れないとも限らない。

「さて、じゃあ……」

　気を取り直して、普通の乙女おとめゲー購こう入にゆうだな。

『フォーチュン・クラウン』は携けい帯たいゲーム機用ソフトだったから、買うなら、それでいこう。まずはゲーム機本ほん体たい。こっちでいうＳＫＳだ。本体入いりの箱が積まれている一角から適当に一つ手に取る。そしてここからが本ほん題だいだ……！

　乙女ゲーの、ＳＫＳ用ゲームソフトって、どこ？

　ゲーム売り場コーナーにあるゲームソフトのタイトルをすべて確かく認にんしつつ三周、というのをこなしはしたものの、タイトルが『フォーチュン・クラウン』かどうかしか見てなかったからな……。

　案内表ひよう示じに従って、てくてく歩く。──あった。ＳＫＳ用ゲームソフト売り場を発はつ見けん！　するも、俺は途と方ほうに暮れた。棚にずらっとソフトが並んでいる。で、区分け──ＲＰＧ、アドベンチャー、シミュレーションと、これぐらいなら俺にもわかる──はされているが、乙女ゲーって区分けはない。

「乙女ゲー乙女ゲー乙女ゲー乙女ゲー乙女ゲー……」

　最終方法ほう「店員さんに聞く」は避けねばならない。主に俺の羞しゆう恥ち心しん的に。小こ声ごえでぶつぶつ呪じゆ文もんを繰り返し、血ち眼まなこになってソフトの並びを見る。乙女ゲー乙女ゲー乙女ゲー乙女ゲー。

「乙女ゲ」

「──乙女ゲー、お探しですか？」

　ボイスチェンジャーでも使っているような変な声がした右みぎ隣どなりを見て、俺はびびった。

　──上には上がいた。

　頭あたま一つ分は俺おれより背が低い、サングラス、マスク、帽ぼう子し、手て袋ぶくろ着用の客がいた。さらに、気温も高いのに、ロングジャケットで完全防ぼう備びだ。見た目だけなら俺よりも超ちよう不ふ審しん人物……！

「乙女おとめゲー、お探しですか？」

　しかしよく見れば、その客は二次元のイケメンが勢せい揃ぞろいなパッケージのＳＫＳ用ゲームソフトを小こ脇わきに抱えている。もしや、乙女ゲーの玄人くろうと？　俺より玄人なのは間違いない。

　ぶんぶんと俺は頷うなずいた。

　玄人客きやくは、手袋越ごしに顎あごに手をあて、新作の表ひよう示じがある一番上の棚から、パッケージが白しろ背景にタイトルロゴのみのゲームソフトを取った。俺に差し出してくる。

「これは発はつ売ばい一週間で某ぼうナイルでも平へい均きん４以上の評ひよう価かレビューを獲かく得とく、かつ総そうレビュー数も既すでに百五十を突とつ破ぱしている乙女ゲーです。間ま口ぐちも広く、初しよ心しん者しやにもおススメです」

　わかった！　これにしよう！　タイトルは『サイコロ×３』とかで意味わかんないけど、なんと言ってもパッケージが良い。野や郎ろうども満まん載さいとかじゃなくて、タイトルロゴ強きよう調ちようタイプ！　買いやすい！　素晴らしい！

　俺は感謝の意を込め、ソフトを受け取り、相手の手を握ってぶんぶん振った。

「えっ？　きゃっ……」

　ありがとう、ありがとう！　恩おん人じんよ！

「助かった！　買ってくる！」

　レジへ走る。空あいているのは若いお姉ねえさんのいるカウンターのみだったが、俺は自分で買うんじゃありませんよ、妹に頼まれて乙女ゲーを買うんですシミュレーションを脳のう内ないでリピートし、乗り切った。というかパッケージのおかげか、店員さんには何の反応もされなかった。

　むしろ辛かったつらのは、ゲーム機本ほん体たいと本体保ほ証しようとソフトを足した合計金きん額がく。お会計だ。バイト……始めないとな……。銀行で諭ゆ吉きちさんを下ろしてきたばっかりなのに、すっかり軽くなった財さい布ふをしまう。

　あとは姉あね貴きと合流するだけだったが、玄人客には一言挨あい拶さつしていこう。ＳＫＳ用ゲームソフト売り場へ戻ろうと歩き出し──。

「！」

　俺はさっと、ちょうど近くにあったおもちゃ売り場に飛び込み、商品らしい巨きよ大だいなクマのぬいぐるみの背後に隠かくれた。──なぜ隠れるのか？　それは、顔かお見み知しりにばったり会あうのは気まずいからだ！

　世の中は狭い。間違いない。あれは──桜さくら家け兄妹！　桜啓けい輔すけと、桜実み琴ことならぬハムちゃんが連れ立って歩いている。休日に一いつ緒しよにお出かけお買い物か。買い物は買い物でも、美人とその下げ僕ぼくという関係性の俺と姉貴とは違うようだ。

　やはり初期異い性せい設定の、くっつきやすいアレか……？

　桜兄妹がエスカレーターに消えるのを見送ってから、ぬいぐるみの後ろから通路に出る。

「くまさん……」

「うひょ！」

　──と、思わず形容しがたい悲鳴が俺おれの口から出た。ついでに飛び退のいた。いや、誰だれもいなかったはずなのに、突然声こえがしたら人は驚くものだ。ましてや俺は隠おん密みつ行動中ちゆうだ。

「うひょ？」

　小さいから俺も気づかなかったんだな。くまを見つめていた見知らぬ西せい洋よう人形みたいな幼よう女じよが、俺に向かって呟つぶやいた。日に本ほん人的顔かお立だちでありながら、金きん髪ぱつに青と緑の瞳ひとみという、乙女おとめゲー世界の神しん秘ぴを凝ぎよう縮しゆくした容よう貌ぼうだ。将来の美人枠わくだ。

　巨きよ大だいぬいぐるみはちょっと高めの台に載のっている。うひょ、を忘れてもらうため、幼女が見つめていたぬいぐるみを取り、渡してみることにする。

　しかし、幼女は受け取らない。今度は俺の手を見ている。

「くまさんばんそうこう……」

　手じゃなくて、左手人ひと差さし指ゆびの絆ばん創そう膏こうか。三日前、袋ふくろラーメン用のネギを切ってて間違って怪け我がしたんだよなー。消しよう毒どくし、絆創膏を巻こうと救きゆう急きゆう箱を開けると……普通のがなくて、ファンシーなクマさん柄がらしかなかったという戦せん慄りつ。母に抗こう議ぎしたら、「あら、きっと透とう子こちゃんの仕し業わざね。いいじゃない可愛かわいくて」というあまりにあまりな返答。

　そして、使ってみたらみたで、いまのいままで誰にも突っ込まれなかったという現実。

「くまさんばんそうこう……」

　ズボンのポケットを俺は探った。取り替え用に入れっぱなしにしてたのが確か……。

「これを君にあげよう。そして、うひょは忘れてほしい」

　新しん品ぴんクマさん柄絆創膏を進しん呈ていだ。

「ありがとー！　さんぐらすとますくのひと！　うひょ！」

　ぬいぐるみも無ぶ事じ、手渡し完了。

　渡しておいてなんだが、そのまま持っていったら万まん引びきなんで、幼女よ、俺は君が親おや御ごさんにぬいぐるみを買ってもらえることを祈っているぞ。

　ハートフルな触れ合いが、不ふ審しん者しやによる幼女懐かい柔じゆうおよび誘ゆう拐かい寸すん前ぜんと勘かん違ちがいされる前に、いいんだよ、と手を振り、俺は円満に幼女と別れた。ＳＫＳ用ゲームソフト売り場へ戻る。

　玄人くろうと客きやくの人は……いないな。改めてお礼を言いたかったんだが……残念だ。

「ん？」

　棚を見ていて気づいた。玄人客が抱えていたソフトが、新作棚に戻されている。パッケージに見み覚おぼえがあるし、さっきはちょうどソフト一本分の空間が空あいていた場所に乙女ゲーソフトが埋まっているんだから間違いない。

　タイトルは『ラブ★ブラック・エボリューション』、か……。

「う……！」

　二次元の制服着ちやく用ようイケメンどもが五人、キラキラしく表おもて面でキメている。いや、これぐらいで怯ひるんでどうする！　決意し、ソフトを手に取ってみた。裏うら面めんは、イベントシーンを描いたらしき一枚絵えや通常のゲーム画面、そしてあらすじ。その一枚絵はイケメンの水着姿すがた……。

　俺おれは思った。物もの事ごとには限度というものがある。

　……俺には無む理りです。

　しかし、棚に戻そうとしたところで、裏面に印いん刷さつされたゲーム画面、その中の豆まめ粒つぶほどのイケメンの台詞せりふに『フォーチュン・クラウン』の文字列れつが含まれているのに俺は気づいた。

　間ま近ぢかに持ってきて確かく認にん。

「フォ、フォーチュン・クラウン……！」

　書いてある！　確かにそう書いてある！

　これは何をおいても買うしかない！

　俺はレジへ走った。

　──二度目のレジでは、店員さんにガン見された。







「君、いま暇ひまなの？　良かったらさ、一いつ緒しよに遊ばない？」

「そうそ！　オレら約束キャンセルされちゃってさ。どう？」

　無ぶ事じに乙女おとめゲーを入にゆう手しゆし、合ごう流りゆう場所の野や外がい喫きつ茶さ店てんに戻ってみたら、恐ろしい光こう景けいが俺を待ち受けていた。足を組み、コーヒーカップを口に運んでいる姉あね貴き。空あいた席に腰こし掛かけ、姉貴に話しかける雰ふん囲い気きイケメン二人組。年ねん齢れいは二十歳はたちぐらい。古こ典てん的とも言える、ナンパ風景だ。

「結けつ構こうよ」

「結構？　日に本ほん語ってさ、結構っていうと、オーケーって意味にもなるよね？」

　何たるポジティブ思し考こう。

「これ荷物？　オレらが持つし」

　俺が荷物持もちとして運び、姉貴の座るテーブル席横よこに置かれたブランド店のロゴ入り紙かみ袋ぶくろや箱などを指ゆび差さし、一人が友ゆう好こう的に申し出る。

　口くち元もとに微笑をたたえ、姉貴がカップをソーサーに戻した。すっと立ち上がる。

　あの様よう子すは……！

　ウザイ。口で言ってもわからないなら身体からだでわからせてやる、への動き……！

　危険だ。姉貴に絡んでる野や郎ろう共どもが！

　ストーカー男を、姉貴が玄げん関かん前まえの門にて一いち撃げきで沈めているのを学校帰りに俺は目もく撃げきしたことがある。容よう赦しやなかった。さらに倒れ伏した男を抉えぐるようにピンヒールで踏み付けるという所しよ業ぎようをかましていた。しかし、恍こう惚こつと「と、透とう子こ様……！」とうち震えている男を見て、こいつ、何かに目覚めやがった……救いようねえ！　と俺も恐きよ怖うふに震えた。

　犠ぎ牲せい者を増やしてはならない！

「──透とう子こ！」

「つっ？」

　姉あね貴きの一いち撃げき必ひつ殺さつへの動きが止まる。すかさず俺おれは駆かけ寄った。浮かべるのは渾こん身しんのスマイルだ。

「ごめん。待った？」

「君……。なに？」

　弟です。

「彼かれ氏しです」

　こう答える。いままでのパターンでいくと、正直に答えると百パーセント、信じてもらえないんだ、姉弟だとは。まったく似てないからな。まだこっちのほうが信しん憑ぴよう性せいありととらえられる。

　俺の発言を受けて、おい、どうするよ？　と二人組がアイコンタクトを取る。結けつ論ろんは、別のターゲットを見つける、で一致したようだ。なんでてめえみたいのが？　という視線を俺に投げつつも去っていった。うん、本当は姉弟なんだ。

　俺は今日きよう、地に沈められるはずだった二人の男を救った。

「彼氏……？」

　呟つぶやいたのは姉貴だ。そういえばフリーズしてたな。適当に話を合わせるぐらいのことは普ふ段だんの姉貴ならしてくれそうなもん……。いや待て、逆げき鱗りんに触れたか？

　あんたが私の彼氏？　フリだとしても一いち億おく光こう年ねんはやいわ！　ていう込み上げる怒り？　名前の呼び捨てもまずかったか。

「──待て。理由はある。姉弟だって言っても信じてもらえねえだろ。この場合は噓うそも方ほう便べんだ。情じよう状じよう酌しやく量りようの余よ地ちはある！　名前呼よびも演出だ。文もん句くはあるだろうが、抑えろ！」

「……文句は、ないわよ」

「へ？」

「だから、文句は別に、ない。方便でしょ」

「あ、そう」

「あんたが透子って呼ぶの、久しぶりに聞いた」

「ああ……」

　いっつも、俺は「姉貴」ですませてるし、姉貴は姉貴で「愚ぐ弟てい」「あんた」とかだしな。いまでこそこうだが、姉貴は子こ供ども時代、か弱い天てん使しだったし、俺は変わらず普通のお子さんだったが……まあ、些さ細さいな違い和わ感ってやつのせいで、家族にも人ひと見み知しりする面があった。なぜか「お姉ねえちゃん」とか呼びたくなかったんだよな。当時は「透子」呼びで、姉貴もそれに合わせたのか、「湊みなと」呼びだった。懐なつかしき思い出の一ページだ。

「──愚ぐ弟てい。撤てつ回かいよ」

　実は立ち位置的にいまのいままで俺おれの姿すがたを視し界かいに入れていなかった姉あね貴きが、俺のほうに上半身を捻ひねり、腰に手を当てた。撤回って、文もん句くはないんだろ？

「その格かつ好こうは何？　説明なさい」

「……さんぐらすとますくのひと」

　いま気づいた。姉貴の中では愚弟改かい造ぞう計けい画かく進行中だったな、そういえば。変へん装そう、解くのを忘れてたわ。この格好じゃあ、姉弟で似てる似てないとか、彼かれ氏しにしては云うん々ぬん以前の問題だった。さっきの二人組、変なのが来たから退たい散さんしたんだな。確信した。

　姉貴が胡乱うろんな目付きになる。あんた、そういえばどこへ何しに行ってたわけ？　などと問われそうな予よ感かんがする。

　しかし再び口を開く前に、姉貴の視線の矛ほこ先さきが俺からずれた。俺の背後へと向けられている。

「あいつら、こりないみたいね……」

　姉貴がコキッと握った拳こぶしの関かん節せつを鳴らした。俺が防いだはずの、口で言ってもわからないなら身体からだでわからせてやる、への動きが再発している。

　俺も背後を振り返ってみる。先ほどの二人組が新たなターゲットを発見、言い寄っていた。

　ターゲットとなっているのは、素そ朴ぼくな感じがして可愛かわいらしい女の子だ──って。

　俺の見み間ま違ちがいじゃなければ、あれは『宮みや河がわ乙女おとめ』じゃないですか？　昨夜のメールで「俺、ターゲットロックオン、された、のか……？」と死の恐きよ怖うふに怯おびえ、返信するかどうかさんざん悩んだ挙あげ句く、「こちらこそ」って一ひと言こと返信しておいた宮河だ。

　死の恐きよ怖うふ、再び。もしやこれは、乙女ゲー世界の尺しやく度どから考えれば、遭そう遇ぐうイベントってやつなのか？

　……いや、俺は変へん装そう中ちゆうだし、これは本当に偶ぐう然ぜんかな。

　宮河が野や郎ろう二人組に首を振った。しかし奴やつらはポジティブ思し考こうだ。ついに腕を取られ、嫌いやがっているのが一いち目もく瞭りよう然ぜんな状態に。

「行くわよ、愚弟」

　イエス、マイシスター。







　姉貴がヒーローポジションで悪あつ漢かんと戦っている。さんぐらすとますくのひとである俺はというと、やや離れた場所から宮河に手て招まねきして安全地ち帯たいへ誘ゆう導どうしようとしている。

「…………」

「…………」

　姉貴は戦っているが、俺と宮河はなぜか見つめ合っている。

　宮河さーん？　どうしたんですかー？　といっそ問いかけたいほどだ。この子、宮河だよな？　なんか不安になってきた。二人組に絡まれていた心こころ細ぼそそうな女の子、というのが宮みや河がわのついさっきまでのポジションだったが。俺おれを見た瞬しゆん間かん、目を見開いて、凝ぎよう視し。

　いつぞや、顔合わせをしたときの再現だ。

　……俺だと気づいてる、とか？　いやいや、でも俺一ひと言ことも喋しやべってないし、そもそも顔も隠かくれてるから。赤の他人。そのへんの通行人にんＡ。

　ていうか、このままだと宮河も巻き込まれるな。手て招まねきを激しくしてみた。

　宮河はちょっと眉まゆをひそめて、難しい顔をしていたが、こっちに来た。ほ。良かった。一安心だ。あとは姉あね貴きの勇ゆう姿しを観かん戦せんするのみ。野や次じ馬うまも集まってきている。

　でも、視線を感じる。

　宮河は傍かたわらで俺を見上げていた。俺は特に身長がずば抜けて高いというわけでもないが、やや小こ柄がらな宮河とは身長差さができる。

　えー。なんでそんなに俺を見てるんでしょうか、宮河さん。

　さんぐらすとますくの不ふ審しん人物だからか？　そうなのか？




「あなたは──誰だれ、ですか」




　硬こう質しつな声だった。視線に気づかないフリをしていた俺は、思わず、宮河を見た。硬質な声とは裏うら腹はらに、どこか幼く感じられる、困こん惑わくしているような顔の宮河がいた。俺が──誰？

　そのとき、野次馬から歓声が沸き上がった。

　姉貴が悪あつ漢かんを倒し、完全勝利したようだった。

　俺と宮河にまっすぐ歩いてきたヒーローの姉貴は、

「気をつけるのよ？」

　と宮河に声をかけ、俺の首くび根ねっこを摑つかんだ。宮河はというと、さっきまでの様よう子すも、問いかけも、幻まぼろしだったかのように、『助けられた女の子』に戻っていた。

「あの、ありがとうございました！」

　姉貴に頭を下げ、恐きよう縮しゆくしている。今度は俺が宮河を凝視する番だった。短い時間で宮河に覚えた違い和わ感。それが引っ掛かったが、言葉にはしなかった。

「お礼はいらないわ。当然のことをしたまでよ」

　極ごく上じようの笑えみで宮河に俠きよう気き満ち溢あふれる答えを返した姉貴は、俺を引きずるようにして、その場を去った。あとは予定通りの俺改かい造ぞうコースと相あい成なった。

　やはり、宮河と攻こう略りやく対たい象しようとの遭そう遇ぐうイベントの一種だったのかもしれないが、そもそも俺だとは宮河も気づいていないだろうから、まあ良し。

　そう結論づけることにした。







　ゴールデンウィーク前ぜん半はん戦明けの登校日。

　欠伸あくびをかみ殺し、出しゆつ席せき番号の書かれた自分の下げ駄た箱ばこの取っ手に手をかける。

　──寝不足である。

　連休中ちゆう、俺おれはリンリンさんを部屋に拉ら致ちして、乙女おとめゲーに時間を費やすというひきこもり生活を送った。抱きしめるのはもちろん、抱きあげるのも不ふ許きよ可か（俺限定）になってしまったリンリンさんだが、体温が恋しくなって自分からくっついてくるのはアリな猫ねこさんである。

　そんなリンリンさんをお供に、まず帰き宅たく直後と一日目は、『ラブ★ブラック・エボリューション』の攻こう略りやくに費やした。

　すべては、パッケージ裏うら面めんに載のっていた『フォーチュン・クラウン』のため……！

　で、リンリンさんにたまに癒いやしてもらったりしながら、苦く節せつ十時間。

　結局『フォーチュン・クラウン』は、店の名前だったと判はん明めいした。時間泥どろ棒ぼうって、ああいうのを言うんだな。

　ゲームの中で、主人公こうがバイト先に選べる、洒落しやれたアイス専門店の名前なんだってさ……。

　それだけ。

　燃え尽きたぜ、真まっ白しろにな……。灰はいにならなかったのが不ふ思し議ぎだ。その日はふて寝した。

　翌よく日じつになって、乙女ゲーで学習しようという気持ちが何とか戻ってきた。でも『ラブ★ブラック・エボリューション』はやめて、『サイコロ×３』にした。

　おかげで乙女ゲーにちょっと詳しい男だん子し高校生になったといえよう。……嬉うれしくない。

　嗚呼ああしかし、侮あなどるなかれ乙女ゲー。

　乙女ゲーなんざ簡単よ、とどうやら俺は高たかを括くくっていたようだ。

　ムズイ。心の赴おもむくままに選択肢しを選んでいったら、ことごとく独ひとり身を貫くことになってしまった。『ラブ★ブラック・エボリューション』で時間がかかったのもそのせいだ。

　正せい解かい選択肢がおかしいんだよ。男として嬉うれしいと思う反応を選んでいるのに、なぜだ？　現代文の読どつ解かいテストにたまにある理り不ふ尽じん問題に共通するものを感じる。

　あんな生ぬるい選択肢が正解なのか……？　なぜ露ろ骨こつな好こう意いを示すと野や郎ろうの好こう感かん度どが下がるのか……！　噓うそをつくな二次元。あからさまな好意に、こっちも意識しはじめるんじゃないか。好意には好意だろう。敵てき意いには敵意だ。俺はそうだ。

　あと『ラブ★ブラック・エボリューション』では「フォーチュン・クラウン……」の一いち念ねんで頑がん張ばり続けたが、ゲーム開始二分ほどで苦く行ぎようになってしまった。俺に乙女ゲー適てき性せいはないと思い知らされた……。

　しかし苦行の末に乙女ゲーの楽しみ方を会え得とくした。そうだ！　主人公を愛めでていると思えばいいんだ！　と。だから野郎に振られると「なんだと？　俺の主人公（可愛かわいい女の子）を貴き様さまは振るというのか？」となるし、仮にくっついてもたぶん「俺の主人公は貴様ごときにはやらん！」という気分になる。

「それにしても眠い」

　靴くつを履はき替えるため、下げ駄た箱ばこを開けた。

「…………」

　一回閉とじて、出席番ばん号ごうを確かく認にん。三十一番だ。俺おれのだな。また開けてみる。

「現実だ」

　騎士ナイト効果到とう来らい？　手紙が入っていた。しかも数すう通つう、俺の下駄箱に鎮ちん座ざしている。数えてみたら九通もあった。ラブレターか。いそいそと九通の中の一通、花はな柄がら封ふう筒とうのやつを開けてみる。

　──ぬか喜びだった。

　何、この抗こう議ぎ文。

「あなたが騎士に任にん命めいされたと聞き及びました。なぜですか？」って。

　女だか男だかわからない、匿とく名めいの君に答えよう。

　権けん力りよくによる、ねじ込みです。

　その開けた一通を含め、全ての手紙を鞄かばんに突つっ込こみ、靴を履き替えた。朝から心を折られた。

　幸運はそう簡単には舞い込まないということか……。

　クラスがある二階に向かう途と中ちゆう、校舎側がわ下駄箱正しよう面めん一階に飾られてある巨きよ大だい複ふく製せい画がの前で立ち止まる。ラファエロ作、『アテネの学がく堂どう』と額がく下したのプレートには書いてある。

　人がぞろぞろ描かれている。その中央には二人の人物がいて、一人は人ひと差さし指ゆびで天を、一人は掌てのひらで地を示している。そんな西せい洋よう絵画だ。

　二人はそれぞれプラトンとアリストテレスという名の大おお昔むかしの外国人じんのおっさんだ。プラトンのおっさんは、理想って素晴らしい！　嗚呼ああイデーア！　嗚呼天てんにおわすソクラテス師し匠しよう！　見ててくれますかー！　って天を指差し、アリストテレスのおっさんは、馬鹿ばかジャネーノ？　理想なんざ飯めしの種たねにもなんねえ。ぺっぺっ！　現実を見ろ！　あと師匠は墓はかの下だ下！　って地を示しているっていう……。このあと意見の相そう違いで、きっとおっさん二人は壮そう絶ぜつな取っ組み合いの喧けん嘩かをしたであろう。

　ちなみに絵についての解説は、昨日きのう、携けい帯たいゲーム機の充電中ちゆう、居い間までヨーグルトを食いながら観みた犯はん罪ざい心理物もの海かい外がいドラマで犯人が垂れた蘊うん蓄ちくの受け売りだ。俺はこうして一つ賢かしこくなった。

　今日きようまでずっとスルーし続けてきたが、絵の意味がわかってみれば、このおっさんたちの意見の相違に相あい感かんじるものがある。そう。

「理想と現実か……」

　これをどう摺すり合わせていくかだな。

「おはようございます、武尊ほたか湊みなとさん」

「おはようございます」

　誰だれかに朝の挨あい拶さつをされたので、顎あごに手をやり、絵を見つめながら条じよう件けん反射的に返す。

「意い外がいですね。芸術に造ぞう詣けいがおあり？」

　いえ全然。なお「意外ですね」にそこはかとない棘とげを感じますね。ていうか俺おれは誰だれと話しているのだろう。

　横を向いて、ちょっと驚いた。

「……高たか埜の倉くら、さん？」
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　冠かんむり候こう補ほの一人、高埜倉レイアが微笑ほほえんでいた。一代で大だい会社を築いた高埜倉家けの一人娘むすめで、家は大だい邸てい宅たく、登校は専用車で執しつ事じ同どう伴はんとの噂うわさもある生徒会副ふく会長だ。執事同伴以い外がいは事実だ。しかし、先日の顔合わせでは真まっ先さきに退たい出しゆつした高埜倉が、俺の名前を知っているとは……いや、あの理事長による個人情報保ほ護ご法ほう破りのメールのせいか。

「ええ。武尊ほたかさん」

　頷うなずいた高埜倉は、俺の名みよう字じを口にし、ふと何かを思い出したようだ。

「そういえば、武尊って……」

　高埜倉は、初しよ対たい面めんのときのように、俺を上から下まで眺ながめ、

「ありえないわね」

　何やら、独ひとりごちてから、口火を切った。一いつ瞬しゆん口くち調ようが変わった気もするが、気にしない方向でいこう。

「武尊さんに伝えておきたいことが……。いいかしら？」

「はあ、どうぞ」

「──わたし、あなたに興きよう味みがありませんし、投票で選ばれたのでもないあなたを騎士ナイトとしても認めていませんから、かかわって来ないでくださいね」

　確か理事長が、騎士も冠かんむり候こう補ほとちゃんと交流するように、みたいなことを言っていた。だからこそ、騎士は騎士でもおまえは例外、という冠候補としての言葉なんだろうが。

「…………」

　俺おれの顔が引き攣つった。おい、金きん髪ぱつ。事実であっても、言わないでおくのが人付き合いってこともあるんだぞ。

「まあ不ぶ細さい工く」

　高たか埜の倉くら……、おまえのことはもう「金髪」呼びで固定してやる。だいたい美び少女だからって、自じ意識過か剰じようだ。男が全員、おまえによろめくとでも思っているのか？

　はっきり言おう。おまえはレベル三だ。俺の基準では普通だ。至し高こうがレベル五だ。だから話しかけられても、すぐに誰だれかわからなかったんだ。レベル五なら一いち音おんでわかる。

　いいか、金髪！

　俺の異い性せいにおける好みの絶ぜつ対たい条件。それは──声だ！

　声が何よりも何よりも重要だ。見た目とか、巨きよ乳にゆうとか、スラリとして長い脚きやく線せん美びとかも確かに注目要よう素その一つだ。これらの良さを俺も否定はしない。だが越えられない壁がある。

　何を措おいても声！　すべてを凌りよう駕がするのが声！

　俺は声と結婚できる。どストライクの声で「好きです」とか言われたら、鼻はな血ぢを出す自信がある。……自信じゃないな。現に出した。

　俺は声の好みにはうるさいぞ。妥だ協きようもしないと誓ちかっている！

『前ぜん世せ？』からの共通項こうだ。『前世？』では、これを妹に熱く激しく語ったとき、「お兄にいちゃんって──ちょっと」と呟つぶやかれた記き憶おくもある。もちろんそれを覚えていたわけではないが、『武尊湊みなと』としては隠す方向で暮らしていたのに、俺の声フェチは、高こう等とう部ぶ一年のはじめ頃に起こったとある事件により、あのときのクラスの奴やつら含め、結けつ構こう大おお勢ぜいにバレている。

「高埜倉さん。大だい丈じよ夫うぶ。心配いらないから」

「どういうことかしら？」

「俺の好みって、冠かんむり候こう補ほの法ほう条じよう紗さ綾やさんだから」

　法条の声は至高だよ至高。声こえ至し上じよう主義としては、あのレベル五の声を耳にしてしまったら、とても平へい静せいではいられない。だから、耐えろ俺！と、まず最初に構えていることが肝かん要ようだ。じゃないと鼻血が出る。

　脳のう内ないであの美び声せいを思い起こし、ああホント最高だよなー、と意識を飛ばしていた俺は、金きん髪ぱつが「紗、綾、……？」と不ふ穏おんな呟つぶやきを漏もらしたのを聞いちゃいなかった。

「そういうわけだから、安心してほしい」

　雰ふん囲い気きイケメンを目指し、爽さわやかに言い切る。

　ちょうどその瞬しゆん間かん、予よ鈴れいが鳴った。金きん髪ぱつを置きざりに、自分のクラスへ向かう。

　このとき、俺おれは知らなかった。金髪と法ほう条じようの仲が最悪だということを。

　──故ゆえに、金髪の地じ雷らいをピンポイントで踏んでしまったということを。







「告こく知ちがあったから、知っているな！　今年は『幸運の冠かんむり』の年だ。通つう例れい行事に加えて、夏休み前に大だい舞ぶ踏とう会かいが行われるから、全員いまから準備しておけよー」

　朝のショートホームルームで、さっそく『幸運の冠』についての話題が出た。

　幸運の冠を誰だれが獲得するのかは、騎士ナイト四人の──もとい、五人の支持票ひようで決まる。騎士は全ぜん校こう生徒の投票で選ばれる。つまり、騎士は一いつ般ぱん生徒からの信しん任にんを受けて、冠選出のための票を託されているのだ。

　だからというわけではないが……いや、だからだな、騎士は乙女おとめゲー的見けん地ちからイケメン。攻こう略りやく対たい象しようとしてのイケメンだ。俺？　俺はそれこそ、ゲーム設せつ定てい的てきな色イロ物モノ枠わくだろうな……。

　大だい翼よく学園はもともと女じよ学校だった。その頃は旧きゆう制せい高校から男だん子し生徒を招き、交流会のようなものを開いていたらしい。で、合がつ併ぺいによる共きよう学がく校こうへ、と相あい成なる。それでも女子の比率が多い。

　なお、大翼学園はエスカレーター校だ。幼、小、中ちゆう等とう部ぶは別べつ住所の広大な敷しき地ちに集まり、高こう等とう部ぶは独立してまた違う場所にある。それと高等部からは、外がい部ぶ入学が可能になる。入学金きんや授業料がごく平均的なため、倍ばい率りつは高めだ。ついでに偏へん差さ値ちも高めだ。

　俺の場合、家から近いという理由だけで、中学三年時じの担たん任にんからの「誰だれしも受けるのは自由だ……」との応援を背に記き念ねん受験的なノリで願がん書しよを提出、ギリギリで試験に合格したクチだ。いまとなっては、運が悪かったとしか思えない。

　というわけで、高等部は、エスカレーター枠わくでの持ち上がりとなる──だいたい金持ち、大だい企業、中小企業の子し女じよ、子し息そくが多い──内ない部ぶ生せいと、普通に試験を受けて入ってくる外がい部ぶ生せい、に分かれる。ゆえに軋あつ轢れきが生じることもある。

　幸運の冠は、この内部生と外部生の仲を取り持つイベントも兼かねている──らしい。だからこそ冠候こう補ほは、無む作さく為いは無作為でも、必ず一人は外部生の中から選ばれる。

　しかし……この冠候補の選ばれ方。よくよく考えてみれば、出来すぎている。

　外部生から乙女おとめちゃんが選ばれるのは主人公こうだからだが、乙女ちゃんのライバル。法ほう条じよう、桜さくら妹、金きん髪ぱつの三人。

　無作為なはずなのに、見た目だけとっても、三人が三人とも美び少女。手て強ごわいライバルばかりがなぜか偶ぐう然ぜん選ばれました──なわけがない。

　ありえないわけではないが、無む作さく為いと言い切るには厳きびしいものがある！

　やはり、これも乙女おとめゲー的設定というやつだな。それが反映されている、と。いくら顔面偏へん差さ値ちが高い学園とはいえ、主人公こうのライバルが全員普ふ通つうの子では盛り上がりに欠ける。設定という名の仕込み。

　──設定といえば、理事長がはじめに冠かんむり候こう補ほも騎士ナイトもちゃんと互いに交流しろ、と言っていたあれ。

　あれは、理事長にはそんな意識はないんだろうが、乙女おとめゲー的視し点てんで裏うら解かい釈しやくすると、「冠候補はしっかり騎士を落とせ！　騎士は落とされろ！」てことだよな。

　もっとも俺おれが、乙女ちゃんに落とされる俺おれルートに万まんが一いち進もうものなら、それは死への行進だが……！

『サイコロ×３』をやっていて、思い出した、六。

　幸運の冠選せん出しゆつの締しめ、生徒全員ドレスアップして参加する大だい舞ぶ踏とう会かいのあとは、内ない部ぶ生せい、外部生の垣かき根ねなくカップルが続ぞく々ぞく誕生する──のがお約束な光こう景けい。

　そして俺は、ピンと来た。これは乙女ゲー的イベントに違いない、と。

　妹曰いわく「舞踏会で踊ったら、その人とのルートが確定なの！」だ。

　攻こう略りやく対たい象しようの好感度が高かったり、フラグが立っていると、乙女ちゃん……宮みや河がわと踊ることになる。つまり、俺が舞踏会で宮河と踊ることになったりしたら、デッドフラグ満まん載さいの俺ルート確定。──絶対に宮河と踊ってはならない！

　ゴールデンウィーク前半、俺は乙女ゲーをしながら、傾向と対策を立てた。

　いたってシンプルといえよう。

　一、湊みなと先せん輩ぱいルートには入らない。いちばんの理由、高こう確かく率りつで俺が死ぬから。死因もルートの内容もわからないなら、ルートに入らなければいいじゃない！　的考えだ。

　一、とにかく俺ルート以外で到達するエンディングを推すい奨しよう。

　一、そのための行動をとる。たとえ乙女ちゃんからデートの誘いが来ても、硬こう派はに断ろうじゃないか。デートなんてしたら、互いの好こう感かん度どがあがるに決まっている。

　しかし、一時間目が始まる前の僅わずかな空あき時間、下げ駄た箱ばこに入っていた手紙を八通目まで開けたいま、乙女ちゃんからのターゲットロックオン？疑ぎ惑わくは、やはり俺の杞き憂ゆうな気がしてきた。

　俺は攻こう略りやく対たい象しようとしていらない子だ路線、が正解なような……。

「そしてだ、もう一つお知らせがある！　みんなももう知っているかもしれないが、──武尊ほたか！」

　俺は、妹だって攻略するのを最後に回していた湊先輩だぞ。顔に手抜き臭しゆう。ゲーム内初しよ期き設定の相そう関かん関係からは完全にハブ。好感度高たかめの相手がそもそもいない。ねじ込み騎士。……そんな湊先輩だ！

「おーい、武尊？」

　つまり、やっぱり乙女ちゃんが俺を狙ねらって迫ってくるとは思えない！

　はい、結けつ論ろん出た。下げ駄た箱ばこに入っていた手紙が、その自信を深めてくれる。

『武尊ほたかくんの存在を、今年初めて知りました。でもワタシ、きっと武尊ほたかくんには秘ひめられた何かがあるのだと信じています！　二年Ａ組　Ｓ』

　ないです。

『フツメンの希望の星！　イケメンどもを倒してくれ！　呪のろい・霧きり島しま笠かさ城ぎさ桜くら』

　無む理り。

『バスケ部の清し水みず先せん輩ぱいのほうが絶対格好かつこういいです！　清水先輩に騎士をゆずってください！』

　譲ゆずりたいができない。

『騎士ナイトプ』

　…………。

　とりあえずプ、は握りつぶしておいた。八通の手紙はどれもこんな感じだった。

「武尊ー？」

「先生、あいつ自分の世界に入ってるから。ブソンって呼べば反応しますよ、きっと」

「そうなのか？　……やってみるか。あー、ブソン？」

　……ブソン？　はっと俺は思し考こうの海から脱だつ出しゆつした。

「何ですか、先生」

「……あー、うん。ほら、武尊が騎士に選ばれたからな。クラスから騎士が出たって発表して、先生、励まそうと……」

　何か気を取り直そうとするかのように、担たん任にんが咳せき払ばらいをした。

「えー、いいかみんな、みんなももう知っているかもしれないが、我がクラスから騎士が選ばれた。武尊だ。武尊は理事長の推すい薦せんで騎士に選ばれてな、いろいろ大変だろうから、ここは一つ、温かい目で応援をだな……」

　担任が良いことを言ってくれているが、ざわざわしているクラスメイトたちは聞いてない。

「あれ、ミスじゃなくて本当だったんだ……」

「武尊が騎士ってやつ？」

「でも投票じゃないって、どういう……？」

「理事長推薦ってさあ……」

　一部の女子の視線が厳きびしい。何か空気が不ふ穏おんな方向へ行きかけている……？

「冠かんむり候こう補ほの女の子ってさ、みんな可愛かわいいよな……」

「だよな……。高たか嶺ねの花だよな……」

「騎士ってことは、武尊は高嶺の花と簡単にお近づきかあ……」

　一部の男子の視線も硬こう化かした。

「津つ久く見みきゅん……！」

　変なのが混じった！　いまの誰だれ？

　しかし、ここで救きゆう世せい主しゆが現れた。声レベル三・二のクラス委員長、斎さい藤とうさんだ。バンッと机を叩たたき、席を立った。

「馬鹿ばかね、みんな！　ブソン君はね、理事長の横おう暴ぼうの被害者しやなのよ？　フツメンで騎士ナイトなんて、なりたい男子、いる？」

　男だん子し生徒一いち同どう、シーン。

「なりたくねーわ」

「おれも」

　男子一同、うんうんと納なつ得とくの肯こう頷がん。俺おれも頷うなずいた。

「そうよ！　いわばブソン君は挑ちよう戦せん者しや！　それにこれはチャンスじゃない！　騎士にも一人ぐらい素そ朴ぼくな人がいたほうが盛り上がるわよ！　ふふふっ。これで大おお穴あな狙ねらいよ！　いける……」

　斎さい藤とうさんの鶴つるの一ひと声こえで流れが変わったのは嬉うれしいが、俺はブソンじゃなくてホタカです。あと何がチャンス……？　大穴狙い？

「よし、わかった！　武尊ほたかを応援しようぜ！」

「仕方ないかなー」

「まあ、そうだよね。風かぜ当あたりきついかもしれないし……クラスメイトのよしみで」

「そうか！　みんなわかってくれたか！」

　実はずっと演えん説ぜつしてくれていた担たん任にんが締しめくくった。

「さあ、武尊からも一言！」

　俺も立ち上がり、

「えー。騎士として、頑がん張ばります。みんなありがとう！」

　とりあえず流れにのってみる。拍はく手しゆ喝かつ采さいを浴びて席に座る。

　そして向き合った机には、未み開かい封ふうの手紙、九通目がある。

　最後の一通にカッターの刃はを滑すべり込ませる。薄いブルーで可愛かわいらしい柄がらの封ふう筒とうだったが、いままで八通を開けてきた俺はもう騙だまされない。封筒はトラップだ。飾り。プ、の手紙なんて、動物キャラクターの便せんだったんだぜ？　おかげでダメージもでかかった。




『武尊湊みなとさま。昼休み、調ちよう理り準備室二でお待ちしています』




　開けた手紙から香る、お菓か子しのような甘い匂においと、丸まる文字。

「…………」

　最後の最後でまさか、当たりが？　何か罰ばつゲーム的な仕掛けがあるんじゃないかと、間ま近ぢかで見たり光にすかしてみたりするも、変化なし。

　……え、これ、もしかしなくても呼び出しラブレター？

　誰だれから……？

　落ち着こう。俺おれは攻こう略りやく対たい象しようだ。一番接せつ触しよくらしきものがあるのは乙女おとめちゃんなわけで……。

　ということは、宮みや河がわ？

　イベント？　対たい俺おれ攻こう略りやくのイベントの一種？

　そもそも単純に、ラブレターは嬉うれしい。一いつ般ぱん生徒からかもしれない……。い、いや！　そう見せかけて、トラップ……その可能性も否定できない！

　俺はどうしたら……っ？

「武尊ほたかー。ショートホームルームとっくに終わって、次は教室移い動どうなんだけど。遅れんぞー」

　へーい。







　結局、俺は呼び出しに応じることにした。調ちよう理り準備室二。てっきり家庭科の授業で使った調理室の近くにある部屋だと思っていたら、違っていた。そこは準備室一だった。

　勘かん違ちがいしていた俺は、昼休みに全力疾しつ走そうする羽は目めになった。

　調べてみたら、調理準備室二は校舎の文ぶん系けい部ぶ活かつ棟とうにあった。大だい翼よく学園は金持ち校で、高こう等とう部ぶの敷しき地ちもそりゃあやたらめったら広い。部活棟があるだけでもすげえと思ったが、さらに文系、理り系けい、体育会系用ように棟が三つもある仕し様ようだ。

　文系部活棟の目め玉だまは、演えん劇げき部、合唱部、吹すい奏そう楽がく部ぶなどが発表会を行う独立型劇げき場じようや、放送部などが使う屋内シアター。理系棟は、たまに爆ばく音おんが聞こえるとか聞こえないとかいう実験棟がすごい。棟の近くには機械の塊かたまりが増えたり減ったりし、脱だつ走しゆつしたモルモットがいつの間にか他部活棟で餌え付づけされていたりする。体育会系棟の特とく徴ちようは、棟よりも、サッカー場、野球場、部活専せん用よう校庭および体育館、テニスコート、室内プール等など々などの設備だ。おかげで部同どう士しで使用権けんを争うこともなく、のびのびと活動している。

　部活環かん境きようが非常に充実しているのだ。四月はどの部も新入生勧かん誘ゆうで盛り上がっていたし、何らかの部活に入部した新入生も多いようだ。

　──俺？　俺は帰き宅たく部ぶという名の自由人じんだ。『日下部くさかべ湊みなと』としては、祭り部に所しよ属ぞくし、太たい鼓こ担たん当とうだった。いまでもやろうと思えば叩たたける気がする。

「つ、ついた……」

　文系部活棟の階段を駆かけ上がり、『調ちよう理り準備室二』のプレート──なぜか手書きだ──の部屋の前につく。そのままの勢いで取とっ手てに触れかけ、まず俺は呼吸を整えた。

　呼び出しの相手は誰だれなのか？

　──もし宮河だったらどうしよう。その場合、逃げるか？　問もん答どう無む用ようで逃げるしかないよな。しかし、もし声レベル五な子だったりしたら……！

　それぐらい俺おれにとって声は重要だ。

　長期的交こう際さいを視野に入れるなら、声レベル五！　これはたとえ俺が平へい凡ぼん野や郎ろうであろうとも、ギリギリまで譲ゆずれないラインだ。妥だき協ようはしない！

　理想は持っていていい。声レベル五の女の子と俺おれは付き合う。それ以外とは駄だ目めだ！

　相手の声がどストライクだったら即そくオーケーだが、法ほう条じようの声と出会えたときのような奇き跡せきはそうは起こらないだろう……！

　──そう、俺が法条の声と出会ったのは、約やく一年前の六月。防ぼう災さい訓くん練れんの放送だった。

『防災訓練を開始します。授業中に火か災さいが発生したとの想そう定ていで行われます。本ほん日じつ、午前十一時二十分、本ほん校舎一階より火災が発生しました』

　運命の出会いだった。美び声せいすぎる。

「……！」

　俺は誰だれよりもはやく席から音を立てて立ちあがった。そして熱く魂たましいを込めて叫んだ。

「これ、は、誰だれの声だ！」

『繰り返します。本日──』

　レベル五との邂かい逅こう。

「ブソン、とりあえず鼻はな血ぢを拭ふいて一いつ旦たん座れ」

「先生！　このクリティカルな美声は誰ですか！　あとブソンじゃなくてホタカです」

「……ブソン、そのクリティカルな美声が『避ひ難なんを開始してください』って言ったら、廊下に整せい列れつだからな」

「イエッサー！　あとブソ……」

『──避難を開始してください』

　防災訓練後ご、俺は放送の主ぬしが放送部の生徒、法条紗さ綾やだと知った。そして──。

　いきなりガラッと目の前の扉とびらが開いた。

「あ」

「…………」

　あ、は俺だ。部屋から出てきた人物を見、入り口頭ず上じようにあるプレートを再度確かく認にん。『調ちよう理り準備室二』だ。やはり手書きだ。間違ってはいない。しかし、その準備室二から出てきた人物が問題だ。つまり、ラブレターを出してきた人間だと思われるが、この子が、俺に？　──うん、ないな。単純に冠かんむり候こう補ほと騎士ナイトの関係性せいだけを見ればなくはないが……。一回会あっただけの相手に惚ほれられる要素は、俺にはない！　……断言して、ちょっと悲しくなった。

「ええと、まちが」

「来てくれたんですね！　お待ちしてました、武尊ほたか先せん輩ぱい！」

　い……じゃなかった？

「中へどうぞ！」







　魔ま空間だ。

「…………」

　言葉が出ない。調ちよう理り準備室二は、一ひと言ことで述べると、魔ま空間と化していた。予備らしき調理器き具ぐが棚に置いてあるのは良い。お菓か子しの料理本などが収まっている本ほん棚だなも。しかし、どう考えてみても相応ふさわしくない物体が、ちらほら見られる。むしろ相応ふさわしくない物体のほうが多いんじゃないか？　かといって魔空間に言げん及きゆうするのも躊躇ためらわれる。俺おれはチキンだ。姉あね貴きに虐しいたげられる生活を送ってきた結果、俺の人生教きよう訓くんは「長いものには巻かれろ」あるいは「触らぬ神にたたりなし」。

「あのさ、桜さくらさん？」

　とりあえず、魔空間はスルーする方向で、自分から呼びかけてみることにした。

「手紙を俺にくれたのって……君？」

「はい！」

　三つ編あみ少女、桜実み琴ことが頷うなずいた。そうなのだ。当たりのラブレターの主は、彼女だった。妹曰いわく、ハムちゃん。応接室での印いん象しようでは、大人おとなしそうな子。冠かんむり候こう補ほの一人。

　先日、便利端たん末まつで大だい翼よく学園高こう等とう部ぶ掲けい示じ板ばんを覗のぞき、情報収しゆう集しゆうしたところ、今年の二月に中ちゆう等と部うぶの三年に編へん入にゆうしている。そこから持ち上がりで内ない部ぶ生せいとして高こう等とう部ぶ入学。エスカレーター式とはいえ、内部生も試験は受ける。桜妹いもうとは、本年度、内部生と外がい部ぶ生を含めた新一年生の首しゆ席せきで入学した。全ぜん教科満まん点てん。普通に一いつ般ぱん入試で受ければ良かったんじゃ？とは思うが、そこは家庭の事情とか何とか。

　しかし、初期好こう感かん度どの矢や印じるしは他の騎士ナイトに向いているはずだ。自分で認めるのは癪しやくだが、なぜ雑魚ざこ騎士の俺に……。

「えー。間違いじゃなくて？」

「──先せん輩ぱい」

　胸の前で手を組み、桜妹が接近してきた。上うわ目め遣づかいな上に、頰ほおが紅こう潮ちようしている。

　こ、このシチュエーションは、どう考えても、アレだろう。

　まさか、次に来るのは「好きです……」とか。告こく白はくの態勢か？　待て待て待て。『前ぜん世せ？』も含めて、そんな経験はなかった俺だ。好かれるのは嬉うれしい。だが……！　だがしかし！　惜おしいことに、桜妹の声レベルは三・五……！　ついさっき、声レベルには妥だき協ようしないと誓ちかった俺だ……。ここはクールに断るべき……いやいや落ち着け。もう少し考えてみよう。

　理想は理想じゃないのか？　いくら声こえ至し上じよう主しゆ義ぎの俺でも、悩んでいい。いいか、桜妹みたいな子に告こく白はくされる機会が今後あると思うのか？

　──ないな。ないったらない。百パー。

　冷静な俺が、心の中ですごく冷静に答えた。俺なのにムカつく。

　──バッカ！　声レベル五に一途いちずなんだよ、俺は！　法ほう条じよう！　法条！　目め先さきの甘い餌えさにホイホイ食いついてどうする！　よく聞け。声レベル五以外とは、友達として付き合いはじめたとしても、俺おれのことだ。すぐに、声という壁が立ちはだかる！　常に三日で別れる姉あね貴きの真ま似ねをしたいのか！

　硬こう派はな俺が長々と訴えた。

「『サイコロ×３』、どうでしたか？」

「すまない。俺にはどうしても譲ゆずれない一線が──！」

　脳のう内ない抗こう争そうは、硬派な俺が勝利した。やはり、付き合うには、声という一線がどうしても……。ん？　……サイコロ？

「『サイコロ×３』？」

　といえば、乙女おとめゲー。俺は視線をずらし、魔ま空間を担になうある一いつ角かくを見た。そこには調ちよう理りにはどう考えてみても関係ないだろう、小型テレビや携けい帯たいゲーム機、軽く十本は超えるゲームソフトなどが置かれていた。さらに、よくよく見れば、ソフトのパッケージの野や郎ろう率りつといい、これらのソフトは、もしや……。

「これでどうでしょう！」

　魔空間にあったカゴから、桜さくら妹いもうとはサングラスとマスク、ロングジャケット等など々などを取り出した。簡単にだが、慣れた様よう子すで制服の上に着込んでいく。

「『乙女おとめゲー、お探しですか？』」

　最後に桜妹が、ヘンテコな小型の機械を端たん末まつに繫つないで口を開いた。端末接せつ続ぞく用ようのボイスチェンジャーか。俺もピーンときた。

「家電量販店かでんりようはんてんの！」

　玄人くろうと客きやく！

「はい！　先日はどうも！」

　今度は早はや業わざで変へん装そうが解かれた。俺の前に来ると、俺の手を握り、上下にぶんぶん振る。

「わたし、感激です！　まさか男性の乙女ゲーマーに出会えるなんて！　しかも同じ学校で騎士ナイトなんて！　素す敵てきです！　あのときももっと先せん輩ぱいと話していたかったのに、にっくき義兄あにがやってきてしまって……。あまつさえ、せっかく見つからないように変装していたのに、見つかってしまって！　売り場から泣く泣く離れることに……」

　ところで桜妹。近い、近い。抱き合う寸すん前ぜんなんですけど。

「あ！　わたしばっかり、すみません。『すまない。俺にはどうしても譲れない一いつ線せんが──！』って言いかけてましたけど、何ですか？」

　真まっ直すぐな視線を受け、俺は目を逸そらした。キラキラした瞳ひとみが眩まぶしい。早合点はやがてんして、されてもいない告こく白はくを断ろうとしていた、とはとてもじゃないが言いづらい。

「いや。なんでも……ない、よ」

　言えない。俺には言えない。桜妹は小こ首くびを傾かしげた。

「そうですか？　とにかく、来てくれて嬉うれしいです！　突然お手紙を出してしまって、すみません。でもわたし、どうしてもお近づきになりたくて。乙女おとめゲーマー同どう士し、腹を割って話しましょうね、先せん輩ぱい！」

「乙女、ゲーマー、同士……」

　──待ってくれ。それは誤ご解かいだ。俺おれは断じて乙女ゲーマーなどでは……！

「実は、応接室でお会いしたときから、気になっていたんです！　気き絶ぜつしてから目を覚ましたとき、乙女ゲーって呟つぶやいていましたし、それにそれに！」

　これ！　と桜さくら妹いもうとの視線が、俺の指に巻かれた、くまさん絆ばん創そう膏こうに注そそがれる。傷きず口ぐちはほとんど塞ふさがっていて、念のため巻いていただけなので、明日あしたにはこの絆創膏もお役御ご免めんだ。

「いま十代から二十代女性の間で流行のメルシーくまさんですよね！　思ったんです。もしや、先輩は可愛かわいいもの好きの、オトメンなのではないかと……！　そしてゴールデンウィークに目もく撃げきした、乙女ゲーを探す先輩の姿すがた！　もう間違いありません！　変装をしていても、その絆創膏ですぐわかりました！」

　もう間違いありまくりだと思う。この間、何度も俺は口を挟もうとした。メルシーくまさんは断じて俺の趣しゆ味みではない。姉あね貴きの仕し業わざだ。

　しかし、「いや」の「い」を言おうとするたび、桜さくら妹いもうとの怒ど濤とうの主張の前に口くち火びを封じられる。その様さまは、まさに『前ぜん世せ？』の我が妹のごとく。

「あ、そうだ！　先せん輩ぱい、もちろんわたしは乙女ゲーマーです！　隠かくれ、ですけど！」

　すっきりとした様よう子すで桜妹は締しめくくった。

「リアルでは、ほんっとうに周りに乙女ゲーマーがいなくて、むしろ女の子の仲間もいなかったのに、いきなり男性ゲーマーと知り合いになれるなんて、ドキドキしてしまいます！」

　で、こう付け足した。さっきまでは俺の手を握ってぶんぶん振っていたが、いまは両頰ほおに手を添えている。喜んでもらっているところ悪いが、ここは心を鬼おににして真実を述べようと思う。

「桜さん。俺は別に──」

「わかっています」

　これ以上言ってくれるな、というように、桜妹は頭をゆっくりと左右に振った。

「カミングアウトって、大変ですもんね。わたしもそうですから、先輩の気持ちはよーくわかります！」

　にぎりこぶし。

「ですから、わざわざ否定しなくてもいいんですよ？　わたしはぜんぶわかっています！　先輩が同どう志しだって！」

　わかってないぞ、桜妹！　だから違う！　と何度否ひ定ていしても、照れ隠しだと解かい釈しやくされる始し末まつ。

　誤ご解かいは解けなかったが、俺はいい方向にこのことをとらえることにした。乙女ゲー的世界で俺おれルートに入らないよう生きる上で、身み近ぢかに乙女ゲーマーがいるのはいいことだ！　と。

　なぜならここは乙女ゲー世界──か、それによく似たパラレルワールド。俺のようなにわかとは違い、『前ぜん世せ？』の妹のように、桜さくら妹いもうともおそらく乙女おとめゲーマー玄人くろうと。参考になることを聞けるかもしれない。乙女ゲー用語とか。しかも桜妹は冠かんむり候こう補ほだ。仲良くなって、何か悪いことがあるか？　たぶん別にない。

　そして俺おれは、残りの昼休みいっぱい、桜妹と乙女ゲーをやりながら、交流をもつことになった。桜妹お手製菓か子しのマカロンをつまみながら、テレビ画面を見る。俺は知らなかったが、調ちよう理り部ぶは去年で廃はい部ぶしていた。そこで桜妹は今年、一年生ながら調ちよう理り部ぶ同どう好こう会かい──主にお菓子作りが活動内容らしい──を発ほつ足そくし、この準備室二を割り当ててもらった。同好会は、何と部員一人から発ほつ足そく申しん請せいできる。プレートが手て書がきである謎なぞも解けた。

　しかし……調理部同好会、なんだよな？　こんなにゲーム機、いや乙女ゲーが揃そろっているなんて……どうしてなんだ。

　率そつ直ちよくに聞いてみた。

「まちがいなく調理部同好会です。いまは、ちょっと緊急避難的きんきゆうひなんてきにゲーム類をここに……」

　桜妹は遠い目をして沈ちん鬱うつな様よう子すで答え、ため息を落とした。何か事情があるようだ。

　そんな桜妹によるゲームチョイスは、大たい河がファンタジー乙女ゲー『幻げん想そうを抱いて』だ。古代中ちゆう国ごくの三さん国ごく時代にタイムスリップした女じよ子し高生が、武ぶし将ようを落とすゲームらしい。史し実じつでは年ねん号ごう当時、おっさんだったり既き婚こん者しやだったりする武将が、全員独どく身しんで、無む駄だにイケメン化されている。もはや原型を留とどめていないその魔ま改かい造ぞうっぷりに、俺は乙女ゲーの本ほん気きを見た。

　桜妹曰いわく、シナリオが金きん太た郎ろう飴あめなんですよねー、とのことだ。出た！　金太郎飴！　何のことだかわからない！

「……先せん輩ぱいは乙女ゲーをプレイするとき、ご自宅でどうやってプライバシーを確保してますか？」

　金太郎飴について聞こうか迷っていると、思いのほか真剣に桜妹が問いかけてきた。

　──家でのプライバシー？　自室はあるが、まず扉とびらが襖ふすまだし、用もないのに姉あね貴きがガッと開けてくるから、そんなものはない！　と言える。用があるときも、母や父の代理で姉貴が呼びに来るから、やっぱりいつも襖をガッ！　だな。その際の掛け声は、大たい抵てい「愚ぐ弟てい」。ゴールデンウィーク前半は、とりあえずつっかえ棒を部屋の鍵かぎがわりとした。

　あの姉貴に、乙女ゲーで遊んでいるところなんぞ知られたら……。考えるだに恐ろしい。

「先輩？」

「弟ってさ……立場、弱いよな」

　俺だけ？　つい遠い目をしてしまった。

「はあ……。そのご様よう子す。湊みなと先輩も、大変なんですね」

「うん、まあな……。そういう実み琴ことちゃんも？」

　超ちよう短たん時間の間に、桜妹と俺は名前で呼び合う仲になっている。乙女ゲー同どう志しと勘かん違ちがいされた結果の賜たま物ものだ。ついでにプライベート用の携けい帯たい番号とメールアドレスも交換した。

　思い出した、七。

　これは確か『フォーチュン・クラウン』では、端たん末まつで見られる好こう感かん度どが四〇を超えてようやく交換できるものだ。妹曰いわく、「奴やつら、男も女も、好感度が低いうちは連れん絡らく用ようの番号とアドレスしか教えないくせに、その連絡用のには滅めつ多たに出ないから！」だ。ちなみに好感度マックスは二五〇だ。ハートマークで表ひよう示じされる。妹はその好感度情報を駆く使ししていた。できることなら俺おれもチェックしたい。

　……待てよ？　そう考えると、すでに桜さくら妹いもうとと俺の好感度は互いに四〇？

「わたしの家、母が今年、再婚しまして。だから名みよう字じも桜になって、義兄あにができたんですけど……。えっと、義兄も湊みなと先せん輩ぱいと同じく、騎士ナイトに選ばれているので、見たとは思いますけど」

　ゲームのコントローラーを膝ひざに置き、はあ、と桜妹がため息をついた。

「そもそも、わたし……」

『逃げるんだ！　せめて、おまえだけでも……！』

　ゲームのイケメン武ぶ将しようが、ヒロイン、もとい主人公こうに選択を迫っていた。基本、男の声に興きよう味みはないんだが、声レベルは三・二……三・三、といったところだな。

　イベント三さん択たくだ。俺も乙女ゲーに詳しくなったものだ。

　一、自分もここに残る。

　二、逃げる。

　三、何か方法を考える。

　ここは自信をもって二だろう。

「この選択肢しは二だな！」

「……え？　やだなあ、先せん輩ぱい。ここは一ですよ。乙女ゲー的セオリーです！」

　何かを言いかけていた桜妹は、俺の自信をもった解答に笑いながらコントローラーのボタンを押した。桜妹が選んだのは一。ピロリン、と正解したことで好感度アップ音が鳴り、場面が進む。

「ノオオオオオオオっ？」

　両頰ほおに手をあて、驚きよう愕がくした。一いつ瞬しゆん、欧おう米べい人じんの霊れいが乗り移った気がする。

　なぜだ。なぜに一が正解なんだ。がっくりと俺は肩を落とした。乙女ゲーと俺の間の断だん絶ぜつは深い。深すぎる。

「なぜ、一……」

「逆に不ふ思し議ぎなんですけど、なんで先輩は二だと思ったんですか？」

　そりゃあ。

「男としてはヒロインに逃げて助かって欲しいから？」

「ははー」

　うんうんと桜妹が頷うなずいた。チッチッと人ひと差さし指ゆびを振っている。

「先せん輩ぱい、それは攻こう略りやく対たい象しよう視し点てんでの選択ですね。乙女おとめゲーですから、女の子視点で選択しなきゃいけないんですよ」

　目から鱗うろこが落ちるとはこのことだ。確かに、いままで俺おれは男として嬉うれしい選択肢しを選び、ことごとく玉ぎよく砕さいしていた。主人公こう視点……。そうだったのか……。

　ということは、これは『フォーチュン・クラウン』にも通用するのか？　外れの行動を狙ねらっていれば、宮みや河がわの好こう感かん度どを意い図と的に下げることができる、か……？

「先輩には、乙女ゲーについてのレクチャーが必要ですね！」

　……そのようです。

「ところで、さっき『そもそも、わたし……』って言いかけてたよな？」

「ああ……はい。言いかけて、止めていましたね」

　桜さくら妹いもうとが、ギュッとコントローラーを握った。

「そもそも、わたし……」

　俺に向かって、コントローラーを摑つかんだまま、身を乗り出してくる。

「はいっ？」

「三次元の美び形けいが苦にが手てなんです！　消しよう滅めつしてしまえばいいと思うほどに！　なんで奴やつらは生きてるんでしょうか？」

「実み琴ことちゃん……」

　近い。近いぞ。息がかかりそうなほどだ！　とりあえず落ち着こうか、俺。

　しまった！　視線を下に逸そらしたらミニスカートから覗のぞく太ももが！

「で、でででもな、ほら、乙女ゲーの奴やつらもイケメンだろ？」

　桜妹はまたチッチッと人ひと差さし指ゆびを振った。

「イケメンはイケメンでも二次元の美び青せい年ねんは大好きです！」

　はあ……そうですか……。急きゆう接せつ近きんに動どう揺ようした俺だったが、なんか頭が冷えた。

「でも、三次元のイケメンは苦手です！　半はん径けい三メートル以内に近づいてほしくありません。ええもう切実に！　近くにいるだけで緊きん張ちようし、声がうわずります。応接室の顔合わせのときも、寿じゆ命みようが縮まるかと……！」

　君の義兄にいちゃん、美形ですよね？

「二次元は良くて三次元は駄だ目め、と」

　勢いよく桜妹が頷うなずいた。

「駄目です！」

「なぜに」

「…………。それを語ると、いまだ消えないわたしの心の怨えん嗟さメモリアルを公開することになるので、二十四時間では足りず、軽く見積もっても一六八時間はかかりますけど、湊みなと先せん輩ぱいが聞きたいなら……」

　心の怨えん嗟さメモリアル……。

「えーっと、その怨嗟を一言で言うと？」

「一ひと言こと、ですか……」

　ふう、と人ひと差さし指ゆびを桜さくら妹いもうとが額ひたいに当てた。

「一ひと言ことで言うなら……言いたいことの百ひやく億おく分ぶんの一ぐらいに縮しゆく小しようされますけど、好きだからって何をしても許されると思うなイケメンがっっ！　ですね。とにかく三次元のイケメンは……！」

　桜妹が、胸の前で両腕うでクロスで×印。相変わらず、急きゆう接近のまま。

「だから義兄あに……！　あの人もだいっの苦にが手てですっ！　でもあの人、妹が欲しかったらしくて、ことあるごとに構ってくるんです。四月になってからは悪あつ化かの一いつ途とで……。ゲーム売り場に行くのも一ひと苦労です。ウザすぎる！　わたしの癒いやし、乙女おとめゲータイムも、自宅ではもはやないも同どう然ぜん！　部室に一時的避ひ難なんをしなければならないなんて……。調ちよう理り部ぶ同どう好こう会かいなのに、調理部同好会兼けん乙女ゲー同好会に申しん請せいしなおそうかと思っているほどなんです……」

　あー。だから調理準備室二が魔ま空間になっているわけか。

「さらにさらに、わたしが冠かんむり候こう補ほになってからは、向こうが騎士ナイトなこともあって、もうほんとに最低です……っ。それにですね、先せん輩ぱい！」

　はいはい。

「義兄が、わたしのこの趣しゆ味みを理解できると思いますか？　偏へん見けんかもしれないですけど、無む理りです！　メルシーくまさん絆ばん創そう膏こうをしている、先輩みたいなオトメンじゃないと！」

　オトメンじゃないんですけど。

「あ、わかってますよ。オトメンだってことは秘ひ密みつですもんね！　まかせてください！」

「そのー、実み琴ことちゃん。質問が」

「はい！」

「三次元の男なんだけど、俺おれも」

「だって先輩はイケメン枠わくじゃないですから！　全然大だい丈じよう夫ぶです！」

　即そく答とうだった。笑顔で桜妹は言い切った。頭が完全に冷えたとも。

「そうなんだ……ハハ」

　俺の桜妹への好こう感かん度どが一〇下がった。

「で、ですね。先輩。もし良かったら先輩も調理部同好会に部員として……」

「実琴！　メールには返信しないし、電話にも出ないなんて、一体何なにを──！」

　唐とう突とつにガラっと部室の戸が開いた。

「…………」

「…………」

「…………」

『おまえを……愛している……！』

　オートプレイ設定だったせいだろう。空気を読まないイケメン武ぶし将ようが主人公こうに告こく白はくした。

　──いまの状況を述べよう。俺おれ、後ろ手に手をつき、ちょっと退ひいている。そんな俺に対し、馬乗りになっている桜さくら妹いもうと。うん。急に扉とびらが開いたせいで、桜妹が焦あせったんだな。テレビの電源を切ろうとして、失敗。滑すべって俺に抱きついている図。
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　なまじ後ろに引いていたせいで、吐と息いきが俺の首くび筋すじにかかり、体たい温おんが直じかにわかる。ていうか、この感かん触しよくはもしや……たわわなる胸。桜妹は小こ柄がらながら着やせするタイプか……。

　しかし、このままずっと堪たん能のうしているわけにもいかない。

　ともかく、第三者視し点てんから見れば、いままさに不ふ純じゆん異い性せい交こう遊ゆうに突とつ入にゆうしようとしています、に誤ご解かいされかねない構こう図ず。

　そこへ登とう場じようしたるは、イケメン騎士ナイトの一人、桜啓けい輔すけだ。

　──正直に言おう。

　俺も健けん全ぜんな男だん子し高校生なので、アクシデントながら幸福を堪たん能のうしていたわけだが、桜兄あにからの殺さつ気きを感じる。マジで。こいつ重じゆう度どのシスコン。

「おまえ、義妹いもうとに何を」

　メッチャ睨にらまれてる。

「どくんだ、実み琴こと」

　起き上がった桜妹を押しのけ、桜兄が、文字通り、本ほん気きで俺の胸ぐらを摑つかもうとする。

「ま、まま待ってください。湊みなと先せん輩ぱいは何も……こ、これは事故で……」

　俺おれが桜さくら兄あにに摑つかまれた拍ひよう子しに、コントローラーが引っ張られ、家庭用ゲーム機本ほん体たいのコンセントが抜けた。ブチンッと嫌いやな音を立ててテレビ画面が真まっ黒くろになり、わりとうるさいゲーム機本ほん体たいの稼か働どう音おんが消え失うせた。

「あ」

「あ」

　俺、そして顔面蒼そう白はくになった桜妹いもうとから同時に声がもれる。すぐに、桜妹が小こ刻きざみにプルプルと震え出した。いまのいままで桜妹がてこでも離していなかったゲームのコントローラーが、ガコンと落とされた。

「……ぶ」

　ぼそりと、呟つぶやく。

「──実み琴こと？　どうした」

　義妹いもうとの様子ようすがおかしいことに気づいた桜兄の注意が、俺から桜妹へ向く。

「セーブ、してなかったのに……」

「？　せーぶ？」

　イケメン桜兄が眉まゆをひそめる。通じてない。全然通つうじてない。

「それに、初回出しゆつ荷か版ばんは、途と中ちゆうで本ほん体たいの電でん源げんを切ると、九九・八パーセントの確かく率りつでシステムデータが壊こわれる仕し様よう……。だから終わるときは、きちんと終了を選ぶよう気をつけて、フルコンプ手前までかかった、わたしの四十一時間……！　よんじゅういちじかん……。消えた……。きえた……ふふふ。ふふふふふふふふ」

　この滑なめらかな語り口。ふふふ、がピタリと止んだ。

　──来る。これは来るぞ。

「お義兄にいさんなんて、だいっっっきらい！　イケメンは絶ぜつ滅めつしろ！」

　ガーン、と。俺には確かに聞こえた。効果音おんが。

　言い捨てた桜妹は、部屋から飛び出していった。

　追うこともできず、まだ桜兄はガーン、を背負っている。

「だい、きらい……。ぜつ、めつ……？」

　哀あわれだ。心こころ優やさしい俺は、桜兄にアドバイスしてやることにした。彼の肩に手を置き、厳おごそかに告げた。




　──「乙女おとめゲーをしてみろ」と。







『アドバイス通りにしたのに、わざとらしいことをしないでくださいって怒られた』

「頑がん張ばれ」と桜さくら兄あにに返信。

『それと、実み琴ことの情報端たん末まつにＧＰＳ機き能のうを仕込んでおいたのが、ばれたかもしれない。どう思う？』

　俺おれに相談するのが、まずどうかしている。ていうかそんなもん付けてたから「調ちよう理り準備室二」に来れたのか！　もしや、こいつ電波ヤンデレ……？　そんな気がする。更こう生せいへの道を勧めよう。まだ引き返せるはずだ。「犯罪だからＧＰＳ機能は回かい収しゆうしろよ」と返信。

『義兄あにが不ぶ気き味みです。端末を貸してくれって、いま突然言いわれました。絶対イヤです！　だいたい、端末の調子、最近おかしかったんです。ロックをかけてあるプライベート番号とアドレスだと大だい丈じよ夫うぶなんですけど、連れん絡らく用だとメールを送れなかったり受信できなかったりして……。湊みなと先せん輩ぱいにメールじゃなくて、手紙を出すことにしたのも、そのせいだし……。湊先輩、わたしどうするべきでしょうか！』

　ＧＰＳ機き能のうのせいで不ふ具ぐ合あいが出たのか？　それとも、他にも何かやらかしているのか、桜兄……！

　確かく認にんしたところ、後者だった。桜兄とやり取りをし、仕込んだ諸もろ々もろを外させる説せつ得とくに、俺は成功した。なんだろう、この達たつ成せい感。

　最後に桜妹いもうとに「見守ってあげてください。あと端末もちょっと渡してあげて」と返信。

　こめかみを揉もみほぐす。

　いまは帰き宅たくして自宅。夕食をすませ、姉あね貴き対たい策さくにつっかえ棒で鍵かぎをした自室。リンリンさんを膝ひざに乗せ、携けい帯たいゲーム機で乙女おとめゲーをしているところだった。

　仏ほとけ心ごころを出して、乙女ゲーアドバイスをしたのが不ま味ずかったか。兄妹仲なかが良くなるどころか悪あつ化かしている……！　そして衝しよう撃げきの事実。たぶん桜兄が電波ヤンデレ。ヤンデレすぎる。これもゲーム内イベントの一つ……だったら嫌いやだ。

　また端末が鳴った。黄き色いろランプで受信メール。桜兄か？　と確かく認にん。

「…………」

　違った。

　金きん髪ぱつだった。

『今朝けさのことはお詫わびいたします。やはり、騎士ナイトと冠かんむり候こう補ほという関係性せい上じよう、交流を深めるべきだと考え直しました。つきましては、武尊ほたかさんのプライベート用番号、アドレスもお教えください』

　今朝……？　ああ、あれか。桜兄妹のほうがインパクト強くて、少し忘れ気ぎ味みだった。

　文ぶん面めんのあとには、高たか埜の倉くらレイアのプライベート番号とアドレスが添えてあった。

　──馬鹿ばかな。好こう感かん度ど四〇以上でなければ得られないものが、なぜこの初しよ期き段階で。

「……考えるんだ、俺おれ」

　だって、今朝がああだぞ。興きよう味みもないし、騎士としても認めない、近づくな宣せん言げんをされたというのに。なお、俺おれの金きん髪ぱつに対する印いん象しようも悪い。いくら美び少女といえど、むしろ好こう意い的に見る要素がない。金髪は声レベル五でもないしな。

　端たん末まつと睨にらめっこをしていると、再び黄き色いろランプ受信。今度はプライベートアドレスで金髪がメールを送ってきた。

『今度の土曜はお暇ひまかしら？』

　これは現実か？　高たか埜の倉くらレイアから、デートの誘さそいが……。しかし繰り返すが、今朝けさのあれでか？　──わかった。これは孔こう明めいの罠わなだ。

　おそらく、好意を持たれている云うん々ぬん以い前ぜんの問題……！　雑魚ざこ騎士ナイトである俺を陥おとしいれようという企たくらみに違いない。今朝けさあれがあって、そのあと何もないのに、突然デートの誘いなんて、それしかないだろう。やや被害妄もう想そう的な気がしないでもないが、きっとこれが正解だ。

　よって返信はこう。

『用事があります』

　気分的に丁てい寧ねい語ごで返信だ。連れん絡らく用アドレスで。

　膝ひざでリンリンさんが動き、仰あお向むけにでろーんと伸びた。撫なでれ、のポーズだ。今日きようは珍めずらしくリンリンさんが俺に甘えてくれている……！

　飼い猫ねこが女の子に変へん身しんする、ここがそんな乙女おとめゲー世界だったらな……。変身は十三歳さいから二十代後半までの範はん囲いで姿すがたが自由自じ在ざい。声レベルは当然最さい高こうの五。滅めつ多たに鳴かないリンリンさんだから、変身後も美び声せいは出し惜おしみしてくれていい。

　俺は迷うことなくリンリンさんルートを選ぶ。いや、違うか。乙女ゲーだから、リンリンさんに攻こう略りやく対たい象しようとして選ばれるよう、努力しよう。

『じゃあ日曜は？』

『用よう事じが……』

『来週の土曜日は？』

『用事が』

『日曜は？』

『用事が』

　かれこれ六巡ぐらいはしただろうか。

　俺の連絡用番号宛あてに電話が掛かってきた。二分以上鳴ならされたので仕方なく出る。

「はい。武尊ほたかです」

『──あなたねえ、一ヶ月以上休きゆう日じつが用事で埋まっているってどういうことなのっ？』

「そう言われましても……」

　まだ気分的に丁てい寧ねい語ご。

『あなたのような男性は、休日は全部暇ひまなものでしょう！』

　その通りだ。くそ。

『もう一度言います。今度の土曜はお暇ひまかしら？』

「用・事・が・あ・り・ま・す」

　俺おれにも意い地じというものがある。

『…………』

　反応がない。

『っ！　レイアの誘いを断るなんて、バーカ！』

　ブチッと通話が切れた。

　バーカって、おい、金きん髪ぱつ……。やっぱり好こう意いからの誘いじゃないな？　口く調ちようもキャラ的にどうなんだ。しかし「バーカ」の発音は良かった。一時的に声レベル四に認にん定ていしてもいい。俺の金髪への好こう感かん度どが、三ほどあがった。

　数十秒後ご、メールを受信した。高たか埜の倉くらレイアだ。

『わたし、少々取とり乱しました。あれは何かの間違いです。お忘れください』

　……さすがにそれは無む理りがある。

　無む視しするのも何なので、「絶対に忘れません」と返しておいた。

　すると案あんの定じよう、電話だ。相手も確かく認にんせず、手て探さぐりでボタンを押して出る。

「今週の土曜は用事があります」

　あと「レイアの誘いを断るなんて、バーカ！」は忘れん。これで良し。

『あの……』

　──声が、金髪、じゃない？　というか、困こん惑わくしているような、この声は……。

『ごめんなさい』

　二度目のぶつ切り。端たん末まつの着信名めいを見る。宮みや河がわ乙女おとめ。

　金髪からの誘いはともかく、宮河からの電話……。デートの誘い？　つまり、誘われる前に俺が断ったから、ごめんなさい、で切れた……。

　以前の、メールといい……やっぱり俺、攻こう略りやく対たい象しようとしてロックオン、されてる……？　その方向が正解なのか？　そんな、まさか。

　いやいや、きっと他の騎士ナイトにかけようとしたら間違って俺にかけた。それで間違い電話でごめんなさい、だな。ほら、俺がやってみた乙女ゲーだと、ゲームの中の電話ってさ、ゲームシステム的に、かけたら途と中ちゆうでかけ直しできないみたいだし。

　…………。ですよね？

　じゃないと号ごう泣きゆうする。







[image: ]







　本格的に、『フォーチュン・クラウン』本ほん編ぺんに突入した。五月も後半だ。つまり騎士ナイト達攻こう略りやく対たい象しようが、宮みや河がわを筆ひつ頭とうに冠かんむり候こう補ほに猛もう烈れつアタックされ、イベントなどイベントなどイベントなどがあちこちで起こりまくる日々が。

　攻略対象な俺おれの一日、早朝編へん。

　文ぶん系けい部ぶ活かつ棟とうに赴おもむき、お手て製せいプレート『調ちよう理り準備室二』がかかっている扉とびらを潜くぐる。

　そこにおわすは、ふんわりウェーブ、どこぞの西せい洋よう人形のようなゴシックな格好かつこうをしている──桜さくら妹いもうと。初めて目にしたときはビビッた。いまはフツーに流せる。要ようは慣れ。

「あ、おはようございます。湊みなと先せん輩ぱい！」

　三つ編あみを解くと、実はかなり華はなやかな雰ふん囲い気きになる桜妹だったりする。俺の前に立つと、スカートの裾すそを広げて、ペコリと頭を下げる。親しくなってわかったが、乙女おとめゲーマーとしての桜妹には、生なま半はん可かではない乙女ゲーに対しての心こころ構がまえがあった。

　新しん作さく乙女ゲーに挑いどむときは、画面の外にいるわたしも正せい装そうを！　らしい。

　Ｔシャツにスウェットとか、だらけきった格好は言ごん語ご道どう断だんです！　らしい。

　すごく深く熱く語られた。桜妹もオタクの一種なんだな、と実感させられた。

「どうですか？　西洋ファンタジー学園ものの新作に合わせて、津つ久く見み君に作ってもらった新作の正せい装そうなんです！」

　津久見……俺のクラスにいるファン（男子生徒）によると、津久見きゅん……。やたら女おんな顔がおの騎士の一人。たぶん妹のつけたあだ名は「姫ひめ」。一年ながら選ばれたのは、上級生の女じよ子し生徒と、ちょっと嗜し好こうが特とく殊しゆな野や郎ろう共どもが票を投じたからだと、もっぱらの噂うわさだ。顔合わせのとき以来、まだきちんと話したことはないが、妙みようなところから妙みような特とく技ぎを知ってしまった。

　津久見は服ふく飾しよくを得意としている。桜妹は自分が乙女ゲーマーだとは明かしていないが、ひょんなことで津久見の特技を知ってから、たまに服を作ってもらうのだとか。代金は支払い、他にお菓か子しなども渡すそうだ。たまに桜妹と津久見がきゃっきゃっうふふしているのも見掛ける。

　きゃっきゃっうふふに語ご弊へいはない。そして誰だれがどう見ても男女的な仲には見えないのに、たまに電波ヤンデレが二人を監かん視ししているのも目もく撃げきする。電波ヤンデレに、ストーカーという単たん語ごをくっつけてもおかしくない。津久見には、電波ヤンデレストーカーのあしらい方を今度伝でん授じゆしようと思う。まあとりあえず、桜兄あには義妹いもうとへのＧＰＳ追つい跡せき他諸もろ々もろは止めたようだ。

「津久見君……力りき作さくだな。その服」

　桜妹が着ている服は、ロココ調ワンピースだ。ロココなんて知識は、最近になって乙女ゲーから得た。俺が服への感想を述べると、ぴょんと一回、桜妹が飛び跳ねた。

「でしょう？　かっわいいですよね、これ！　先輩なら、そう言ってくれると思ってました！えへへ」

　にこにこしていた桜妹だったが、ふとキリッと表情を引き締しめた。

「──それより、さっそくですが、この新作ゲーム『聖せいイノセント学園』を使って、講こう義ぎを始めたいと思います」

　そう。ときどき俺おれは、いつもより三十分ほど早く登校し、桜さくら妹いもうとに乙女おとめゲーのレクチャーを受けている。先生＝桜妹、生徒＝俺、の図。さすがに毎日とはいかないが。

「では今日きようは、先せん日じつ質問のあった金きん太た郎ろう飴あめシナリオについてと、個別ルートシナリオについてです」

　ちなみに前回は、逆ハーについて、だった。逆ハーとは、逆ハーレムの略りやく。女おんな主人公こうの周りに、主人公に好こう意いを寄せているイケメン野や郎ろうが一いつ杯ぱい！　むしろ全員網もう羅ら！　全員に好かれている私！　でも特とく定ていの一人は選ばねえ！　という状況らしい。これ、ぎゃくはー。

「金太郎飴は──」

　携けい帯たいゲーム機をＴＶに接続、ＴＶにゲーム画面を映し、桜妹が右手に携帯ゲーム機、左手に細ほそ長ながい棒を持った。実際にゲームを例に、桜妹が丁てい寧ねいに説明してゆく。

「金太郎飴は、切っても切っても断面が同じ飴のことです。つまり、これは揶や揄ゆなのです。金太郎飴シナリオとは、恋愛ゲームにおいて〈誰だれを落とそうが、シナリオは一いつ本ぽん道みち〉ということを示しています！」

　ピシリ、と棒で桜妹が画面を示した。

「んー。そうですね……。ある事件Ａが起こり、解決するシナリオだったとします。金太郎飴シナリオの場合は、攻こう略りやく対たい象しようが誰であっても、延えん々えんと事件Ａが起こり、それを解決します。解決方法ほうもほぼ大たい差さありません。ゆえにユーザーは繰り返すうちに飽あきる！　繰り返しが面めん倒どう！　ならば台詞せりふの違いを楽しむがいい！　──それが金太郎シナリオです！」

「よく分かりました、先生」

　となると、たぶん『フォーチュン・クラウン』はそうじゃないんだろうな。俺が覚えている妹の口ぶりや内容からすると、個別ルートで死ぬような出で来き事ごとが起こるのは俺だけだし。ホントにさー、なんで湊みなと先せん輩ぱいは死ぬんですかね……。

「では先生、個別ルートシナリオとは……？」

「いい質問ですね、武尊ほたか君」

　毎回、俺も桜妹もノリノリである。

「個別ルートシナリオとは、基本的に、攻略対象によって全く違う話が楽しめることを意味します……！　さきほどの例でいえば、攻略対象によって、事件は事件でも、事件Ａ、Ｂ、Ｃなどが起こります。もしくはミステリー、ホラー、コメディなど、話の方向性さえ異なることもある！　これならユーザーも飽きません！　繰り返しも楽しい！　ただし必然的にプレイ時間が長くなり、別の意味で飽きる可能性があります……。悲ひ劇げきですね……」

「なるほど……」

『フォーチュン・クラウン』は、こっちだな。

「先生！」

　俺おれは挙きよ手しゆした。

「なんでしょう、武尊ほたか君」

「個別ルートに入るまでの流れというのは、どんなものなんでしょうか？」

「お答えしましょう。それはジャンルによります」

　……ジャンル、だと？

「えー、ジャンルは……乙女おとめゲーの、学園アドベンチャー系けいで、シミュレーションも入ってる……やつ……？」

「なんだか、妙みように指定してきますね……。でも、それなら、まさに『聖せいイノセント学園』にあてはまります」

　ちょっと訝いぶかしげになった桜さくら妹いもうとだったが、すぐに先生モードに戻った。手て元もとの携けい帯たいゲーム機を操そう作さし、回かい想そうモードを出す。

　これは俺が説明しよう。回想モードとは！　ゲーム内で一度クリアした数々のイベントや閲えつ覧らんした一いち枚まい絵え、ムービー、エンディングなどを、あとで見返せる機き能のうのことをいう。

　……見返すの？　なんで？　と思ったが、そういうものらしい。

「まず個別ルートに入るためには、共通ルートを経ます。武尊君、これはわかりますね」

「共通ルートは、つまり……金きん太た郎ろう飴あめです！」

「そうです。起こる出で来き事ごとは一いつ本ぽん道みちです。しかし、かわりに攻こう略りやく対たい象しようごとの個別イベントが用意されており、起こすことができます。俗に言う好こう感かん度どイベントです」

　だから俺は、宮みや河がわとの好感度イベントを起こしてはならない。万まん一いち起こしたとしても、選択肢しを外すことで回かい避ひだな。

「ただし、好感度イベントにはフラグが仕組まれていることもあります。選択肢を外すと、一発でアウト！　なんていう罠わなもあり、侮あなどれません……」

　一発でアウトか……。いいなあ。これを狙ねらうことができれば、絶対に俺ルートに入らないんだよな……。だがしかし！　狙い方がわからない！

「まあ、好感度をあげ、イベントを出す。学園アドベンチャーなら、これだけでいけます。しかし、主人公を鍛きたえるシミュレーションパートもある場合、パラメーターも重視じゆうしされます。パラメーターは、主人公こうの能力を学力、体力、魅み力りよくなどで数すう値ち化かしたものです。たいていは、ルート分ぶん岐きやエンディング分岐の際にパラメーターで判はん定ていされます。パラメーターが足りていないと、いくら好感度があがっていても無む駄だ無駄無駄無駄無駄！　なのです！」

　見本として、桜妹が『聖イノセント学園』の回かい想そうモードで、二つのイベントをオートで流した。パラメーター判はん定ていで、合格するパターンと不ふ合格のパターンだ。

「まとめると、共通ルートから個別ルートへの移行は、①好感度、②判定イベントの際にパラメーターを満たしている、③フラグを折っていない、が基本です」

　判定イベント……。『フォーチュン・クラウン』では『幸運の冠かんむり』に選ばれる、か。

　宮みや河がわのパラメーターが不足していると、それだけでもう他の候こう補ほ者が冠かんむりをゲット、というわけだ。冠を得ることができなければ、とうぜん個別ルートには入らない、と。

　部室の壁かべ時計を見る。そろそろ時間だ。

「先生！　今日きよう最後の質問です」

　俺おれ、挙きよ手しゆ。

「──乙女おとめゲーにおけるノーマルエンディングとは？」

　参考に、これも聞いておきたい。

「乙女ゲーにおけるノーマル……？」

　……あれ。質問が悪かったか？　俯うつむいた桜さくら妹いもうとが小こ刻きざみに震え、くわっと大きな瞳ひとみを見開いた。

「そんなのはバッドエンディングです！　乙女ゲーにおいて攻こう略りやく対たい象しようとくっつかないなんて、どんな言葉で飾ろうとバッドでバッド！」

　……桜妹が『前ぜん世せ？』の妹に劣おとらぬ乙女ゲー大好き少女だということは、よくわかった。

「ですが……仕方ありません。武尊ほたか君の質問に答えます」

「あ、個別ルート分ぶん岐き前のノーマルエンディングって前ぜん提ていで」

「変な指定ばかりしてきますよね……湊みなと先せん輩ぱい」

「あはは」

　笑って誤ご魔ま化かした。

「まあ……いいです。攻略対象ルートに入る前、共通ルート内で終わるってことですよね、つまり。んー。これだと、主人公のパラメーターは足りていて判はん定ていイベントは通ったけど、攻略対象との好こう感かん度ど不足やフラグを落としている場合なんか、ノーマルに行きやすいです」

　つまり『フォーチュン・クラウン』なら、幸運の冠をゲットするだけで終わるのが、たぶんノーマル、と。しかし好感度とフラグが足りていれば、対たい象しようの野や郎ろうルートに進んでしまう……。

　結けつ構こう、条件付づけが厳きびしいか。

「でも湊先輩？　たくさん説明しましたけど、攻略対象によっては、好感度あげやパラメーター判定もなし、フラグも不要。そのかわりに特とく殊しゆ条件クリアのみ、なんていうキャラクターもいたりしますから……って聞いてます？」

「うんうん。聞いてる聞いてる」

　実は聞いていなかった。

　宮河のパラメーターあげ、は自じ主しゆ勉強やなんかだろうから、俺が邪じや魔まするのは困こん難なんだ。となると、俺がすべきことは、好感度落おとしとフラグを立てないこと……。フラグなんかは判はん断だんがつかないから、狙ねらいはやはり好感度だ。よし！　俺の方向性に間違いはない！

「せんぱーい？」

　聞いてる聞いてる。







　乙女おとめゲーレクチャーが終了したら、教室へ移動だ。もはや日課となっているが、下げ駄た箱ばこで手紙を回かい収しゆう、その場で開かい封ふう。五月上じよう旬じゆんに比べれば、けっこう少なくなった。抗こう議ぎ文ぶんは減ったが、代わりに変なのが増えた。ちなみにラブレターはない。騎士ナイトプ、は毎回入いれてくる。プって、俺おれに恋してる？　と思えてくるマメさ。

　今日きようは三通だった。どれどれ……。

『騎士プ』

　便せんは花はな柄がらだ。声レベル五の女じよ子し生徒……だったらいいなあ、騎士プ。

『秘められた何かを発はつ揮きする日はいつですか？　二年Ａ組　Ｓ』

　永遠にしません。Ｓも三日に一回ぐらいは手紙を出してくるな。……暇ひまなのか？

『冠かんむり候こう補ほと騎士たちの特製カード販はん売ばい中ちゆう。男だん子し生徒も女子生徒も、お気に入りの一枚がきっと見つかる！　裏うら購こう買ばい部ぶへゴー！　本ほん人にんには本人カードを無料で進しん呈てい中★』

　そして『武尊ほたか湊みなと』カードが封ふう筒とうに入っていた。

「……いらねえ」

　激しくいらない。あと★に殺さつ意いを覚える。

「はよーっす。あー。武尊んトコにも入ってたんだ？　裏購買の宣伝」

　左隣どなりの下げ駄た箱ばこの主ぬし、山やま田だが挨あい拶さつしてきた。

「はよーっす……。裏購買って、実在したんだな」

　前々からそういうものがあるとは知っていたものの、俺は興きよう味みがなかったので、利用したことはない。

　裏購買。それは生徒主しゆ催さいの販はん売ばい部ぶ。売るのも買うのも生徒のみ。実は教師も関わっているとか、理事長も知っていて黙もく認にんしているとか、いろいろ噂うわさはある。販売場所や営業時間は、端たん末まつで仮サイトにアクセスして会員登とう録ろくをし、本サイトにログインすることで知ることができる。まあ生徒が売っているので、朝とか、昼休みとか、放課後ごとかが主な営業時じ間かんらしい。商品ラインナップは……とりあえず、騎士カードはあるみたいだな。

「オレこのまえ、冠候補四人セットのカードを買ったわ。いいよなあ……実み琴ことちゃん。ちっさくてさー。ちまちま動いて。……そして胸がデカい。イイ」

　冠候補カードもあるようだ。そして山田は桜さくら妹いもうとのファンで巨きよ乳にゆう好きだということが判はん明めいした。だがな山田、桜妹にはもれなく電波ヤンデレな兄あに貴きがついてくるぞ。茨いばらの道だぞ。

「裏購買の販売員って、どんな奴やつ？」

　靴くつを履はき替え、話しながら歩き出す。

「あー、ウサギ女子」

「うさぎ？」

「顔だけウサギの着ぐるみ。色はピンクだった」

「……そうか」

　現実的に考えて、ちょっとそれはどうなんだよ……的なことがナチュラルにまかりとおっていても、受じゆ容ようできるようになってきた俺おれだ。なんせ理由を知っている。

　そう、乙女おとめゲーだから！

「部ぶ活かつの先せん輩ぱいに聞いたんだけどさ、裏うら購こう買ばいの部員は、代だい々だい受け継がれて存そん続ぞくしてるんだと。中には、なんで売ってんのかわかんないモンもいっぱいあるってさ。行くとわかるけど、ウサギ女子が売ってるだけあって、だいたい女じよ子し生徒向けだな。小こ物もの類るいとかアクセサリーとか」

『フォーチュン・クラウン』は、アイテム数も膨ぼう大だい……。宮みや河がわ、もといプレイヤーが買うための。そういえば妹も「アイテムコンプ！」と燃えていた。

「……？」

　──俺おれはいま、何か重要なことを思い出しかけている気がする……。

「！」

　天てん啓けいがひらめいた。そうだ。俺はなぜ、いまのいままで忘れていたんだ……。むしろなぜ真まっ先さきに、このことに思い至らなかったのか……！

「山やま田だ！」

「おう？」

「裏購買の仮かりサイトのＵＲＬを教えてくれ！　この『武尊ほたか湊みなと』カードやるから！」

「じゃあ、端たん末まつに送ってやるよ。──そのカードはいらないわ」

　遠えん慮りよすんなよ、山田。







　思い出した、八。

　妹曰いわく「攻こう略りやくヒントが学校で買えるんだよね。ぼかしヒントだから解かい読どくが必要なんだけど！他にも攻略用ようアイテムが売ってるから、このショップ利用は必ひつ須すだね！」とのこと。

　学校で買える……ならば、このショップって、裏購買なんじゃないか？　裏購買で、本なのかデータ形式なのかは定かではないが、攻略ヒントが買える！

『宮河乙女』にとっての攻略ヒントは、すなわち、俺にとっての攻略回かい避ひヒント。

　入にゆう手しゆできれば、攻略対たい象しよう的てきライフから上手うまく遠ざかれることだろう。

　そして、ここが本当にゲーム世界なら、売っている可能性が高い。裏購買を他た生徒も利用できているってことは、主人公こう限定ではないということだ。とにかく、試す価か値ちはある。

　山田から送られてきた仮サイトに端末でアクセス、登とう録ろくをこなし、さっそくログインした。

　会員サイトに本日の販はん売ばい場所と時間が掲けい載さいされている。売られているものは、裏購買に行ってみるまでわからない。

「読書時間中ちゆう、本ほん校舎屋おく上じよう前まえの踊り場」

　改めて、読み上げる。何を隠かくそう、山やま田だと別れ、すでに俺おれはそこへ向かっている。

　本ほん日じつは木曜日。大だい翼よく学園高こう等とう部ぶは独どく自じカリキュラムを持ち、木曜の一時間目めを読書オリエンテーリングにあてている。月末には読んだ本の感想文を提出しなければならない。が、要するに感想文を出せばいいとも言える。読書オリエンテーリング時はクラスにいろ、という指定があるわけでもない。よって木もく曜よう一時間目めは無む法ほう時間と化す。部ぶ活かつ棟とうで青春するもよし、彼女持もち、彼かれ氏し持ちは、不ふじ純ゆん異い性せい交こう遊ゆうに励はげむもよし。食堂で遅い朝あさ飯めしを食べるもよしだ。

　──俺はキョロキョロと周囲を見渡しながら、慎しん重ちように歩を進める。

　攻こう略りやく対たい象しような俺の一日、移動編へん。

　学園内ないは、目に見えない監かん視し網もうが張り巡らされている。朝あさ練れん部ぶ活かつの生徒ぐらいしかまだ登校していない早朝とは異なり、もはやこの時間帯たいは危険だ。晒さらされる。

　すなわち──高こう等とう部ぶ生徒──人の目に！

　奴やつらはゴシップ好きだ。恐ろしきは集団。

　人気者が誰だれ々だれと帰ったとか。このまえ休日に誰それと誰それが一いつ緒しよに歩いていたとか。目を光らせている。人気者カップルが平へい日じつ朝に破は局きよくした場合、昼休みにはその話が出回っている。平日放課後なら翌よく日じつ朝に。情報端たん末まつを駆く使ししたやり取りが、まず女じよ子し生徒の中を駆かけ巡る。

　特に「幸運の冠かんむり」選出期き間かんなんかは光らせまくりだ。女子生徒は、騎士ナイトがどの冠候こう補ほといたか。男だん子し生徒は、冠候補の動どう向こうを──。

　さらにこの行事を利用し、どの騎士と冠候補がくっつくか、カップル成立オッズなるものが開かい催さいされている。我がクラスの委員長、斎さい藤とうさんも参加している。以前、斎藤さんが救きゆう世せい主しゆとなったときの呟つぶやきの意味が垣間かいま見みえた。

　……大おお穴あなは俺らしいな。「ブソン君に賭かけてみたから、ぜひ、ぜひ！　頑がん張ばってね！」と斎藤さんに応援された。絶対に頑張らねえ。あと俺はホタカです。

　俺も監かん視しされる側となったのだ……。

　姉あね貴きへの意い趣しゆ返がえしが翻ひるがえって俺にきたという、理事長権けん力りよくによるねじ込みだろうと、たしかに騎士は騎士だからな……。

　見ていないようで、奴やつらは見ている。

　このまえ、学内の自動販はん売ばい機きで間違ってボタンを押し『いちごオレ』を買い、仕方なくその場で一気飲のみしたことがあった。すると翌日「騎士の武尊ほたか湊みなとはいちごオレ好き」という噂うわさが出回っていた。桜さくら妹いもうとに「さすがオトメンですね、先せん輩ぱい。どうぞ！」といちごオレをプレゼントされ、追い打ちをかけられた。でも飲んだ。

　パパラッチに追つい跡せきされる有名人の気持ちが、爪つめの先ほどだが理解できた。

　以来、人通りの多い時間帯、こっそりと行動したいときなどは、乙女おとめゲー購こう入にゆうミッションの際のように、サングラスとマスクを装そう着ちやくすることにしている。つまりいま。首から下は学校指し定ていのブレザーだ。これといって特とく徴ちようがないため、顔を隠かくせば俺だとバレることもない。

　本ほん校舎は五階建て。屋上前まえ踊り場までは長い。二階階段半なかばで再度、周囲をチェック。

　イベント発生の気け配はいは……たぶんないな。

　もう一つ、移動時じに俺おれが慎しん重ちようになる理由がある。

　──ここのところ、妙みように宮みや河がわと遭そう遇ぐうしそうになるからだ。一年と二年。普通は学年が違えば接点は皆かい無む。さらに俺は帰き宅たく部ぶで、宮河は演えん劇げき部ぶだ。もうこの時点で、恋が芽め生ばえる確かく率りつは一ひと桁けたを切る。はず。

　出会いがなければ、何も生まれようがないからだ。

　にもかかわらず。

　移動しているだけで、なぜか遭そう遇ぐうするようになってしまった。それも変へん装そう、未変装関かん係けいなく。相手に見つかる前にサッと踵きびすを返す、隠かくれる、等で回かい避ひし続けているが──限界が近い。もう、イベント発はつ生せい一歩手て前まえなような。こう、乙女おとめゲー世界ならではの、ゲームシステム的な作さく為いを感じる。俺の妄もう想そうなんだろうか。

「あれか……」

　屋上前まえの踊り場にシートを広げ、店みせ番ばんをする女じよ子し生徒が見えた。まごうことなき、うさぎの着ぐるみだ。頭だけかぶり物の、片かた耳みみが折れたピンクうさぎだ。そんな状態で、丸まる椅い子すに座り、カバーのかかった文庫本を読んでいる。それなのに、様さまになっている。制服の着こなしも、どことなく気き品ひんが漂っているような……。

　まあ、俺にとっての最さい重要ポイントは声！　だが。

　大だい人気超ちよう絶ぜつ美少女でも、声レベルが一だったりしたら、俺的には美少女詐さ欺ぎなのである。

　俺が近づくと、うさぎ販はん売ばい員いんがペコリと頭を下げた。

「……いらっしゃいませ」

「つっ？　レベル五！」

　ヤバイ。危うく鼻はな血ぢを吹くところだった。俺が聞き間違えるはずもないだろう。この至し高こうの声はまさしく……！　何で裏うら購こう買ばいの販売員なんてものをやっているんだ。

「ほ……ほほほほほほほ！」

「ほ？」

　たった一いち音おんだけでも至し高こう！　マスクをおさえて、とりあえず後ろを向いた。この学園に通うようになってから常備じようびしているポケットティッシュを取り出す。

　そして、マスクの下──鼻の穴に詰める！　ふう……。これで鼻血対策は完かん璧ぺきだ。

　少し落ち着いたので、うさぎ販売員に向き直った。えー。ほ、ほ……。

　法ほう条じよう！　って名指ししたら不味まずいな、たぶん。俺の声センサーが、うさぎ販売員は法条紗さ綾やだと示しているが、裏購買の販売員は秘ひ密みつみたいだし、ここは指し摘てきせずにおく。でもこれ、他の奴やつらも気づくだろ。気づかないのが乙女ゲー？　そんなご都つ合ごう主しゆ義ぎな……いやまさか。

「ほ……本日のおススメ商品は？」

「騎士ナイトカード五枚セット。いまなら十パーセントオフ」

　十パーセントオフでもいらねえ……。まだ冠かんむり候こう補ほカードのほうが……。しかし、シート上の商品を見る限り、冠かんむり候こう補ほカードはない。売り切れか？　法ほう条じようカードはちょっと欲しかった……。ていうか、法条とこうして話せる日が再び来ようとは。

　思し考こうが過去へと飛ぶ。返す返す、あれは失敗だったな……と。

　一年前の六月、放送の主ぬしが法条だと知った俺おれは、その日のうちに会いに行った。そして直球勝しよう負ぶで決めた。

「付き合ってください！」

「……どこに？　場所によるけど」

　天てん然ねんか、わざとなのか、法条は古こ典てん的てき手法で華か麗れいにかわした。いま思えば、あの反応も乙女おとめゲー世界ならではのものだったのか……。

　場所じゃない。場所じゃないですよ、法条さん！　主しゆ語ごを省はぶいた俺も悪かったけど！

「……どこに付き合えばいいの？」

　しかも親切にも法条は申し出てくれた。当時を回かい想そうしていたら、何か、ただ素直で天然なだけだったようにも思えてきた。

「いや、あの」

「さーやー。また男に捕まって！　ほら、行くよ！」

　俺が再さい告こく白はくに踏み切ろうとまごついている間に、法条は友人らしき女じよ子し生徒に連れられていってしまった。

「ああいう手合いは無む視しでいいの！」

「そう……？」

「そう！　変な虫が付かないようにって、紗さ綾やのお姉ねえさんたちにも頼まれてるんだから！」

　追いかける隙すきはなかった。法条に、というより、法条をガードしている友人に。あの女子生徒の顔を、俺は忘れない。あいつは敵だ……！

　告白したんだか、告白してないんだか、そんな中ちゆう途と半はん端ぱな状態で、俺の恋は砕くだけ散った。法条と俺との間には、そんな悲しい過去と因いん縁ねんがあるのだ。振った、振られた関係。しかも、法条は告白され慣れているので、俺のことは覚えていないであろう。現に覚えていなかった。

　忘れていてくれてよかったが……少しは覚えていて欲しかったような……悲しい男おとこ心ごころだ。まあ、ひとときの会話であれ、至し高こうだったな、法条の声は！

　以後、法条の放送アナウンスが俺の至し福ふくのひとときとなった……。具体的に言うと、月、火、金の昼放送だ。それを録音するなどという邪じや道どうなことはしない。生なま声ごえが重要なのだ。

　よし。会話を続けよう。何か話題……。話題……。話題……。わだい……。思いついた！

「その着ぐるみ……いつも着てるの？」

　言ってから気づいた！　俺のバカ！　いつも着てるわけねえだろ！

　しかし法ほう条じようはナチュラルに答えてくれた。

「いつもは着ない」

「そ、そうだよなー。販はん売ばい員いんしてるときだけだよなー。でも毎回被かぶるの大変そうだよな」

　我ながらちょっとわざとらしいが、俺おれにしては会話をうまくつなげたぞ！

「毎回？　いいえ、臨りん時じ。友人のかわり」

　なるほど。臨時販売員か……。だから騒ぎにもなっていないんだな。しかし友人って……あの、俺の敵の女子生徒？

「今日きようだけなんだ？」

　こっくりと、うさぎ頭の法条が頷うなずく。

「たぶん」

　ああ、幸せだ。俺はいま法条と会話をしている！　しかし、本来の目的を思い出すんだ。おまえは攻こう略りやくヒントを買いに来たんだろうが！　それらしきものは……。

　騎士ナイトカード、は当然除じよ外がい。ミニ観かん葉よう植物、怪あやしげなサプリメント、ぬいぐるみ、メルシーくまさん……の何か。サスペンスゲームじゃあるまいし、ぬいぐるみの背中を切り裂さくと暗あん号ごう文ぶんが、なんてことはないよな。素直に紙形けい態たいの商品か。

　シート右隅すみに数冊ほど重なった雑誌の山があった。

「これは？」

「学園誌し『だいよくvol.2』。隔かく月げつ発行。vol.2は『幸運の冠かんむり』選せん定てい特集。巻かん末まつに占うらないつき」

　これなのか……？　立ち読みを試こころみることにする。折れ耳うさぎ法条は無む反応。立ち読みオーケーと解かい釈しやくしよう。流し読み開始。サングラスをかけていると少々読よみづらい。両目二・〇を誇る視し力りよくに悪そうだ。しかし確かに特集号だ。冠候こう補ほと騎士の写真と簡単なプロフィールが載のっている。周囲の証しよう言げんまで。まず俺ページをチェックする。

『武尊ほたか……？　すげえ面めん倒どうくさがりだけど、いい奴やつじゃないの？　あと声オタ。そーいや、おれは幼よう稚ち園えんと小学校一いつ緒しよだったんだけど、ブソン、ブソン言って怒らせたなー。だからちゃんとホタカって呼んでやってくれ。あ、いま思い出したわー。あいつのお誕生会っての、幼稚園生のときにやったんだけど、その反応が、ふーん、て感じで、かっわいくないガキだったわ、武尊。あとあいつの姉ねえちゃん、超ちよう美人！　女め神がみ！　なにあれ。思うんだけど………遺い伝でん子しってさ……残ざん酷こくだよな……』

　声オタじゃねえ、フェチだ！　証言者は元クラスメイトのＢ君ってなってるが……顔に目め隠かくし入ってても丸わかりだぞ。公く家げっぽい名みよう字じだからクゲくんって呼ばれてた西にし御み門かどだろ……。西御門……ホタカ云うん々ぬんでちょっと見直したのに、遺伝子ネタで見事に相そう殺さいされた。

　それと、誕生会でそんな反応してたっけ、俺。たぶん無む意識下かにあった『前ぜん世せ？』の影えい響きようだろうな。『日下部くさかべ湊みなと』は高校生まで体験してるもんな……。

　なお、紹しよう介かいページには攻こう略りやくは載っていなかった。空から振ぶりだったのか……。

　パラパラと読み流し、閉じる直ちよく前ぜんに占いのページを見つけた。

　学園の謎なぞの占うらない師による、迷える乙女おとめへ捧ささげる今月のお言葉。誕生月占い。

『一月生まれの貴方あなた……高こう潔けつなる騎士ナイトの心を射い止とめたいのであれば、放課後ごに体育館へおもむきましょう。何も起こらないなら、まだ時が満ちていないということです。また、何かが起こったとき、そこでは決して笑ってはなりません。ここで笑えば、道は閉ざされるのです……。道がつながったならば、のちに偶ぐう然ぜんの…………』

　んー？　んん？

　占うらないにしては……。

　月の文ぶん頭とうは、すべて、『何月生まれの貴方……』ではじまる。次が『～なる騎士の心を射止めたいのであれば』と続くのと、『～なるライバルと親しくなりたいのであれば』で続く二パターン。

　これ、生まれ月は無む関係で、騎士攻こう略りやくと、冠かんむり候こう補ほの友情エンディング攻略へのヒントじゃないか……？

　数も、騎士は五ヶ月分で五つ。冠候補も三ヶ月分で三つある。数も合う。占いは十二月までだから、他の残り四ヶ月分もヒントなのかもしれないが、解かい読どく不能だ。

　ところで高潔なる騎士……って誰だれだ？

　俺おれではないだろう。まあ、ともかく、俺だよ、俺攻略。

　俺該がい当とうの文面は……と。『～なる騎士』になっている月を探す。騎士と冠候補の月に順序はなく、一月は騎士攻略、二月は謎なぞ、三月に冠候補攻略、とバラバラだ。

　心を閉ざす騎士、孤こ独どくの騎士、享きよう楽らくの騎士、凡ぼんなる騎士……。迷うことなく最後か……。いいんだ、別に。悲しくなんてない。

『十月生まれの貴方……凡なる騎士の心を射止めたいのならば、正せい攻こう法ほうではなりません。学校での出会いを大切に。強制なる出で来き事ごとが起これば……。以下次号』

　俺の攻略ヒント短みじかっ！　少なっ！

　おまけに以下次号って……ちょっと。参考に、ならないんですけど……攻略ヒントさんよ。

　そして、正攻法で落ちないのか、俺。なんですか、それ。学校での出会い？　宮みや河がわとの遭そう遇ぐう率りつが高くなったのと関係が……？　強制なる出来事ってのは、つまり強制イベントか。

　強制イベント怖こええええええ。いつどこで来るんだよ、それは。

「これ、ください」

　雑誌を閉じ、お会計を頼む。

「三千円になります」

　高っ！　ボッタだろ！　うっすーい雑誌一冊さつで三千円って……。攻略本ぼんだから、高めの値ね段だん設定ということか？　泣く泣く財さい布ふを出し、千円札を三枚抜ぬき取る。

　受け取った法ほう条じようが、小さな鍵かぎ付つきの金きん庫こ箱に札を入れた。

「この『だいよく』だけど、次号の入荷にゆうか日びは……？」

　少なくとも次号も買う必要がある。

「七月十日」

　遠いな。

「……ありがとう」

「どういたしまして？」

「…………」

「…………」

　沈ちん黙もくが落ちる。俺おれとしては、顔はうさぎのかぶり物であっても、せっかく法ほう条じようとこうして二人きりなんだ。もう少し話していたい。客も来なくていいぞ。

「……まだ何か？」

　適切な話題を探すあまり、そのとき俺は少しばかりとち狂っていた。またもや直球勝しよう負ぶで行ってしまった。

「アイラブユアヴォイス」

　言った。終わった、と思った。しかし、クスっという笑い声が、沈黙を破る。

「変な人。私の声が好きなのね」

　いやいや、法条のファンはたくさんいると思います。
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「……ありがとう。少し、嬉うれしい」

　うさぎのかぶり物が、そっぽを向いてそう言った。だが、ふと俺おれに向き直ったかと思うと、じーっとこっちを凝ぎよう視ししている。何ですか、法ほう条じようさん。サングラスとマスクは法条的にＮＧなのか？　そうだ。変へん装そうについて質問されたら、花か粉ふん症しようだと答えよう。そうしよう。

「……？　柚ゆ子ずの言っていた、さんぐらすとますくのひと……？」

　俺の心の構えとは裏うら腹はらに、質問は来なかった。そのかわり、法条は何やら呟つぶやくと、小こ首くびを傾かしげた。折れてないほうのうさぎ耳がパタンと揺れた。

「ゆず……？」

　俺も呟く。ゆず……。果くだ物ものか？

　今度は法条はかぶりを振った。

「いいえ。何でもない。……ところで、もっとしゃべったほうがいい？」

　なんと、こんな提案まで！

「とにかく長くお願いします！」

「長く……。般はん若にや心しん経ぎよう、寿じゆ限げ無む、新しん約やく聖せい書しよマタイの福ふく音いん書しよ冒ぼう頭とう？」

　しばらく考え込んだ法条が、言った。そして、俺もものすごく真剣に考え込んだ。果たして、どれを選ぶべきか？　法条の美声が最も生かされるのはどれなんだ……！

「どれも、放送部の練習朗ろう読どくで使うんだけど……嫌いやだった？」

　俺の無む言ごん時間が長すぎたらしい。ああ！　法条が心なしかしょげている。

「とんでもございません！　ぜんぶでもいいぐらいです！」

「……ぜんぶ？」

「イエス」

　俺は、こくこくと頷うなずく。

「わかった。じゃあ……般若心経から。観かん自じ在ざい菩ぼ薩さつ行ぎよう深じん般はん若にや波は羅ら蜜み多た時じ照しよう見けん五ご蘊うん皆かい空くう度ど一いつ切さい苦く厄やく舎しや利り子し色しき不ふ異い空くう……」

　般若心経も、美び声せいにかかるとこうも違う。

　この素晴らしい朗ろう読どくの中、軽快に階段を昇ってきたらしき男だん子し生徒が一人「ひっ……？」と雑ざつ音おんを上げながら駆かけ去っていったが、なぜだ？　理解できない。

「……般はん若にや波は羅ら蜜みつ多た是ぜ大だい神じん呪しゆ是ぜ大だい明みよう呪しゆ是ぜ無む上じよう呪しゆ是ぜ無む等とう等どう呪しゆ能のう除じよ一いつ切さい苦く真しん実じつ不ふ虚こ故こ説せつ般はん若にや波は羅ら蜜みつ多た呪しゆ即そく説せつ呪しゆ日わつ羯ぎや諦てい羯ぎや諦てい波は羅ら羯ぎや諦てい波は羅ら僧そう羯ぎや諦てい菩ぼ提じ薩そ婆わ訶か般はん若にや心しん経ぎよう。終わり」

　ブラボー！　ブラボー！　思わずエセ外がい国こく人じん化かするほど、そして俺が霊れい魂こんだったら即そく成じよう仏ぶつするほどのものだった。惜おしみない拍はく手しゆを送る。

　心が洗われた。

　アンコールと叫びたいところを我が慢まんし、次を待つ。

「じゅげむ、じゅげむ、ごこうのすりきれ、かいじゃりすいぎょの、すいぎょうまつ、うんらいまつ、ふうらいまつ、くうねるところに、すむところ、やぶらこうじの、ぶらこうじ、ぱいぽぱいぽ……」

　呪じゆ文もんのような、ただの長い名前が生命を授さずかるのを、俺おれは確かに聞いた。

　また階段を昇ってきたらしき別の、今度は女じよ子し生徒が「私は何も見なかった……。私は何も見なかった……」と呟つぶやきながら、遠ざかっていったが、謎なぞだ。

「アブラハムはイサクをもうけ、イサクはヤコブを、ヤコブはユダとその兄弟たちを、ユダはタマルによってペレツとゼラを、ペレツはヘツロンを、ヘツロンはアラムを、アラムはアミナダブを、アミナダブはナフションを、ナフションはサルモンを、サルモンはナハブによってボアズを、ボアズはルツによってオベドを、オベドはエッサイを、エッサイはダビデ王をもうけた。ダビデは……」

　これで最後か……。ダビデ王っていうのは、俺も聞いたことだけはある。新しん約やく聖せい書しよとか言ってたよな、法ほう条じよう。当然、俺は読んだことなどない。そういえば、外国の歴史は『前ぜん世せ？』との相そう違い点てんがあんまりないんだよな……。

　まあ、そんなことはどうでもいい。法条の口から紡つむがれると、外国人の系けい図ずのような名前が延えん々えんと紡がれていても、まるで音楽のように聞こえる……。いや、これはもはや至し高こうの音楽！

　しかし、またも雑ざつ音おんが……。先ほどとは違う女子生徒が「神かみの啓けい示じが！」とか叫んで駆かけ降りていった。あれって、もしかして俺に手紙をくれる子？　二年Ａ組のＳ？

「……終わり。ありがとう。発はつ生せい練習になるし、聞いてくれる人がいると嬉うれしい」

「え、みんな聞きたがらないの？」

　まさに、法条のレベル五の声への冒ぼう瀆とくに他ならない。

「放送部員に練習の相手を頼もうとしても、逃げる」

「逃げるって……」

　法条が、ではないよな。

「えーと、相手の放送部員が？」

「ええ」

　法条は少し悲しそうだ。なんか、かぶり物もの越ごしに醸かもし出す雰ふん囲い気き的に。

　そういえば……特とく定ていの人間としか、法条って行動してないな。こう、法条はオーラが漂っていて、近ちか寄よりがたいっていうか……。だから、相手が逃げたように法条には感じられる、と。俺は声レベルパワーへの情熱で、高こう貴きなオーラは平へい気きだけど。

「じゃ、ほ……君は、話すのって嫌きらいじゃないんだ？」

　放送をしているときはともかく、普ふ段だんは口くち数かずが少ないイメージだったんだが。

「ええ。別に嫌いじゃない」

「そっか……」

「──あなたは、また裏うら購こう買ばいに来る？」

「次号の『だいよく』を買いに」

「じゃあ……次回のご来店をお待ちしています？」

　うさぎのかぶり物なのに、仕し草ぐさが優ゆう雅がだよなあ、法ほう条じようは。彼女に見送られ、裏うら購こう買ばいをあとにする。法条の俺おれへの好こう感かん度どが一から三ぐらいには上がったに違いない。──あれ？　でも法条は、俺だってわかってないんじゃね？　と、屋上前まえの踊り場からもだいぶ離れ、歩みを止めた二階の階段途と中ちゆう。

　油ゆ断だんしきっていたそのときに、それはやってきた。

　階段を降りようとする俺。そして昇のぼってくる、ある一人の女じよ子し生徒。

　こちらを見上げ、立ち止まったのは、宮みや河がわだ。

　顔合わせのときは、初うい々ういしい一年生という印いん象しようが強かった、物語の主人公こう。さすが主人公だ。まだゲームは序じよ盤ばんだというのに、既すでに洗せん練れんされてきている……！

　これが主人公オーラというやつか！　基本スペックが高いな、宮河。

　なぜだか俺と宮河とで、お見合い状態になってしまう。ハプニング的遭そう遇ぐうだが、問題ない。俺は変へん装そう済ずみだ。だから宮河は、ヘンな男を見て、ビックリして思わず立ち止まったのだ。そして用もないのに、変人の他人に声をかける主人公がいるだろうか？　いや、いない。

　ただ通り過ぎるだけだ。

　すれ違う。

　──すれ違った。

　降りた。降りたぞ！　俺は何事もなく階段を降り、途中にある踊り場に辿たどり着いた。イベントは起こらなかった！

　身体からだを反はん転てん、手すりに手をかけ、さらに下へ降りようとし──俺は少し上を見上げた。なんだかんだで宮河が気になったからだ。まあ、いないことを確かく認にん、というか。

　まだ階段を昇っていたとしても、後うしろ姿すがたが見えるぐらい──。

　だが、見上げた視線が、合った。

　宮河は、階段半なかばで振り返っていた。

「──武尊ほたか、湊みなと」

　──え？

　あのときと同じ。姉あね貴きの荷物持もちで駅前に出掛け、遭そう遇ぐうしたときのような、硬こう質しつな声だった。

　ちょっ、何やってんだ、宮河。

　宮河は──バランスを崩くずして足を踏み外した。必然的に、空中ダイブ。

　肩に強い衝しよう撃げきがきた。駆かけ寄った俺が、宮河を支えることに成功したからだ。

「あっぶねえ……」

　安あん堵どの息を一つ。

「おっまえなあ、何をやって……おーい、宮河ー？」

　反応がない。気を失っている。目が閉じられた横よこ顔がおは、少し青あお白じろい。空中ダイブのショックというより、もともと疲れがあったのかもしれない。『フォーチュン・クラウン』は、シミュレーションパートで主人公こうを鍛きたえる。俺おれも詳しくなったものだが、たぶんパラメーターに疲労の項こう目もくもあると推すい測そくできる。頑がん張ばりすぎて疲労が溜たまり倒れる……と。

　……さて、どうしよう。

　人じん道どう的に、ここに放置は不味まずいよな。保ほ健けん室へ運ぶか。運ぶ……。

「血ち迷まよったか、俺よ」

　なぜだかわからない。俺の気のせいかもしれないが、一いつ瞬しゆん、猛もう烈れつにお姫ひめ様抱だっこをして運ばなければならないような感覚にとらわれた。乙女おとめゲー的世界からの無む意い識しきの呼びかけ？　攻こう略りやく対たい象しようとして、脳が乙女ゲー汚お染せんに……？　怖こわ。

　ぶるぶると首を振る。

　──お姫様抱っこだと？

　アホか。

　俺は姉あね貴きの方針で、『武尊ほたか湊みなと』人生では武ぶ術じゆつを幼少期きから学んでいた。武術でもスポーツの一種です、なんてところではなく、「対たい人じん戦が骨の髄ずいに深く染しみこむまでとことん学びましょう」、「売られた喧けん嘩かは買った上で必ず勝て。──素す手ででだ」、「得え物ものなど笑しよう止し。己おのれの肉体こそが最大の武ぶ器きである」、「暴ぼう漢かんは過か剰じよう防ぼう衛えいギリギリで再さい起き不能にするべし。後こう悔かいさせてやれ。ワタシが許す」などという標ひよう語ごが額がく縁ぶちに入れて飾ってある突き抜けた教室だった。

　姉あね貴きがああなった原因の一いつ端たんだよな……きっと。

　その武術教室に鍛きたえられ、俺は『前ぜん世せ？』よりも現在のほうが身しん体たい能力は高い。何年も続けていれば、そりゃあ丈じよう夫ぶになる。体育とかの運うん動どう能力に直ちよつ結けつしないのが何だが。

　継けい続ぞくは力なりだ。これも教室の額縁の標語にあった。

　しかし、お姫様抱っこ……。あれは、両者の協力と信しん頼らい関係があってはじめて成功するものだ。しかも短たん時じ間かん短距離。右から左へ移動させるならば、お姫様抱っこも良い運うん搬ぱん方法だ。

　断だん言げんしよう。長ちよう距離移い動どうには絶対に向かない。気き絶ぜつした人間を抱えながら運ぼうなんて超ちよう人じん技は、凡ぼん人じんには不ふ可能である！　せいぜい頑張って数メートル。ここから保健室までなんてやったら、途と中ちゆうで行き倒れだ。俺が。筋きん肉にくがつり、腰こしを痛め、ミイラ取りがミイラになる。

　この場合のベストな運搬法は、米こめ俵だわらを担かつぐように、対たい象しようを肩にかつぎあげる方法だ。

　一いつ旦たん、宮みや河がわを床に寝かせた。咄とつ嗟さのことで踊り場に放り投げてしまった『だいよくvol.2』を丸めて、ブレザーのポケットに突き刺す。

　そして、宮河の脇の下に手を入れて……と。う。いい匂においが！　香こう水すい系けいとは違うが、素すでいい匂いがするものなのか……！

　これは救助、救助、救助ったら救助だ。

　担ぐ。運搬体たい勢せい完了だ。

　……うん。ミニスカートが目に毒どくだし、安定した運うん搬ぱんのために、太もも辺りを後ろから片腕うでで抱えるわけだが。……すべすべしている。いい匂においがするし、柔らかいし、体温は直じか伝わりだし、邪じや心しんよ去れ……！　これがもしイベントだったりしたら、乙女おとめゲーの攻こう略りやく対たい象しようってやつは、なんて辛つらいんだ！　きっとゲーム画面では、涼しい顔で救助しているような描びよう写しやなんだろう。しかし実際は違うぞ！　必ひつ死しに邪じや念ねんと戦っている。何という蛇へびの生なま殺ごろし。……攻略対象はつらいよ。

　邪念と戦いつつ、目指すは保ほ健けん室しつだ。

　サングラスとマスクを着けてて良かった……！　と思った。宮みや河がわにも当然、監かん視しの目はついている。一いつ緒しよにいるだけでなく、気を失っているのを運んでいるというシチュエーションだ。奴やつらが見み逃のがすだろうか？　愚ぐ問もんだ。しかしこれのおかげで、俺おれの面は割れない。

　このとき、俺は思いもしなかった。

　顔を隠かくしていたせいで、のちに、冠かんむり候こう補ほを運んでいたアイツは誰だれだったんだ……？　と『変へん装そうマン』と名付けられ、『変装マン』が新たな監かん視しターゲットとなることを。







　──保健室にて。

　俺は頭を抱えている。

　宮河を無ぶ事じに運はこび込んだはいいが、保険医いは「寝ね不足および疲労」と診しん断だんしたあと、放送で呼び出されて行ってしまった。そして、お約束。付き添いとして俺が、ベッドに寝かされている宮河の側にいることになったのだ。

　これは果たして乙女ゲー的てき俺攻略のイベントなのか？　俺ルート？　死ぬの？　留る守す番ばん役やくを放り出すべきか？　待て、それは人としてどうなんだ？　いやしかし。

　答えが出ないので、ベッド脇の窓まど辺べにパイプイスを引き寄せて座る。宮河が目を覚ます気け配はいはない。サングラスとマスクを外して、時間潰つぶしに『だいよくvol.2』を開く。

　巻かん末まつの占うらないを熟じゆく読どく。

　遠とお回まわしに、騎士ナイトを落とすための攻略の基本が書いてあった。

『恋愛の基本はカウンセリングです』

　攻略対象である野や郎ろう共どもが抱える心の悩みを解決するわけか……。乙女ゲーの主人公こうって、医い者しやか？　宮河も大変だな……。

『が、例外もありますので、あしからず』

　とことん役に立たねえ攻略ヒントだな……。

　騎士のはさっき見たから、冠かんむり候こう補ほ攻略用ようのヒントを試しに一つ読んでみることにする。

『九月生まれの貴方あなた……高こう貴きなるライバルと親しくなりたいのならば、五月二十八日の自由時間に、とある秘ひ密みつの場所へ買い物に向かいましょう。意い外がいな姿すがたの彼女と出会えるはずです』

「高こう貴きなるライバルって……法ほう条じようのことか？」

　さらにここで問題です。今日きようは何月何日でしょう。

　──答え。五月二十八日。

　ということは、折れ耳うさぎ法条と俺おれはイベントを起こしたのか？　ライバルと攻こう略りやく対たい象しようの間にもイベント自体はあるはずだから、可能性はある。いや、こうも考えられる。宮みや河がわも同じ場所にもともと行こうとしていたんだから、むしろ法条と宮河の間に起こるはずだった友情イベントを、俺が阻そ止ししたと。……マジか。がっでむ。

　欲望に負けて般はん若にや心しん経ぎようや寿じゆ限げ無むや家か系けい図ずを聴きかず、すぐに立ち去っていれば……！

「武尊ほたか先せん輩ぱい……ですか？」

　後こう悔かいの念ねんに襲おそわれていた俺は、いきなり名を呼ばれて椅い子すから跳び上がりそうになった。

　乙女おとめちゃ……いや、宮河が目を覚まし、まだぼんやりしている様よう子すで、こちら側に顔を傾かしけている。パチパチと何度か瞬まばたきをし、俺とはっきり視線が合うと、大きく目を見開き、上半身を起こした。室内を見回す。最後に、再び俺を見た。

　別に、普通、だよな。「あなたは、誰だれですか」とか、俺のフルネームを呼んだときの様子は、いまの宮河には、ない。ゴールデンウィークに会ったときに覚えた違い和わ感かん──その一度目めは気のせいで済ませられても、二度目……さっきの階段での宮河は……？

　宮河乙女。『フォーチュン・クラウン』、このゲームの主人公こう。だが考えてみれば、宮河自身のことは、ほとんど知らないんだよな。妹曰いわくのゲーム知識で、知ったような気分になっているだけで。

「──保ほ健けん室へ、先せん輩ぱいが運んでくれたんですか？」

　ここで違うって否定するのは、苦しいか。端たん的てきに頷うなずいておくことにする。

「ご迷めい惑わくをおかけして……すみませんでした」

　項うなじを垂たれてしまった。

「あの……先輩は、わたしのこと、避けてますよね……？」

「そんなことは」

　ある。滅め茶ちや苦く茶ちやある。

　罪ざい悪あく感かんで心苦しい。うん。実は俺は、これまで宮河からデートの誘いを何度か受けている。一回目なんか、『ターゲットロックオン！　俺ルート、俺死し亡ぼう』の文章が脳みそ内を踊った。断ったとも。以後も全ぜん部ぶ断った。

　なぜならば、デートしてコツコツと好こう感かん度どが上がったらヤバイだろう！

　しかし、可愛かわいい女の子にデートに誘われて、嬉うれしくない男がいるだろうか……？

　好こう意いを寄せられ、相手への好感度がアップしない男がいるだろうか。

　俺は理解することとなった。乙女ゲーをやっていて、野や郎ろうを仕方なく誘って断られたとき、あとで好感度を確かく認にんしてみると、ちょっとあがってるんだよ、野郎の主人公への好感度。

　──わかる。いまなら野や郎ろうどもの気持ちがわかる。

　俺おれもなんだ。断っても誘ってくれる宮みや河がわへの好こう感かん度どがチクチクあがっている。こうして攻こう略りやく対たい象しようは落とされてゆくのか……！

　さらに言うと、主人公こうと攻こう略りやく対たい象しようっていうのは、乙女おとめゲー的効こう果かで特に好感度があがりやすいんじゃないか？　常時、惚ほれ薬ぐすり状態、みたいな。

　初しよ対たい面めんのとき以来、初めてこうして直じかに話してみて思う。

　気を抜くと、宮河の一いつ挙きよ一いち動どうに俺の意い図としない回かい路ろが自家発はつ電でんして、好感度が……。

　これはやはり、好感度イベントの一種なのか？　ならば俺は、外した行動をとるべし！　そう、無む視しだ。今後は、とりあえず黙だまっているのはどうだろう。楽だし。

　待て。いま、何か引っ掛かった。……そうだよ！　俺はデートを断り続けているのに、なぜ宮河は誘い続けるのか……。普通なら宮河から俺への好感度も下がる。主人公補ほ正せいで下がらないのか？

　となると、金きん髪ぱつは何なんだ？　デートの誘いといえば、金髪も頻ひん繁ぱんに俺を誘ってくるようになったが、あっちは下がっている……ような気がしないでもないというか。

　あれは除じよ外がいだな。好感度とか関係なく、単に断られまくって意い地じになっているだけなんじゃないかという気が……。

　金髪のことは措おいておいて。

　問題は宮河だ。とにかく、毎回断ことわるのが辛つらすぎる。健気けなげな後こう輩はいって感じなんだよ、宮河は基本的に。それに対し、俺は冷たい演出でにべもない断り方をしている。そっけなく、「忙しいから」または「興きよう味みない」の一ひと言ことで拒否。

　宮河側がわの好感度は、だだ下がりだろ？　と思うのに、このやりとりは、もはや休日前まえのお約束になってしまっている。実は、好感度が上がっているとか？　いや、そんな要素は微み塵じんもないはず……！

「初めて会ったとき、みっともないところを見せたから、『幸運の冠かんむり』に相応ふさわしくないって、先せん輩ぱいはそう思ってますよね」

「…………」

　この無む言ごんには、俺おれの驚きよう愕がくがこめられている。

　なぜなら、いま現在の宮河を客観的に見ると──寝起きのため少し乱れてはいるが、髪かみはつやつやで、伏せられた目を彩いろどる睫まつげは長く、肌はだは白い──主人公こうって感じで開かい花かし出している。

　外見だけでもこのレベルだというのに、そんな発言。

　どうやら宮河は自分を過小評ひよう価かしているようだ。このままいくと、オールパラメーターマックスの完かん璧ぺき主人公一いつ直線だろ、宮河！　……声こえ以外。

　むしろ俺が、騎士ナイトにまったくふさわしくないですごめんないっていうレベルだ。だが攻略対象的には、ここは「宮河は頑がん張ばってるだろ」とか答えるべき場面。

　しかし！　イベントを成功させてはならない！

　俺おれは、あらぬ方向を向いて引き続き無言。保ほ健けん室のカーテンが風で揺れている。良い風だ。

「…………」

　宮みや河がわ、たぶんつられて無む言ごん。

「…………」

　俺、まだまだ無言。

「…………」

　無言の攻こう防ぼう。そろそろ窓の向こうの景色けしきを見ているのが辛つらくなってきた。

「…………」

「…………」

　ていうか、宮河さん、何か言うべきだと思うんですが。「先せん輩ぱい、ひどい！」とか、「そんなに、わたしが嫌きらいなんですか……」とか、「もう、いいです」とか、「幻げん滅めつしました。先輩って冷たい人なんですね」とか。もし台詞せりふが二番目だったら、心を鬼おににして「嫌いだよ」とか答えてイベント失敗フラグ折り達成の覚かく悟ごはできているぞ、宮河！

　さあ、来るなら来い！

「…………」

　──敗北したのは、俺だった。沈ちん黙もくに耐えきれず、俺は宮河のほうを向く。

　いつぞや、見た表情。困こん惑わくしたような顔で、俺を見つめている。

　人形めいた、そして、感情未み発達の子供。そんな印いん象しようを受けた。

　たとえば、法ほう条じようの場合。彼女は口くち数かずが少なく、クールな雰ふん囲い気きがある。しかし、彼女は無む表情というわけではなく、俺もそんな風ふうには思わない。

　宮河が心しん底そこ困り果てているのが、とにかく伝わってくる。

　が──だ。

　そもそも、なぜに宮みや河がわは困惑するんだ？　ここは単純に、先せん輩ぱいなんて嫌きらい！　へ行く場面のはずだ。簡単すぎる場面だぞ。宮河も、俺への攻こう略りやく選択肢しを外しまくってるぞ！

　いや俺にとっては、それはそれでいいのか？

「あー……」

　俺は頭を搔かき毟むしった。目に見えて、宮河が動どう揺ようする。シーツを握りしめている。俺、まるで悪あく人にんの気き分ぶん。

「宮河は、俺に何か聞きたいこと、ある？　あるなら答えるけど」

「…………」

　……しまった。俺が沈黙攻こう撃げきを受けた！　俺、一のダメージ！　じゃなくてだな。なぜこんな質問にまで、宮河は困る必要があるのか？　俺にデートの誘いをかけてくる、感じの良い健けな気げな宮河さん像ぞうと違う。ハキハキと喋しやべって、それほど人ひと見み知しりする風にも、見えなかったし──校内評ひよう判ばんもそうだよな？

　え……。もしかして俺おれ限げん定ていだったりして？　そういうシナリオ運びなのか？　わからん！

「俺に言いたいことでもいいけど！　本ほん音ねをどうぞ！」

　果たして、答えは返ってきた。

「…………対たい処しよに、困ります」

　ポツリと一ひと言こと。

「…………」

　俺は、頭を抱えた。うーむ。ますます全然わからない。俺の日に本ほん語ごも、やや崩ほう壊かいだ。

「対処っていうのは、俺への？」

　宮みや河がわが一度、小さく頷うなずいた。視線は俺から逸そらさない。これは……かなり不ぶ器き用ような、心こころ細ぼそげな子犬の目だ！　弱い。こういうのに、俺は弱い。俺は、『日下部くさかべ湊みなと』の頃は、犬いぬを飼っていた。いまでこそリンリンさんにメロメロで猫ねこにも目覚めたが、リンリンさんを飼うまでは完かん全ぜん犬派だったんだよ……。

「ゴールデンウィーク中に、サングラスとマスクをかけてた奴やつに会ってると思うんだけど……。あれ、実は俺。さっき階段で遭そう遇ぐうしたのも、俺」

「──それは、わかっています」

　うん。何となく俺も感じていた。

　でも、何でわかったんだろうな。姉あね貴きがヒーローしてたときも、空くう中ちゆうダイブ前も。桜さくら妹いもうとのときみたいに、メルシーくまさん絆ばん創そう膏こうのような目めじ印るしもなかったのに。

　主人公こう補ほ正せい？　いやいや、なんでも主人公補正で片付けるのもな……。

「──あなた……武尊ほたか、先輩は」

「うん？」

「病院に入院していたことは、ありますか？」

　また妙みような質問だった。そして、すぐには答えられなかった。少し、迷い、

「……ないよ」

　俺は噓うそをついた。

「いたって健康だよ、俺は」

『日下部湊』でも、『武尊湊』でも健康優ゆう良りよう児じだった。が、『武尊湊』としては、子供の頃、一ヶ月ほど入院したことがある。命に別べつ条じようがあったわけではないし、ちょっと出しゆつ血けつ多量だっただけだ。あれは俺的にノーカウント。どっちみち、昔のことだから、宮河とは無む関係だ。なぜなら俺は唯ゆい一いつ、宮河との幼少期フラグのない攻こう略りやく対たい象しよう……だよな？　妹曰いわく、によれば。

「そうですか」

　──失敗した、と俺は思った。本当は成功ではあるが、失敗した、と。ゲーム的に言うと、宮河の、この、いま俺と話している宮河の、俺への好こう感かん度どが下がった。そんな空気を感じた。

　にこり、と宮みや河がわが笑った。社しや交こう的な、普ふ段だんの宮河だ。

「変なことをきいて、すみませんでした。──わたし、少し眠ります。おやすみなさい」

「……おやすみ、宮河」

　しっくり来ないものを感じながらも、そう返す。

　疲れていたのは確かなんだろう。穏おだやかな呼吸音おんが、すぐに聞こえてくる。宮河から視線を外して、さっきみたいにカーテンの揺れを見つめる。

「たとえばの話さ……」

　カーテンの動きを目で追いながら、呟つぶやいていた。

「ここが、宮河が主人公こうの、ゲームの中だったらどうする？」




　──ある日突然、自分の信じていた世界がまったく違うものに変わってしまったら、それを受け入れられるか？




「……なんてな」

　窓を閉め、鍵かぎを閉める。宮河を起こさないようにして、『だいよくvol.2』を片手に、俺おれは保ほ健けん室をあとにした。







『フォーチュン・クラウン』は乙女おとめゲーである。この乙女ゲーでは、学園の騎士ナイトと呼ばれるイケメン（一部除く）たちが攻こう略りやく対たい象しようである。そんな騎士たちは、全ぜん校こう生徒の代表として、貴重きちような一票を投じることで『幸運の冠かんむり』選出に大きな役割を果たす。

　しかし、そもそも冠も、騎士みたいに全校生徒の投票で選べばいいと思うんだよな。そこをなぜ騎き士しに選ばせるのか……？

　──乙女ゲーだからだ！

　だろうな。

　うむ。真しん理りだ。

　そんなわけで、騎士がどうやって冠を選び、一票を投じるかというと──単なる私し情じようです。

　ゲームシステム的には好こう感かん度ど。同時に、目に見えない主人公のパラメーター判はん定ていだ。

　卵が先か、鶏にわとりが先か……。

　キーが、幸運の冠なのは確かだ。

　個別ルートに入れるぐらい攻略対象の好感度をあげ、パラメーターを満たしていれば、乙女ちゃんは冠をゲットする。

　冠をゲットするためにパラメーターを上げたからこそ、その結果、攻略対象の個別ルートにも入れる。

　どっちかというと、前ぜん者しやだな。幸運の冠かんむりは乙女おとめゲー的には手しゆ段だんでしかない。

　というわけで、攻こう略りやく対たい象しような俺おれの一日、騎士ナイト編へん。

　騎士に選ばれてからというもの、配られた「騎士の役割」の紙を見てもよく分からなかったことが俺にはある。

　すなわち。

　──攻略対象である以外に、騎士って何すんの？

『騎士の心こころ得えおよび役割。

　冠候こう補ほを導き、助けること』

　紙に書いてあったのは、これだけだ。乙女ゲー的な裏うら解かい釈しやくをすると、「騎士は冠候補に攻略されるべし。そのために交流を持て」になる。

　で、月に一度、強きよう制せい参加の勉強会が放課後ごに設けられている。参加者は冠候補と騎士限げん定てい。全員出席義ぎ務むがある。これは乙女ゲーでいう、ゲームシステム的行事イベントだと考えられる。

　……何の？　それはもちろん、乙女ちゃんが攻略対象の好こう感かん度ど調ちよう節せつをするための！

　勉強会は五月と六月に一回ずつある。

　本日五月二十八日は、その勉強会だ。宮河だけは休養のため欠席。体調不良ふりようで大だい事じなイベントを逃のがす！　のパターンと見た。伊だ達てに俺も乙女ゲーで学習していない。

　よって、俺は肩かた肘ひじはることなく、リラックスして勉強会に参加している。

　生徒会長ならぬ眼鏡めがねがリーダーシップを発はつ揮きし、みんなで普通に勉強中。

　ペアは、こう。眼鏡が金きん髪ぱつと、桜さくら兄あにが桜妹いもうとと。桜妹は訴えるような視線を投げてきたが、メールのやり取りをするようになってみると案あん外がい付き合いやすかった桜兄は、しかし義妹いもうとに関しては電波ヤンデレと化して始し末まつに負えないので、俺は生いけ贄にえに桜妹を捧ささげた──。

　声レベル五の法ほう条じようは笠かさ城ぎと、そして俺は──

「宮河さん、大だい丈じよう夫ぶかな……」

　呟つぶやいた騎士仲なか間まの津つ久く見みと。

　眼鏡会長が用意してきた勉強プリントに、津久見はさらさらとシャープペンを走らせている。一年のくせに！　俺おれは二度目の高校生だが、かなり四し苦く八はつ苦くして問題を解いている。『前ぜん世せ？』でも確かに習った。習った、ということは覚えているのに、肝かん心じんの中身が……！　苦く戦せんしているのは俺だけのようだ。これだから高スペック共は……。

　端たん末まつが、プライベートアドレスでのメール受信を知らせてきた。開く。桜妹からだった。

『湊みなと先せん輩ぱい、一いつ緒しよに組んでくれると思ってたのに……！』

　恨うらみ節ぶしだ。「『ラブ★ブラック・エボリューション』今度貸かすから」と返信。『ラブ★ブラック・エボリューション』は、現在品しな切ぎれ続出＆メーカー増ぞう産さん中の大ヒット乙女ゲーだ。そして俺の時間を奪うばった泥どろ棒ぼうソフト。家か電でん量りよう販はん店てんで出会ったとき、桜妹が買い損そこねたゲームでもある。

『あ、じゃあ部室に来てください！　お菓か子しも作っておきますね！』

　そこへ今度は桜さくら兄あにからのメールが届いた。

『いま、もしかして実み琴こととメールしてる？』

　これは……「してる」と返信すれば、電波ヤンデレがシスコンぶりを本ほん領りよう発はつ揮きする。かといって「してない」と返信すれば、裏をとってこようとするに違いない。噓うそだとバレれば、電波ヤンデレが……。どっちを選んでも地じ獄ごくだ。

「お義兄にいさん！」

　助かった。桜妹いもうとが叱しかった。最初はどうなることかと思っていたが、桜兄妹きようだいは仲良くなっている……と思う。うん、たぶんな。桜妹の三次元限げん定ていイケメンへの苦にが手て意識も、桜兄へキレたあの日をきっかけに、だいぶ克こく服ふくされてきているようだ。良かった、良かった。

「僕、桜さんから、ブソン先せん輩ぱいのこと、よく聞くんですよ」

「ブソンじゃなくて、ホタカです」

　俺おれはこれからの人生で、何度この訂正をするんだろう……。

「あ……、ごめんなさい。桜さんは、いつも湊みなと先せん輩ぱいって言うので……その、名みよう字じは……」

　津つ久く見みも読みは覚えていなかった、と。悲しいことに、よくある。

「じゃあ、今度からはちゃんと武尊ほたか先輩って呼びますね！」

　姫ひめ、じゃなかった。津久見きゅん、でもなかった。津久見が、おしとやかに笑った……って、形容詞しを間違えた。おしとやかはカット。

　桜兄妹と俺を見比べて、さらに金きん髪ぱつペアと法ほう条じようペアに視線を投げ、津久見が言う。

「僕、カップル成立オッズに一口のってるんです。二年の先輩に誘われて」

「騎士ナイトなのに？」

「騎士だから参加しちゃいけないって決まり、ないですし。ところで……」

　こそっと津久見が声を顰ひそめた。

「高たか埜の倉くら副会長が、たまに憎にく々にくしげに先輩のこと見てるんですけど……」

　ああ。それはデートの誘いを断りまくってるし。金髪もめげないよな。そんで最後は「レイアの誘いを断るなんてバーカ！」が最近の捨て台詞ぜりふだよ、金髪。もはや様よう式しき美び。

「──法条先輩も、なんだか気にしてますよね」

「マジ？」

「はい。ちなみに法条先輩の変化は、今日きようの勉強会中ちゆう、武尊先輩の声を聞いたときから」

　それはつまり、裏うら購こう買ばいでのやり取りのせいか……？

「法条先輩と笠かさ城ぎ先輩って、お付き合い秒読み間ま近ぢかって噂うわさがあるんですけど、実はあれはガセですし」

　なんという朗ろう報ほうだ。カップヌードルが効いたのか？

「……ガセ、なのか？」

「笠城先輩のほうはどうだかわかりませんけど、少なくとも法条先輩はそんな素そ振ぶりはないみたいですよ？　どちらかというと、法ほう条じよう先せん輩ぱいのお友達が二人をくっつけたがっているって、僕は聞きました」

　お友達……かつて、俺おれの法条への告こく白はくを邪じや魔ました、あの女じよ子し生せい徒とか？　まあ嬉うれしい情報だが。

「──聞いたって、誰だれに？」

「えーと、みなさん、かな？」

　黙だまっていても、自然と人が寄ってきて何かと話しかけ、そして助けたくなるような奴やつ……それが津つ久く見みか……。恐るべし。

「でもな、そういうおまえだって賭かけの対たい象しようなんだぞ。誰が一番なんだ？」

「僕……ですか？　好みでいうなら、会長が一番ですね！」

「へー、そうかー」

　…………？　何かいま、おかしかった気がする。聞き流して良かったのか？

　つい相あい槌づちを打ったが、津久見のやつ、

「かい、ちょう……？」

　と言ったのか？　言った？　……言った。

　会長って、眼鏡めがねをかけてる、あの霧きり島しまだよな。女の子、じゃあないよな？　眼鏡会長を見る。どこからどう見ても、イケメン。その、なんだ。津久見も攻こう略りやく対たい象しようなわけで、つまり、乙女おとめちゃんが津久見を狙ねらう場合、ライバルは会長？　なんつートライアングル。

「あれ、武尊ほたか先輩、会長に用ですか？　呼びます？」

　津久見はケロリとしている。もしや、俺の空そら耳みみか聞きき間ま違ちがえだったのかもしれない。

「ないない！　大だい丈じよう夫ぶっ！」

　よし！　ここは深く考えず、そっとしておくに限る！　『フォーチュン・クラウン』における攻略対象のあだ名についてでも考えてみよう。そうしよう。

　……電波ヤンデレは桜さくら兄あに、眼鏡は会長、姫ひめは津久見……。残るはヒッキーか。法条と幼おさななじみで、もしかして完全片かた思おもい疑ぎ惑わくが発はつ覚かくした笠かさ城ぎがヒッキー？　そういえば、俺のあだ名はなんなんだ？　妹は『湊みなと先輩』呼びだったが……凡ぼん騎士ナイトとか、雑魚ざことかか？　──俺は、どうして自分で自分を貶けなしているのだろうか。

「ところで、武尊先輩は宮みや河がわさんとはどうなんですか？」

「──なぜそこで宮河が出てくる」

「んーとですね。宮河さんの視線は、ブソン……じゃなくて武尊先輩を追っているなあって。応援したくなってくるんです」

　ヤメレ。

「というわけで、今朝けさ、先輩が変へん装そうして裏うら購こう買ばいに行くのを目もく撃げきしたんで、僕、宮河さんに教えてあげたんです」

　あの遭そう遇ぐうはおまえのせいか！

「会えましたか？　あー、でも変へん装そうしてるって教えるの、忘れちゃったんですよね。肝かん心じんなときに抜けちゃうのがクセで、妹にはよく叱しかられるんです。大だい丈じよう夫ぶでした？」

「いや……」

　宮みや河がわは通り過ぎたとき、変装していたのに、俺おれだと気づいていた。

　好こう感かん度どイベントの一いつ種しゆ……だった、とは思う。たぶん。

　でも不ふ思し議ぎだよな。デートを一いつ回かいもしていないのに、個別イベント発はつ生せいとか。

　いや、それでもイベントは失敗した実感はあるし、もしかしたら……もしかしたら！　宮河が俺にターゲットロックオンであっても、さすがにデートもしていない攻こう略りやく対たい象しようとヒロインがくっつくはずがない。

　そんなのはクソゲーだ。乙女おとめゲーの夢も、ぶち壊こわしているぞ！

「……そうだ。聞きました？　斎さい藤とう先せん輩ぱいは大おお穴あな狙ねらいで武尊ほたか先輩に賭かけてるんですよ。ボクは大穴でもないと思うんですけど……」

　津つ久く見み、俺のクラスの委員長、斎藤さんと知り合いなのか。そして賭けてもらわなくて結けつ構こうだが、大穴でもない発言は心に染しみた。実現したら困るんだが。

「どうせ俺は凡ぼんなる騎士ナイトだとも」

　攻略ヒント占うらない師しのお墨すみ付つきだ。

「でも、話しやすいですよ！」

「津久見、それはいわゆる、お友達どまりフラグだ」

「と、ともだちから恋愛に発展することもありますよ！」

「発展、か……」

「だから、法ほう条じよう先輩に一ひと声こえ惚ぼれして告こく白はく、その結果、玉ぎよく砕さいしたらしいって斎藤先輩に聞きましたけど、気を落とさないでくださいね」

　おい、斎藤！　そういや、委員長とは一年のときも一いつ緒しよのクラスだった……。

　しかも一声惚れとは、言い得て妙みような……。

「声に惚れたんですよね……。だからってわけでもないんですけど、先輩って、そもそも恋愛を避けてるのかなー、と。宮河さんを全力で避けてるあたり、そんな感じも……」

「それはな、津久見」

「はい？」

「不ふ可か抗こう力りよくだ。やむにやまれぬ事情があるんだ……。俺は女の子が大好きだ！」

　声レベル五には惜おしみない愛を捧ささげる。

「わ、わかりました……それより、僕は終わったんですけど、先輩はどうですか？」

　喋しやべりつつ、シャープペンシルを走らせる手を一いつ切さい止とめていなかった津久見が、おそらく完かん答とうの数枚綴つづりのプリントをトントンと揃そろえた。

「……俺はまだ。出してこいよ」

「じゃあ、失礼しますね」

　席を立つと、眼鏡めがね会長へ渡しに行った。金きん髪ぱつも交え、談だん笑しようしている。

　話し相手もいなくなったので、俺おれもプリントに専せん念ねんすることにした。







　俺の攻こう略りやく対たい象しような一日、自宅編へん。

　学校から帰き宅たくすると、自室に直ちよつ行こう。まだまだ乙女おとめゲーをプレイしている。堂どう々どうと居間でプレイ？　たとえヘッドフォンで音おと漏もれを防いだとしてもできやしない。桜さくら妹いもうとと電話しながら乙女ゲー。そんなときもある。よって、このところ自室に引きこもる時間が増えている。

　携けい帯たいゲーム機の小さい画面の見過ぎで、目がしょぼしょぼする。

　ただいま、夜。

　乙女ゲーは中ちゆう断だん。ゲーム機本ほん体たいの充じゆう電でん中だ。

　俺は居間でヨーグルトを食している。片手で端たん末まつを操そう作さし、今後の乙女ゲー的スケジュールを確かく認にんする。

　六月八日から三日間が中間テスト。

　そして乙女ゲー的にも、パラメーター上げというシミュレーション要素が含まれる場合、テスト結果は重要なのだ！　主人公の成績がいいと攻略対象の好こう感かん度どが上じよう昇しようする！　ウチの学園にはないが、体育祭なんかの競技イベントでも、主人公こうが活かつ躍やくすれば好感度上昇だ。俺たちの側が。

『フォーチュン・クラウン』でも採用されている可能性が高い……！

　六月三十日、強きよう制せい勉強会。

　七月一日から四日間が期末テスト。

　七月十日。『だいよくvol.3』発売日。何がなんでも買う。

　七月十七日、終業式。午前で終了。この辺が日にち的に怪あやしい。大だい舞ぶ踏とう会かい直前で、個別イベントが仕込まれていてもおかしくない。

　七月十八、十九、二十日。三連休。実じつ質しつ夏休みだが、大だい翼よく学園ではメインイベント、『幸運の冠かんむり』選出の大だい舞ぶ踏とう会かいを開かい催さい。準備、本ほん番ばん、あと片付けで三日。

　七月二十一日、夏休み開始。このときには、俺の運命は決まっている。

　──こうだ。

　比ひ較かく的てき暇ひまな六月に、予測できない何かが起こるのか？　起こらないのか？　まさにここでの行動が、きっと俺の命運を決めるに違いない……！

「愚ぐ弟てい。お風ふ呂ろあいたわよ」

　俺の前に人が立った。

　危うく、スプーンごとヨーグルトを吐きそうになった。

「おま……その格好かつこう！」

　風ふ呂ろ上がりでバスタオル一枚を身体からだに巻いただけの姉あね貴きだった。ほんのり肌はだが上気している。

　姉貴は不ふ思し議ぎそうな表情だ。いや、わかっている。変なのは俺おれのほう。

　ピンクの髪かみから水すい滴てきが鎖さ骨こつに落ち、すーっとさらに落ちた。胸の谷間に。

　おまけに、露出ろしゆつしている肌はだ面めん積せきが……！　脚あしなんか見えすぎ。ミニスカートから覗のぞくチラリズム的太ふとももともまた違う。

　く、くっ……。『武尊ほたか湊みなと』としては見み慣なれた光こう景けいだ。しかし俺は『日下部くさかべ湊』でもあるわけで、『日下部湊』的には姉あね貴きも他人なわけで、だから、健けん全ぜんな男だん子し高校生には！　これは、目の毒どくなんだよ！　惑まどわされるな。『前ぜん世せ？』の意識が介かい在ざいするがための一時的な気の迷い。気の迷い。気の迷い。

　俺の中の武尊さんは、「ない。ねーよ、ねー。姉貴にドキドキするなんて、ないわな。いいか？　姉貴だぞ？　姉貴」て感じなんだが、日下部さんは、「いや、でも、精神的には他人だし。年上の超ちよう美人な異い性せいというか」と主張している。

「何よ。いつものことでしょ？」
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　……そうなんだよ。姉貴はこれがデフォルトだ。風呂上がりはいつもこんなだ。

　ふう。俺の中の武尊さんが優ゆう勢せいになってきた。あー、焦あせった。こんちは、いつもの俺。

「……ふうん？」

　意い地じの悪い女じよ王おう様な笑えみを姉あね貴きが浮かべた。

「もしかして、照れてるの？」

「……ありえません」

　俺おれ、微び妙みように即そく答とう。

「なら、はい」

　姉貴は片手に持ったタオルで髪かみを拭ふきつつ、ドライヤーを俺に差し出している。

「宜よろしく」

「俺はヨーグルトを食ってる」

「だから何よ」

「…………」

　やっぱ、さっきまでのドキドキは幻まぼろしだな。

「ほら、はやく」

　俺はドライヤーを受け取ると、電源プラグをコンセントに差しに行った。戻ってくると、姉貴がソファに座っている。背後に立って、ドライヤーのスイッチオン。俺は武尊ほたか家けヒエラルキーの最さい下か層そうである。リンリンさん含めて。そんな気がする。

　ピンク髪がみに近づけすぎず、ドライヤーを当てブロー。たまに付属のクシでブラッシング。

「愚ぐ弟ていの唯ゆい一いつの取とり柄えよね」

「彼かれ氏しにやってもらえ」

　姉貴が嘆たん息そくを漏もらした。

「昨日きのう別れた奴やつに、やってもらったわよ」

「で？」

「……救いようがない下手へたさだったわ。ドライヤーの当て方も乾かし方もマイナス。あいつ、私を禿はげさせる気？」

「そんなの、続けるうちに慣れるもんだろ？　俺だって最初はひどかったぞ」

　姉貴が天てん使しだった頃、このピンク色の髪は綺き麗れいだが髪かみ質しつが弱く、姉貴自じ身しんも小さかったから、誰だれかの手を借りた手入れが必要だった。父と母は共とも働ばたらきで手が回らなかったため、俺にお鉢はちが回ってきたのである。しかし、俺は器き用ようなほうではないので、無む理り矢や理りひっぱって梳とかしたりして、怒った姉貴に叩たたかれたりしていた。それが、これも継けい続ぞくは力なり、か。無む駄だスキルを俺はゲットした。いまもこうしてたまに頼まれ──いや命令されるのは、その延長だ。

「あんたはいいのよ。弟だから」

「彼氏に求める理想を下げろよ、姉貴」

「私の理想は高くないわよ。むしろ心配なのはあんたでしょ」

「俺だって、毎日ラブレターっぽいのぐらい……。もらってるぞ……」

　……騎士ナイトプから。語ご尾びが弱くなったが、噓うそではない。

「あんたが騎士ナイトになってから一ヶ月よね。あのババ……理事長を見返す活動はしてるの？　休日も部屋に引きこもってるみたいだけど」

　日々、宮みや河がわとのフラグを立てないのに必ひつ死しなんだよ。

「『湊みなと君くんが部屋に引きこもるようになったんだよ透とう子こちゃん！』って、父とうさんに相談されたわよ？　母かあさんは特に気にしてなかったけど。で、何をやってるの？」

　武尊ほたか家けは、母がのんびり屋で父が心配性だ。朝食時じや夕食時、父がそわそわと俺おれを見るようになったのは、それだったんだな。

　何をやってるって……。

「……勉強」

　乙女おとめゲーです。

　姉あね貴きが胡散うさん臭くさそうに振り返った。これは信じてない。何か言い訳わけを考えねば。しかし思いつかない。ドライヤーの稼か働どう音おんが空むなしく響ひびく。と、そこへ救きゆう世せい主しゆが登場した。三み毛け猫ねこリンリンさんが、ガタガタと音を立てて走ってきた。ナイスだ、リンリンさん！

「どうしたの、リンリン」

　──ガタガタ？

「何か足に引っ掛けてるわね……？」

　足に身体からだをこすりつけてきたリンリンさんを、姉貴が抱き上げる。リンリンさんの右足に引っ掛かっていた長ちよう方ほう形けいの機械も、一緒に拾い上げた。

　……まさしく、充電中ちゆうだった俺の携けい帯たいゲーム機。桜さくら妹いもうとの勧めで、ストラップ型がた充電機きを使うことにしたせいか……？　これはストラップ付属の小型充電機をＯＮにし、コネクタをゲーム機本ほん体たいに差し込むことで、単独充電できるという画かつ期き的てきな代しろ物もので……。ストラップの紐ひも部分でゲーム機本体の持ち運びも便利……アクセサリーにもなります。

　ホントに便利だな、猫でも足に輪っかを引っ掛ければ運べるもんな……。

　リンリンさん……！

『ぼくは、君が好きです。大だい大だい大だい好すきです！』

　姉貴が何かのボタンを押し、再生。

「…………」

「…………」

　気まずい。この既き視し感かん。ああ、調ちよう理り準備室二だ……。

　終わった。

　なお、俺は自力で乙女ゲーを攻こう略りやくできるようになっている。それに加えて、「ベストチョイスです！」っていう成功直ちよく前ぜんのセーブデータを桜妹にもらったんだな、これが。一度見みてみようかとデータをロード。ちょうど充電警けい告こく表ひよう示じが出てたんで、そのままストラップ型充電機へ。本体電でん源げんを切らなくても、充電ってできるから。ついものぐさな俺は楽なほうへ……。

　チャリラリラーと流れ出すエンディング曲。商業レーベルで発売されたら買ってもいいぐらい、結けつ構こう名曲だと思うんだが、無む情じようにも姉あね貴きにボタン一つでスキップされた。

　そして横たわった無む音おんの時を、姉貴が打ち破った。

「一応、聞くわね。これ、あんたの？」

「……イエス」

「──愚ぐ弟てい。人の嗜し好こうを私は否定しないわ。いままで、そう思って生きてきた。でも、まさか……、あんた、そっちの気が……！」

「誤ご解かいだ！」

「何やってるの？　二人とも。あら透とう子こちゃんったら、またそんな格かつ好こうで……」

「そうだよ、透子ちゃん！　男はみんな狼おおかみなんだよ！」

　父よ、俺おれは弟だぞ。その発言は俺に失礼だぞ。俺の中の日下部くさかべ的な姉貴へのドキドキは一時の気の迷いだ。

「そんなことより、一いち大だい事じなのよ！」

　姉貴と俺の騒そう動どうに気づいた両親が居間にやってきて、乙女おとめゲー入りの携けい帯たいゲーム機をテーブルに置き、家族会かい議ぎが開かれた。以下、会話抜ばつ粋すい。

『湊みなとが最さい近きん部屋に引きこもっていたのは、ゲームをしていたからなのね？　いいんじゃない？　ほら、アメリカだとドラッグとかに手を出すっていうし。それより透子ちゃん、湊が大好きなのはわかるけど、ちょっと落ち着きなさい』

　いつでもマイペース、母。

『……落ち着いてるわよ。それに大好きって……誰だれが？　捏ねつ造ぞうしないでよ、母かあさん』

　そこは否定する姉貴。まあ当然。

『それで引きこもっていたのかあ。ふんふん。そもそもこれは、どういった趣しゆ旨しのゲームなんだい？　湊君』

　ゲームに興きよう味みを持ち出す父。

『…………』

　澄すまし顔でテーブルに乗って足を広げ、セクシーポーズで熱心に毛づくろいをはじめるリンリンさん。

『ちょっと、友達に電話してイイデスカ』

　家族に包ほう囲いされ、正せい座ざの俺。助けて実み琴ことちゃん発はつ動どう。

　桜さくら妹いもうとに電話し、協力を求めて何とかなったが、マジで地じ獄ごくだった。

　着ちやく地ち点てんは、冠かんむり候こう補ほの友達、実琴ちゃんがきっかけで乙女ゲーを試しに借りた、だ。

　俺の性せい的てき嗜し好こうもノーマルだと証明された。……はず。

　だが理り不ふ尽じんだ。思うに、女は少年漫まん画がを堂どう々どうと読んでもスルーされるのに、男が少女漫画を堂々と読むことができない空気が、世間には満ち満ちている。それと同じだ。俺は『日下部湊みなと』のときから、普通に妹の少女漫まん画がを読んでいたぞ。

　男が乙女おとめゲーをして、何が悪いというのか？

　世界はもっと広くあるべきだと思う。

　──てのは建たて前まえで、あんな家族会かい議ぎはもう勘かん弁べんだ。ひどい目にあった。

　攻こう略りやく対たい象しようにこんな苦労があるとは……。先行きが不安だ。







[image: ]







　本日は六月三十日。強きよう制せい勉強会の日だ。

　六月……。何が起こるか、と構えていたが、乙女おとめゲー的には何もなかった！　そんな六月の終わり。ちょっとどころか、えらく拍ひよう子し抜ぬけ。本ほん命めいは七月か……？

　だが今日きようは、どうにもこうにも避けられない、行事イベントの日だ。

　つまり、宮みや河がわとの接せつ触しよくを避けられない時間。

　方針は、宮河をとことん無む視し！

　意い気き込ごんで、本ほん日じつの勉強会の場所である生徒会室の扉とびらを開け──ようとして、微かすかに戸が開いているのに気づく。

「宮河君は、次じ期き生徒会役やく員いんに立りつ候こう補ほする気はないか？」

　これは、眼鏡めがね会長だな。盗ぬすみ見は悪いことだと知っているが、ここは誘ゆう惑わくに負けるぞ、俺は。

「それはちょっと……。これ、出来上がりました。どうぞ、霧きり島しま会長」

　宮河がハサミで糸を切り、男子の夏なつ用よう制服である白いシャツを手渡したる眼鏡会長は、体育着姿すがたで「ありがとう」と受け取った。

　確か……宮河と一番くっつきやすいのは、眼鏡会長、だったか……？

　──これはもしや、宮河の会長イベント……！

　生徒会に勧かん誘ゆうされるほど、認められていると？

　しかし、津つ久く見みも生徒会室内ないにいるようだ。会長イベントと見せかけて、津久見イベントの可能性も否いなめない。

　宮河、会長、津久見の三人。この面子めんつ、魔まのトライアングル……！

「宮河さん、裁さい縫ほうすごく上手じようずになったよね」

　桜妹の乙女ゲー用正せい装そうを手がける津久見が言うんだ。宮河の裁縫の腕は以前はひどく、いまは上達したってことだな。

「……そうなのか？」

「縫ぬい目とかひどかったんですよ？　僕が指導した賜たま物ものです」

「宮河君は努力家かだな」

　魔のトライアングルっていうか、和わ気き藹あい々あいの雰ふん囲い気きだった。当たり前のことだが、宮河も宮河で、人間関係を築いているんだよな。

「津久見はどうだ？　次期生徒会」

「うーん。服作りにかける時間が……。僕の妹もこっちに通っていたら、妹を推すい薦せんしたんですけど」

「津久見君、妹さんのこと大好きだよね」

　ため口の宮河を、はじめて目もく撃げきした。明るくてハキハキしている。保ほ健けん室のときのような、無む言ごんの宮河の面おも影かげはまったくない。

「どんな妹なんだ？」

「すっっっっごく、可愛かわいい性格なんです！」

　あー、何か、すごく入りづらくなってきた。立ち聞きに盗ぬすみ見の罪ざい状じよう。ノックして何事もなかったかのように入るべきか……。

「……武尊ほたかくん？」

　ええ、そうです。武尊です。ブソンじゃなくてホタカ……。

　──こ、この声は、まごうことなき声レベル五！

　即すなわち！

　生徒会室は階段のすぐ脇だ。階下から昇のぼってきた女じよ子し生徒は、どこからどうみても法ほう条じよう。法条が、俺おれを個人として認にん識しきし、武尊くん呼び……！　もしかして夢？

　自分で自分を思いっきり平ひら手て打うちしてみた。あれ、痛い。

「？　……こんにちは、武尊くん」

〈他人〉から、〈挨あい拶さつされる知り合い〉にレベルアップしている……！　騎士ナイトなせいか？　はじめて理事長に感謝した。

「こんにち──」

　美声に弱い俺の鼻から、鼻はな血ぢが垂たれた。どくどくと、止まるところを知らない。常じよ備うびのポケットテイッシュで押さえたが、

「……大だい丈じよう夫ぶ？」

　法条のマックス美声が追い打ちをかける。

「保ほ健けん室に行く？」

「誰だれかいるのか？　……法条？」

　眼鏡めがね会長、津つ久く見み──宮みや河がわが生徒会室から出てきた。だから、なぜ宮河は俺を見ると硬こう直ちよくするのだろうか。そのくせ、すぐに視線は合う。

　ここは──無む視しだ。

　宮河から視線を外し、涙を呑んで法条の付き添いを断り──でないと鼻血が止まらない──俺は保健室へ向かうこととなった。強制勉強会を欠席できたことに気づいたのは、鼻血が止まってからだ。







　七月、放課後ご。

　──走っている。

　時は瞬またたく間まに過ぎ、七月十日になった。待ちに待った『だいよくvol.3』の発売日だ。有ゆう意い義ぎな情報が、そこには書かれているに違いない。

　いままでの経けい過か状況としては、勉強会後ご、期き末まつテストが終了し、乙女おとめゲー好こう感かん度どシステム発はつ動どうの時がきた。

　……宮みや河がわよ……。何でそんなに頑がん張ばっちゃうんだよ。中間テストではまあ良いほう、ぐらいだったのに、期末ではかなりの好こう成績をおさめていた。もはや堂どう々どうたる冠かんむり候こう補ほ。騎士ナイトたちの好こう感かん度ども上昇しているに違いない。

　俺おれは何なん百びやく番ばん台だいだったので、クラス委員長の斎さい藤とうさんに「もっと自分をアピールしなきゃ！」と怒られたが、アピール？

　だから、特にアピールできるような点は俺にはないんだって。

　凡ぼん人じんです。

　だが下げ駄た箱ばこに手紙を入れてくるＳは、まだ諦あきらめていない。

『覚かく醒せいのときを待っています。焦あせりは禁きん物もつ……そう啓けい示じを先日受うけ取りました。二年Ａ組Ｓ』

　そろそろＳが心配になってきた。

　手紙といえば、

『君のカードだけ売れ残りが激しいです。マニアにしか売れません。何とかするように。いいですか！　先週の冠候補カード売り上げランキングは、一位、紗さ綾や様、二位、乙女おとめちゃん、三位、副ふく会長、四位、ラブリー実み琴ことちゃん！　冠候補は売り上げ順調で、どれもいいんだよ……。個人的には四人全ぜん員いんに、同どう率りつタイをあげてもいいぐらいだよ！　も・ん・だ・い・は、騎士カード！　それもおまえだああああ！　ブソン湊みなと！』

　そんな文もん句くが裏うら購こう買ばいからきた。言いがかりだ。俺に非はないと声を大にして言う。作った奴やつが責任をもって、売れないものをどうにかして売るべし。宛あて名なもブソン湊様だったし、つまり、俺、ホタカだしさ、俺宛あてじゃないってことで……無視していいよな。

　また、こんなこともあった。

　登校日は毎日手紙をくれていたプ。プの手紙が、一回下駄箱に入っていなかったことがあったのだ。どうしたんだ、プ……？　と心配した翌よく日じつ。また手紙が入っていた。

『昨日きのうは風邪かぜで休んだ。騎士プ』

　という報告付きのが。おまえ律儀りちぎだな。風邪だったのか、プ。安心した。そこで俺ははじめてプに返事を書いた。下げ校こう時じ、自分の下駄箱に四つ折りにしたメモを投とう函かん。

　プへ、と表おもてに宛名を添え、

『完かん治ちしたのか？』と。

　何と返事がきた。

『うん。騎士プ』

　プとの間に絆きずなの芽め生ばえを感じた出で来き事ごとだった。女の子だよな、プ！　声レベル五の！　俺は信じているぞ、プ。

　乙女ゲーとも攻こう略りやく対たい象しようとも関係ないところで、そんな心温まる出来事があったりした。

　──で、絶ぜつ対たいに俺ルートに入らない！を掲げている攻略対象としては、俺はいまのところうまくやっている。

　五月の保ほ健けん室でのやり取りや、六月三十日の強きよう制せい勉強会前まえのように、宮みや河がわ無む視しを貫つらぬき続けているからだ……！

　何もなかった六月とは対たい照しよう的に、七月に入ってから二つ三つなんかイベントっぽい遭そう遇ぐうがあったのだ。警けい戒かいすべきは七月だった。

　荷物運び宮河をお手伝い……未み遂すい。俺おれは手伝わず、人にん非ぴ人にんとなった。学内清せい掃そう活動で、宮河のクラスと一いつ緒しよになる。……全ぜん無視した。たぶん俺への好こう感かん度どは、だだ下がりだ。

　これなら、イベントだったとしてもセーフだろ。

　ただ、何でどうして食い下がってくるんだ不ふ思し議ぎでならないぞ、な宮河からのデートの誘いは、まだ続いている。これも心で血の涙を流しながら断っている俺だ。

　着々とノーマルエンドへ進んでいる手て応ごたえを感じている。いや、他の騎士ナイトを落としてくれて構わないんだが、どうもそんな気け配はいが見られないというか……。

　宮河は、七月になって更さらに開花した。四月や五月上じよう旬じゆんの段階では正しよう直じき、他ほかの冠かんむり候こう補ほと比べると、見落とりしていた。その分、親しみやすさのようなものはあったが。それが、親しみやすさを残しつつ、主人公オーラを放つ美び少女へと進化したのだ。あの宛あて名な間違いの裏うら購こう買ばいの手紙にも、カード売り上げ二位とあった。驚きよ異うい的な追い上げだ。俺は避けているので、彼女が努力している姿すがたは、生徒会室の会長イベント以外は見ていないし、そんな姿を見たらむしろほだされそうなので目もく撃げきしたくないものだが、パパラッチどもの下げ馬ば評ひようを小こ耳みみに挟んでも、一いつ般ぱん生徒の間での冠候補の人気争あらそいは熾し烈れつ。デッドヒートのようだ。それぞれ、コアなファンがついている。全員好きという強つわ者ものもいる。

　──まったく、冠選せん出しゆつの票には、そんなものは微み塵じんも反映されないのが玉たまに瑕きず。ただ、指し標ひようにはなると個人的には思っている。パラメーターが高ければ、目には見えないが、一般生徒にも影えい響きようは出ている。騎士にもいわずもがなだ。

　乙女おとめゲーで俺が学んだこと。主人公パラメーターが高いと、攻こう略りやく対たい象しようの好感度は自然にあがる。あがるったらあがる。そんなわけで、宮河は騎士たちとも普通に仲が良いようだ。特に、眼鏡めがね会長と津つ久く見み。

　だがどうも、肝かん心じんの宮河のターゲットロックオンが、俺にいまだ向いている不ふ思し議ぎ。

　実はこれは、乙女ゲー世界は世界でも、何週目かの乙女ゲー世界で、今回の週は俺を落とす回なのか？　そうじゃないと説明がつかないだろ、てな具合だ。

　……まあ、このままいけば大だい丈じよう夫ぶだよな。

　おそらく、『だいよくvol.3』で、その確信が深まることになるはずだ。

「いたぞ！　あそこだ！」

　さて、まだまだ俺は走っている。

「くっ。恐るべし『変へん装そうマン』……！　こんなに足が速いとは！　一体、何者なんだ……！」

　誰だれが『変装マン』だ。変な名前を付けられた俺の立場はどうなる。

　俺おれは全力疾しつ走そうしながら後ろを振り返った。サングラスとマスク着用姿すがたで。

　六月半なかば頃からか。変へん装そうしていると、常より多い視線を如によ実じつに感じるようになったのは。日に日に悪あつ化かし──ついに変装した俺とパパラッチたちとの間にあった緊きん張ちよう、張り詰めた糸が、プチンと切れた。

　奴やつら、追いかけてきやがった。

　しかも俺が裏うら購こう買ばいに行くって日に。いっそ変装を解けばいいのかもしれないが、この状況下かで武尊ほたか湊みなとだと知られるのも、それはそれで困る。

　──よし、あそこだ！







　端たん末まつに入力したお手製マップを駆く使しした結果の賜たま物ものだ。宮みや河がわを避けるため、俺はこの約一ヶ月、異い様ように大だい翼よく学園の構造に詳しくなった。公こう表ひよう見み取とり図ずに載のっていない隠かくし部屋から通路、ティーセットの載のったテーブルセットがある屋上庭てい園えん、もしかしてここイベント用？　と邪じや推すいしきりの謎なぞ空間まで。

　そんなのとは関係なく、利用自由の、クラシック映画ばかり上映しているミニシアターまで学園内ないにあったのは驚いた。道どう楽らく施し設せつだそうだ。利用している一いつ般ぱん生徒が普通にいた。

「ちわー」

「ちわー」

　と挨あい拶さつする仲になった。いまもその一般生徒がいたので、つい変装していることも忘れ、

「ちわー」

　挨拶したら、逃げられた。……それはともかく、このミニシアターは中々の穴あな場ばだ。……のはずだったのだが。

「武尊、何してんだ？」

　ピンポイントで声を掛けられてしまった。

「人ひと違ちがいじゃないでしょうか……。ボクは武尊なんて人じゃありません」

　下げ駄た箱ばこが隣となりの山やま田だとかち合ってしまった。言いにくそうに、山田はしかしはっきりと言い放った。

「いや、さすがにさ、おれも含めてクラスメイトはおまえだって気づいてるって……」

「……そういうことは、早く言えよ」

　脱だつ力りよくした。俺はサングラスとマスクを取っ払った。そして、山田が持っているブツに気づいた。

「それは……？」

　答える山田は気持ち悪いぐらい笑顔だった。フツメンが笑顔でも全然感かん銘めいを受けない。

「乙女おとめちゃんの新作カードに決まってんだろ？　秋に演えん劇げき部ぶの公こう演えん予定がある。その主しゆ演えんをな、乙女おとめちゃんが一年ながら実力で勝ち取ったんだよ。秋あき公こう演えんの主しゆ演えん衣い装しようバージョンだ！　衣装製せい作さくは騎士ナイトの津つ久く見みきゅ……おっと津久見のファンの口く調ちようがうつった。感かん染せんやべえ」

　身み近ぢかに、宮みや河がわの信しん者じやが……？　つーか、宮河はもう乙女ちゃん呼びで、巷ちまたでは固定なのか……？　そして津久見、演えん劇げき部ぶの衣い装しようまで。あと感染やべえには同意する。

「山やま田だ、おまえ、実み琴ことちゃんのファンだったんじゃ……？」

「乙女ちゃんと実琴ちゃん……！　どちらか一人なんて、選べるはずないだろ？　乙女ちゃんは明るくて可愛かわいくて元気でいい子なのが魅み力りよく！　親しみやすさもな！　実琴ちゃんは引っ込み思じ案あんなとこがいいんだよ！　あと胸！」

　宮河が、可愛いのは異い論ろんはないとして、明るくて元気か……。そう、なんだよな、たぶん。

　桜さくら妹いもうとが、引っ込み思案……？　初しよ対たい面めん時はともかく、もはや全然そんな気がしない。まあ胸は同意だ。新作ゲーム用の西せい洋よう風ふうワンピースとか、結けつ構こう胸が開いてるから、つい目がいくというか拝おがんでいるというか……。

　山田が、ポン、と俺おれの肩を叩たたいた。

「……なぜだろうな、武尊ほたか。いま、なぜだかわからないが、おれはおまえに殺さつ意いめいたものを覚えた……そして、そんなおれは正しい、と心の声が大だい合唱している……。おまえは敵だ、と……！」

　それ病気だぞ、きっと。

「いきなり、なんだよ？」

「みっなさーん！　ここに『変へん装そうマン』がっ！」

　山田が叫びやがった。

「バッ！　てめえ！」

「武ぶ士しの情なさけだ。おまえが武尊湊みなとだということは黙だまっていてやろう……」

「クラスメイトは俺を応援してくれるって話じゃなかったのかっ？」

「そうとも、あのときの温かい気持ちは、確かに本ほん物ものだった……。安心しろ！　いまは単にそうじゃないだけだから、『変装マン』！」

「いま、変装マンと誰だれかが叫んだ……？」

「あっちだ！　あっちから聞こえたぞ！」

　山田の裏切り許すまじ。サングラスとマスクを再さい装そう着ちやく。猛もうダッシュも再開。次の良さそうな逃げポイントはどこだっけ……？

　校舎内よりは、外か……。

　温室とか、屋上庭てい園えん、なんてものもあったな。あれも生徒にはあまり広まっていないスポットだ。だいたいの屋上は立入り禁止だから、全部そうだという思い込みが一役買かっている。ここから一番近ちかいのは……多目的棟とうの屋上庭園か。

　俺の読みは当たっていた。

　全然、人ひとがいない。マスクをとってブレザーに突っ込む。サングラスは胸ポケット。はあ、と息を吐いて、洒落しやれたベンチで一休みだ。だが、直後に硬こう直ちよくすることになった。

　聞き覚えのある声が、したからだ。──宮みや河がわの。

　……そういえば、宮河は演えん劇げき部ぶだったんだよな。六月に、演劇部の校内公こう演えんがあって、話題になった。宮河の演技が特に鬼き気き迫せまっていた、と。それがきっかけで、山やま田だの言っていた今度の秋あき公演の主しゆ演えんなんだろう。部ぶ活動つっても、この学園のはどこも本ほん格かく的だからな……。

　宮河は、台詞せりふの練習の最さい中ちゆうのようだ。この場合、宮河に近づいたのは俺おれだから──俺がイベントに飛び込んだ？　単なる偶ぐう然ぜん？

　──覗のぞいたのは、単なる興きよう味み本ほん位いだった。軽い気持ちからだ。

　まだ未み完成の演技に、それでも俺は感動した。この子はすごく努力しているんだと。そして、演技が終わったあとの、表情の抜け落ちた宮河に、何度目めかの既き視し感かんを覚えた。

　もしかして山田が言っていた、明るくて可愛かわいくて元気でいい子な宮河も──。

　静せい寂じやくを、無ぶ粋すいな音が打ち破る。宮河が振り返った。やはり、俺を見る宮河の瞳ひとみには、困こん惑わくの色があった。とりあえず、無粋な音の元げん凶きようである端たん末まつを開く。姉あね貴きからのメールだった。

　帰り際にアイスを買って来いだと？　姉貴め……！　端末の電源を切った。息を吐いて、宮河に話しかけた。

「……また、対たい処しよに困ってる？」

「…………」

　無む言ごんは肯こう定ていだ。

「……なあ、宮河ってさ、なんで俺に構うんだ？　デートの誘いも、毎回、断ってるのに」

「先せん輩ぱいが、好きだから」

　演技で俺を感動させたとは思えないほどの、棒ぼう台詞ぜりふだった。ここで告こく白はくイベントってのも、ないよな。

「嫌きらいなら嫌いで、無む理りせずに……」

「……違う。わたし、わからなくて」

「──宮河さん！　ここにいたのか、台だい本ほんの読み合わせをしようと思って……」

　空気を読まない第三者が登とう場じよう。いや、助かった、のか……？　しかも、第三者は三年生だった。騎士ナイトには選ばれなかったが、人にん気き投票で上位。いつぞやの下げ駄た箱ばこの手紙で、名前が出ていた男だん子し生徒、バスケ部の清し水みず先輩だ。爽さわやかイケメン。一時的に演劇部に入ったとか何とか、パパラッチどもが騒いでいたような……。この様よう子す、宮河狙ねらいか。クラス委員の斎さい藤とうも、「思わぬところから伏ふく兵へいがあああ！　騎士以い外がいとはぬかったわ！　それもこれもブソン君がしっかりしないから！」とか何とか。

　清水先輩は最初、宮河にしか注目していなかったが、やがて俺の存在にも気づいた。

「君……確か騎士の……」

　すごいぞ、大だい翼よく学園における騎士ナイトのネームバリュー。

「騎士だからといって、宮みや河がわさんにつきまとっているんじゃないだろうな？　どうせ理事長の不ふ正せいだろう？」

　前半は違うが、後半は否定できない。

「宮河さん、行こう」

　しかし、宮河が清し水みず先せん輩ぱいの手を振り払った。パシィン、と乾いた音が響ひびく。宮河さん、怒っていらっしゃる……？　それからの宮河の行動は早かった。

「あなたなんて知らない」

　清水先輩に言い捨てると、俺おれの手を摑つかんで、駆かけ出したのだ。

　二階分ぶんほどおりて、我に返ったようだ。立ち止まって、挙きよ動どう不ふ審しんになった。自分で摑んだ俺の手をぱっと離した。

「あのー、宮河？」

　自分で自分の行動が信じられない、という体ていだ。

「どうして……わたし」

　俺の顔を見る。いつもは困こん惑わくだけなのだが、今回は、宮河は真まっ赤かになった。

　……で、逃げ出した。

　俺じゃなくて、宮河が。

　……これは、好こう感かん度どイベントだったのか？

　俺、宮河の好感度あげたか？

「──いま、乙女おとめちゃんが顔を赤くして階段を駆け下りていったぞ！」

「何っ？」

「よし！　上を確かく認にんだ！」

　──げ。

　駆け昇のぼってきたパパラッチ男だん子し生徒二人と遭そう遇ぐう。屋上庭てい園えんから追いかけてきた清水先輩も再登場。

「ブソンか……！　おまえ、まさか、おれたちの乙女おとめちゃんに……？」

　だからブソンじゃなくてホタカです。

　追いかけっこ再さい々さい開かい。逃げる前にマスクとサングラスも再々装そう備びだ。もう意味ないけど。







　そして──約やく一時間。俺は逃げきった。ある意味、攻こう略りやく対たい象しようになったおかげで、大翼学園を有ゆう効こう利用できるようになった俺に勝とうなんて、一週間ぐらいはやい。

「……右よし、左よし」

　パパラッチと清水先輩を撒まききり、本日の裏うら購こう買ばいが開かれる旧きゆう館かん資し料りよう準備室へと走った。ようやくだ。ぜえはあと、息を切らしながらサングラスをしまい、マスクを取っ払い、準備室へ飛び込む。

　ここが、今日きようの終しゆう着ちやく点てん……。

　じゃなかった。

　──誰だれもいない。商品が置かれたシートもない。

「マジか……」

　買い逃のがした？　思わず、その場で膝ひざをつく。サングラスが胸ポケットから滑すべって床に落ちた。拾う気力もない。呼吸が整ってくると、はあ、と大きなため息がもれた。

　とりあえず、疲れた。仰あお向むけに寝ねっ転ころがって、大だいの字じになった。洒落しやれたシャンデリア風ふうの照明が見えた。目を瞑つぶる。

「『だいよく』を逃したのは、痛い……」

「──逃したの？」

　ショックのあまり幻げん聴ちようまで聞こえだした。その幻聴が法ほう条じようのレベル五の声こえなあたり、やはり俺おれだな。

「次はいつ買えるか……。いや、もう間に合わないか……」

　腹に軽い衝しよう撃げきが来た。何かが……落ちてきた。

「うひょっ？」

　驚いて目を開ける。口くち元もとから滴したたる赤い血──の演えん出しゆつが施ほどこされた片かた耳みみ折おれピンクうさぎが俺を覗のぞき込んでいた。

「のわっっ？」

　驚き第二弾だん。いきなり人じん外がいが現れるとビビる。何だ、その血ち糊のり。乙女おとめゲーじゃなくて、ホラーゲー？　なはずもなく、俺を覗き込んでいたのは、裏うら購こう買ばいの販はん売ばい員いん……なんだが、さっきの「──逃したの？」って、もしや幻聴ではなかった……？

　この学園に、俺の知る声レベル五の持ち主は一人しかいない。

　ということは、このうさぎ販売員は、本ほん物ものの法条！

　法条は、ちょうど、俺の頭の後ろにしゃがんでいる。女じよ子し制服姿すがた……つまり、ミニスカートで。ちょっと見えそうな……。見えそうで見えず……。

　見えるならここは見るべき……。いやいや攻こう略りやく対たい象しようとして鉄てつ壁ぺきの理り性せいを構こう築ちくし、むしろ法条に注意を……。

「えー、ほ……じゃくて、裏購買の販売員さん？　見え」

　ない。

　しゃがんでいた法条がものすごく自然な動作でその場に座り直した。正せい座ざだ。ミニスカートの裾すそがふわりと広がる。

　しかも、見えそうだ的事じ態たいに気づいて回かい避ひするためとかじゃなくて、おそらく単なる偶ぐう然ぜんで。偶ぐう然ぜんのなせる、天てん然ねんガード……！

　これで良かったんだ。良かったんだよ。だが、期待した俺おれの純な心が……！　乙女おとめゲーだからなのか？　乙女ゲーじゃなかったらチラリズムが披ひ露ろうされていたはず。そんな風ふうに俺おれは思います……。

「？　……みえ？」

　たった二ふた文字で疑問系けいだというのに……なぜこんなにも美び声せいなのか、法ほう条じよう。

「ミニスカートが……いや、いいです」

「『だいよくvol.3』」

「は……？」

　ほっそりとしたピアニストのような長い指が、俺の腹を指し示している。つられて見てみると、そこにおわすは『だいよくvol.3』だ。俺はガバっと起き上がった。雑誌を両手で摑つかむ。背後を顧かえりみた。

　法条がこっちを見ていた。何度見みても、かぶり物の血ち糊のりがホラー。

「そのかぶり物……」

「前のは洗せん濯たく中。これは夏なつ仕し様よう」

　あ、そーですか……。にしてもそんなことがどうでもよくなってくる、いつ聞いても心こころ震ふるえる声だ……。また般はん若にや心しん経ぎようを聞きたい……。あの三つの中だと最初の般若心経が一番……違うだろう、俺。理り性せいを保て。

「──裏うら購こう買ばいって、もう販はん売ばい終しゆう了りようしてたんじゃ？」

「以い前ぜん、発売日を聞いたでしょう。今日きよう、あなたが来るかと思って」

　──もしかして、待っていてくれた、とかか。って、待てよ。俺の記き憶おくが正しければ、そもそも法条って、前回限かぎりの臨りん時じ販売員いんだったような……。

「それはプレゼント。お礼。さんぐらすとますくのひとに」

　法条がスっと立ち上がった。

　戸口まで歩き、手を振ると、用は済んだとばかりに、出ていってしまった。残された俺は、あぐらをかいて、しばし、頭を抱えた。

　何だ。恋が始まる予よ感かんとかそういうことは一切なく、お礼？

　さんぐらすとますくのひとはさっきまでの俺だが……。プレゼント？　もしかして、今回も販売員だったのは、『だいよくvol.3』を俺に渡すため？　さらに、ものすごく都つ合ごう良よく解かい釈しやくすると、俺のため、ということに……。……俺？

　顔を触ってみる。いま、マスクもサングラスもつけてないよな、俺。なのに法条が違い和わ感かんなく話しかけてきてたよな……。

　気を取り直し、『だいよくvol.3』を開く。

「そうだ。法条に感謝して読もう」

　いざ、攻こう略りやくヒント最さい終しゆう章しよう。







　残念なお知らせです。

『ここで残念なお知らせがあります。凡ぼんなる騎士ナイトの心を射い止とめたい姫ひめの貴女あなた。一いつ緒しよに登とう下げ校こうはしても問題はありません。しかし、たとえ了りよう承しようされたのだとしても、彼とは共に遊びに出掛けてはなりません。誘わないことが正解と言えるでしょう。誘った場合は了承されることもあるからです。彼と出かける……それが許されるのは、運命が決定する一度の機会のみなのです。場所は遊ゆう園えん地ち。そこである事件が起こります。彼と笑顔で生せい還かんできたなら、運命は貴女に微笑ほほえんだも同どう然ぜんです』

　意い訳やくすると、デートするとフラグが折れるようになっているから、日ひ頃ごろデートはしないように。登下校はしてもいいんじゃねーの？　少なくとも問題はねーよ。ルート決定の肝きもは遊園地デート。そこで何か事件起おこるけど、笑って帰れたらオーケー。

　下げ駄た箱ばこから正門までの道すがら、攻こう略りやくヒントの占うらないコーナーページを見開きで凝ぎよう視ししつつ歩く。何度……何度読よみ返しても、そう書いてある。

　ポタっと、雑誌に染しみが落ちる。

　雨だ。まるで俺おれの心の荒れ模も様ようを反映しているかのようだ。

　この攻略ヒントを読んで、いまさら思い出した、九。

　妹曰いわく、「何がありえないって、湊みなと先せん輩ぱいはね、ルート決定前にデートを一回でもするとアウト！　あんまり好こう感かん度ど関係ないっていう。これに騙だまされたー。必ひつ死しにデート誘ってたからさあ……。十七日に全員参さん加かの強制イベントがあるんだけど、そこでどのルートに入れるか決まるんだよね。デートしてなければ、湊先輩ルートへの道が開く可能性も……！」だ。

　──妹よ。俺も「ありえない！」、そんな気分だ。

『フォーチュン・クラウン』ってクソゲーじゃねえの？

　雑誌を閉じ、通学鞄かばんに突っ込んだ。正門前には、内部生せいの誰だれかの迎えだろう。黒くろ塗ぬりリムジンが停まっていたが、どうでもいい。正門に片手をついて、立ち尽くす。

　俺のいままでの努力は一体何だったのか？　宮みや河がわからの誘いを快こころよく了承し、デートしまくっていればそれだけで俺ルートフラグは折れていたとは……。落とし穴すぎて言葉もない。

「おお、高たか埜の倉くら副会長がご帰き宅たくだぞ……！」

「今日きようもお美しい！」

「傘かさ姿すがたが眩まぶしい……」

「ちょっと、副会長が近づいている男だん子し生徒って……」

　なんか立ち直れない……。反省を止め、正門から離れる。

「──あら、武尊ほたかさん」

　そこへ──声が掛けられた。もうイベントは勘かん弁べんだぞ、俺おれは。とある女じよ子し生徒が、薄いブルーの傘かさを傾けた。くるくると回す。生徒の視線がさりげなく俺たち二人に集まる。

　とある女子生徒、金きん髪ぱつ、高たか埜の倉くらレイア。
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「もしよろしければ、帰り道をご一いつ緒しよしませんか？」

　こんな場所でも様よう式しき美びか……。

「遠えん慮りよしま」

「なんと、レイア様！　レイア様が異い性せいを帰き宅たくの途とに誘われるとは……！」

　いつの間にか、正門前に停まっていたリムジンの扉とびらが開いていた。運転席せきから出てきたらしい、傘をさした、帽ぼう子しと黒くろ服ふく着用の運転手が俺の言葉を遮さえぎった。初しよ老ろうの、若い頃はかなりのイケメンだったろうことが窺うかがえる顔立ちの男だ。

「……吉よし田だ。早とちりよ」

「ですが、この吉田、しかと見ました。聞きました。レイア様が『もしよろしければ、帰り道をご一緒しませんか？』とご学友を誘われるのを」

「いえ、だから遠慮しま」

　運転手の吉田さんから、無む言ごんの圧力を感じ、

「せん。喜んで」

「……え？」

　高たか埜の倉くら副ふく会長の仮か面めんが、微び妙みように剝はがれかけた。それはそうだろう。了りよう承しようされると思って金きん髪ぱつは俺おれを誘っていなかった。金髪とのやり取りは、もはや様よう式しき美びだ。金髪が誘い、俺が断る。

「さあ、帰ろうか。高埜倉さん」

「良かったですね。レイア様」

「え、ええ……。リムジンが迎えに来ているの。こちらへ」

　金髪が、引き攣つった笑えみを浮かべ、俺を誘った。

　リムジンに生まれて初めて乗った。長い車しや体たいなだけはある。車内が広く、飲み食いができるようテーブルセッティングまでされている。シートの座り心地ごこちもいいが、空気は良くない。家の住所を問われ、そこへ行くように、と金髪……いや、高埜倉が運転手に告げてからは、車内は無む言ごん。高埜倉と俺の間の好こう感かん度どは絶対に低いはずだ。

　イベント発はつ生せい条件的には安全圏けん……と思って、はっと俺は気づいた。

　金髪とは、イベントが起こっても別にいいんだった。起こっても問題ない。起こって問題があるのは、宮みや河がわが相手の場合だけだ。

　乙女おとめゲー……いや『フォーチュン・クラウン』脳になってきている自分に軽く絶ぜつ望ぼうした。普通、乙女ゲーの攻こう略りやく対たい象しようならウハウハだというのに……。まずイベント回かい避ひを考えるようになってしまっているとは……。しかし、こ、このままだと、女の子全ぜん般ぱんを避けるようになったり……しないよな？　俺。

　リムジンが市し街がい道路から住宅街の細ほそ道みちへ入った。俺の家の近所だ。

　座席の右端はしに座り──ちなみに俺は左端で、中間は大人おとな三人が座れるほどの空間がある──窓の向こうを眺ながめていた高埜倉が身じろぎした。

「吉よし田だ、停めなさい」

　プロフェッショナルな運転手は慌あわてず騒がず、問い返すこともせず、ただ雇やとい主ぬしの要よう望ぼうに冷静に従った。リムジンが停まると、高埜倉がドアを開け、飛び出していった。驚くべきことに、傘かさも差さずに。高級傘は持ち主に忘れ去られてしまったようだ。傘を摑つかみ、俺おれも外へ出る。

　高埜倉がリムジンを停めさせ、飛び出していった理由がわかった。

「みゃ」

　電でん柱ちゆう脇わきに置かれ、雨でよれよれになったダンボール箱。その中で震えていただろう、びしょぬれの捨て猫ねこが高埜倉の腕に抱かれていた。

　とりあえず、傘を差し出してみる。俺のではなく、そもそも高埜倉のなんだが。

　高埜倉は俺のことは綺き麗れいさっぱり忘れていたようで、ここでようやく思い出したようだ。

「……勘かん違ちがいは、しないでくださいね」

　意味がわからない。何で、そういう発言が？

　それは俺の顔に出ていたらしい。

「優しい人だとか、いい人だとか、思うことです」

　なるほど。言いたいことが、何となくわかった。しかしこういう発言が出る高たか埜の倉くらは、一体どんな人生を送ってきたんだ。猫ねこが高埜倉の胸に顔をすり寄せた。

「いや、思わないけど」

「……何ですって？」

「高埜倉の言いたいのは、不ふ良りようが捨て猫に優しくしていたから、実は優しい人なんだ、とか。あれと一いつ緒しよにするなってことだろ？　同どう意いする」

『サイコロ×３』でもこういうシーンがあったなあ、そういえば。イケメン不ふ良りようが捨て猫を拾おうとしているのを、主人公こうが目もく撃げきするっていう……。

「……へ？」

「ああいうのは、単に猫が好きだっただけ、だと思ってる」

　小しよう動物に優しいからって、なぜその優しさが人間にまで及ぶ、と単純にイコールで結べるんだ。短たん絡らく的すぎる。論ろん理りの乱らん暴ぼうな飛ひ躍やくだ。

　たとえば俺おれは、道ばたで我が家の飼い猫リンリンさんと見知らぬ人が同どう程てい度どに困ってて、どちらを助けますかって選択だったら、迷わずリンリンさんを選ぶぜ！

「高埜倉も動物が好きなんだろ？」

　安心してほしい。俺は高埜倉が心こころ優やさしい美び少女だとは一切思おもっていない。

「え、ええ……。ところであなた、いま、失礼なことを考えなかった？」

「いえ全然」

「お二人とも、仲が宜よろしいようで、吉よし田だは大変嬉うれしく思います」

　初しよ老ろうの運転手、吉田さんが、黒くろ傘がさを差し、予備の傘を一本手てに持ち、いつの間にか横に立っていた。

「レイアがこれと仲が良いはずないでしょう！」

　おい、高埜倉。また口く調ちようが変になっているぞ。もう慣れたから、俺もあえて突っ込みはしないが。

「青春ですねえ……。ですが、そろそろ車へお戻りください。風邪かぜをひかれてしまいます」

　にしても、この吉田さん。気け配はいがなかった。高埜倉家けの運転手は、ボディガードも兼ねているのかもしれない。

　三人と捨て猫、リムジンへ戻る。どうやら、高埜倉が小動物を拾うのは日常茶さ飯はん事じなのかもしれない。吉田さんは何の戸と惑まどいも見せず、てきぱきと「これをどうぞ。あ、これも」と人間用タオルと猫用タオルをごく自然に高埜倉へと渡している。さらには猫用のカゴまでどこからか取り出してきた。高埜倉もそれを当然と受け止めている。

「では、参りましょうか。ときに、ご学友様さま。お名前を伺うかがっても？」

　運転席から話しかけられた。ご学友……俺のことか。実際はそこまで親しくないぞ。いいのかおい、高埜倉。

　チラリと高たか埜の倉くらに視線を走らせると、口くち元もとを綻ほころばせて猫ねこと戯たわむれていた。薄うす汚よごれていた捨て猫は、タオルで拭ふかれ、灰はい色いろと白はく色しよくの毛け並なみを持っていることが判はん明めいした。

「……武尊ほたか湊みなとです」

「私は吉よし田だと申します。以後、お見み知しりおきを」

　リムジンが再さい出発する。

　無む言ごんなのは変わらないが、車内のピリピリした空気は消えていた。どしゃぶりで車のガラス窓に叩たたきつけるようだった雨も小雨へと変わり、俺おれの家に着く頃にはやんでいた。

「送っていただいて、ありがとうございました」

　吉田さんに礼を言い、内ドアに手をかける

「武尊さん？　お礼なら、わたしにでしょう」

　ようやく意識が猫から外がい界かいへ戻ってきたらしい。猫カゴにそっと灰色猫を置いた高埜倉が割り込む。

「どうもどうも。高埜倉さん」

　車を降りる。すぐ前が武尊家けの玄げん関かんだ。一戸建て。塀へいに表ひよう札さつがかかっている。家族全ぜん員いんの名前入いり。この町内はご近所付づき合いも多く、オープンに！　という方針で町内すべてそうなっている。最も寄より交番の巡じゆん査さの話だと、名みよう字じ表札だけのときよりも、小しよう犯罪、空あき巣す被害や変へん質しつ者などが減ったという話だ。「ここだけの話……この地区、全体的に暇ひまなんだよね。いいことだけどね。いいことなんだけど……」とのことだ。残念そうだった。大だい事件を解決！っていう夢があったらしい。

　なぜ巡査とそんな話をすることになったかというと、定期的に姉あね貴きを狙ねらうストーカー処理で、顔を合わせることになるからだ。父と巡査なんかは囲い碁ごの打ち合いをする仲だ。俺はしない。

「武尊……さん」

　門を開けようとしたところで、高埜倉が呟つぶやいたのが聞こえた。上じよう半身を捻ひねる。リムジンから出て来ていた高埜倉の視線の先は──インターホン──は違うな。

　その隣となりの表札プレート。ごく普通なんだが。

　順に、武尊太た久く郎ろう、静しず佳か、透とう子こ、湊、最後に猫のリンリンさん。

「武尊……さん。あなたのお姉ねえさんのお名前──透子さんとおっしゃるの？」

「そうだけど」

「大だい翼よく学園の生徒会長を務めた初の外がい部ぶ生せいで、三年連れん続ぞく学年首しゆ席せき、スポーツ万能、さらに冷たい美び貌ぼうを誇り、理事長と闘たたかって数々の校こう則そく改正を実現させ、袖そでにした男は数かず知しれず、才さい色しよく兼けん備びと謳うたわれた紗さ綾やの姉・法ほう条じようマユリとは犬けん猿えんの仲、それでいて彼女との勝負では全ぜん戦せん全勝、いまもって語り継がれている武尊透とう子こ様の弟？」

　長い。長いぞ、高埜倉。

　しかし、知らなかった……。語り継がれてんのか、姉貴。

「その武尊ほたか透とう子この弟だけど」

「！」

　高たか埜の倉くらレイア、絶ぜつ句く。それでいて様さまになるから、美び少女はすごい。世の中の不ふ公こう平へいを感じる。

　ほんっとに似てないからな、俺おれと姉あね貴き。月とスッポンだからな。気持ちはわかる。でもな、俺だって隠かくしてはいないんだぞ。名みよう字じだって同じだし。しかし気づく人間は少ない。それだけのことなのだ。言ってて空むなしくなってきた。それに、同じ名みよう字じなのに、姉貴がブソンと呼ばれているのは聞いたことがない……。

「武尊……珍めずらしい名字だし、お姉ねえ様と同じだとは、思っていたけど……」

　──お姉様？

「お姉様って……」

「透子お姉様のことに決まっているでしょ！　あのお姉様の弟が……」

　俺です。

「うるさいわよ、愚ぐ弟てい！　アイスは？　何を玄げん関かん前まえで騒そう音おんを……！」

　バーン、と玄関扉とびらが開いた。やべ。アイスなんて完全に忘れてた。

　不ふ機き嫌げんそうに姉貴が髪かみを搔かき上げた。こっちも、どんな仕し草ぐさをしていても様さまになる。

「……あら」

　俺以い外がいにも人がいることに気づき、瞬しゆん時じに切り替える。

「お友達？」

「はい！」

　胸の前で手を組み、高埜倉が俺の隣となりに立った。

「弟さんとお付き合いをさせていただいている高埜倉レイアと申します」

　はい？

「十七日には一いつ緒しよに出掛けさせていただく予定です」

　一いつ緒しよにでかけさせて……でかけ……デート？

　口を挟もうとしたら、ガンっと、高埜倉に足を踏まれた。……痛い。

　話を合わせろ、ということらしい。

　なんで俺が、それに付き合う必要があるのか。……だが、考え直してみた。

　否定……しなくてもいいんじゃないか？　なんせ高埜倉は、いろいろ難なんありだが美び少女。

　彼女がいると思われるのは良い事だろう！　デートの予定があると思われるのも、健けん全ぜんな男だん子し高校生としては良し！　実際にデートしなくても、当とう日じつ出掛けさえすればＯＫだしな。

「そうだわ。武尊さん。今日きようはわたしの家に寄ってくださる予定でしたわね？」

　俺の腕を取る高埜倉。

　頷うなずく俺。お付き合い発言では目を見開いたものの、姉貴は既すでに通常モードだ。

「そうなの、いってらっしゃい。……愚弟」

　見送りに出てきた姉あね貴きが、俺おれに向かい、小こ声ごえで囁ささやいた。

「あとで説明してもらうわよ」

　ばれてーら。







　そんなこんなで、俺は高たか埜の倉くら家けへやってきた。初の女の子の自じ宅たく訪問、的なドキドキ感はない。高埜倉家は一いち代だいでのし上がった、よく言えば野や心しん家か。悪く言えば成なり金きん。一等地ちに邸てい宅たくを構える。伝でん統とうや格かく式しきといったものは見られないが、すべてが新しく、勢いを感じる。

　あと……ワンニャンランド？　だった。

　邸宅だから、庭も広い。のはいいとして、犬や猫ねこが放し飼いにされている。専用ブリーダーが側に付いて見守っている用意周しゆう到とうさ。見た範はん囲いだけで、全ぜん匹ひき、毛け並なみつやつやで血けつ色しよくが良く、瞳ひとみもキラキラ、この世の楽らく園えんにいるがごとき。人を見ると寄ってくる。人なつっこく、可愛かわいい。まったく警けい戒かい心しんがないのだ。

　……まあ、俺が世界一いちだと思う猫は、我が家やのリンリンさんだが。リンリンさんに敵かなう猫など存在しないのだ。

　俺と高埜倉は客室でティータイムの席についている。生まれてはじめて見たが、エプロンドレス姿すがたのメイドさんがお茶とケーキを運んでくれた。若いイケメン執しつ事じもいた。執事が若いイケメンなあたり、ここは乙女おとめゲーだな、と俺は思った。

　あの灰はい色いろ猫は、高埜倉家に着いてから、洗われ、食べ物を与えられ、身体からだも乾き、スピスピと時とき折おり鼻を鳴らしながら、高埜倉の膝ひざで丸まっている。感心すべきは、高埜倉が猫を拾ってきてからの屋や敷しきの人間の手て際ぎわの良さだ。そしてこのワンニャンランドっぷり。

「この家の犬と猫って、ぜんぶ高埜倉が拾った？」

「……悪いかしら？」

　拾ったんだな。

　紅こう茶ちやを一ひと口くち。たぶん美味おいしい。庶しよ民みんの舌したには、紅茶は紅茶だ。違いがわからない。コーヒーもだ。チェーン店だけでも、どこのコーヒーが美味うまいとか不味まずいとかあるようだが、さっぱりわからない。喉のどを潤うるおしたところで、本ほん題だいだ。

「それで、どうして俺と高埜倉が付き合っていることになるんでしょうか？」

「わたしと話すときに、たまに丁てい寧ねい語ごになるのはなぜ？」

「気分」

「……わたしが、お姉ねえ様を敬けい愛あい、尊そん敬けいしているからよ」

　俺の答えはスルーされたようだ。そして俺も、それは些さ細さいなことになった。姉貴を敬愛……尊敬……？　あの姉貴を？　高埜倉が、まるで夢ゆめ見みる乙女おとめ状態で宙を見る。

「中ちゆう等とう部ぶの頃、お姉様に出会ったの。庶しよ民みん出身ながら、あの美び貌ぼう、振る舞い……。そして紗さ綾やの姉を負かした勇ゆう姿し！」

「高たか埜の倉くら……！」

「な、何よ？」

　俺おれは身を乗り出した。テーブルを叩たたいたせいで、食器が音を立てる。

「おまえ、目標が間違ってるぞ！」

　姉あね貴きを見み本ほんにしたら、女じよ王おう様だろうが！　人生を棒に振るようなことを自ら！　何と嘆なげかわしい！　全身全ぜん霊れいをこめて忠ちゆう告こくする。あれは一人いれば充分。

「やめとけ」

「お姉ねえ様のどこが悪いっていうのよ！　レイアの目もく標ひようなんだから！」

　──は！　まさか。

「おまえ……レ」

　ズ。禁きん断だんの百ゆ合りか！　ここだけの話、姉貴は年下の女の子にも、モテていたからな……。

「違う！　お姉様のことは尊そん敬けいしているって言ったでしょう！　まったく下げ世せ話わな！　これだから庶しよ民みんは！」

「姉も俺も庶民ですけど」

　俺は席に座り直した。

「お姉様は特別に決まっているでしょ」

　お付き合いしています宣せん言げんの意い図とが、読めてきた。

「姉貴とお近づきになるために、弟である俺を利用か……」

　確かに、俺おれと付き合っている設定なら、ウチに来てもおかしくない。必然的に姉貴と顔を合わす機会も増えるだろう。そして妹いもうと的てき存在へ──。これだ。

　高埜倉は無言。無む言ごんは肯こう定てい。

「けど高埜倉ってさ、ぶっちゃけ、俺のこと嫌きらいだよね？」

　いやー。電話でデートには誘われてるけど、高埜倉からの好こう意いを、すがすがしいほどまでに感じなかったからな、俺。しかし宮みや河がわに続いて、なぜこんな確かく認にんをしなければならないのか！

「そうね……。大だい嫌きらいよ」

　言い捨て、高埜倉が上じよう品ひんに紅こう茶ちやを一ひと口くち。

「まず紗さ綾やが好みなことからして、もう気に入らないわ！　しかも紗綾に告こく白はくまでしているですって？　わたしはされていないのに！」

「えー……」

　横おう暴ぼうすぎる。

「えー、とは何よ？」

「金ぱ……高埜倉さんは、法ほう条じようにライバル心を抱いていると」

「…………」

　認めたくないが、図ず星ぼし。そんなところか。

「そういや、裏うら購こう買ばいの冠かんむり候こう補ほカードの売り上げ、一位って法ほう条じようだよな」

　二位が宮みや河がわで、三位が高たか埜の倉くら、と。ピシリ、と高埜倉が固まった。うむ。面白い。

　お、氷ひよう像ぞう化かが解けた。

「──いつもいつもいつもいつも、紗さ綾やがわたしの前に立ちはだかるのよ。家いえ柄がらも勉強も！　あの涼すずしい顔も、まったくわたしを意識していないところも！　何なのっ？　そんなわたしの心の支えが、お姉ねえ様よ。理想よ」

　ピッと、綺き麗れいに爪つめがコーティングされた人ひと差さし指ゆびで、高埜倉が俺おれをまっすぐ指ゆび差さした。

「紗綾といえば──あなたも、あなたよ！」

　わたしは非常に屈くつ辱じよくである。そう高埜倉の顔に書いてあった。

「レイアがアプローチしているっていうのに、靡なびかないのは何なの？　恋愛機き能のうが麻ま痺ひしているに違いないわ！」

　バンッとテーブルを叩たたいて、立ちあがるかに見えたが、高埜倉は膝ひざの猫ねこの存在に気づいて、やめた。まさに猫の下げ僕ぼく。リンリンさんに日ひ頃ごろ傅かしずいている人間として、俺の高埜倉への好こう感かん度どが五、急きゆう上じよう昇しようした。

「高埜倉さん。『わたし』が、『レイア』になってます」

　こほん、と高埜倉が咳せき払ばらいする。

「わたしが」

「そう言われても、下げ駄た箱ばこ近くで会ったときに言ったとおり、好みは法条だし」

「──レイアより、紗綾のほうがいいっていいたいの？」

　また一いち人にん称しようがレイアに戻ってる。

「いやですね、俺は声フェチでして、法条の声がストライク……」

「……フェチ。特とく殊しゆな性せい癖へきってことよね？」

　何か高埜倉の納なつ得とくスイッチを押したのかもしれない。

「そう。そうだわ」

　と何度か頷うなずいた。

「つまり、わたしは紗綾には負けていないということね。あなたが特殊性癖なだけで」

　特殊性癖、を強調されているような気がする……！

　遺い憾かんだ。

　俺おれ的てき声レベル認にん定ていで負けているのは事実だそ。いいか？　そもそも声レベル五と声レベル四との間には、深い深い川が横たわっているのだ。四百字詰づめ原げん稿こう用よう紙し十枚でも語るのには足りない。そして高埜倉！　おまえは四ではなく、三なのだ！

　まあ、納得したようなので、高埜倉には黙だまっている。

「──そういうわけで、付き合いましょう」

　何がどうなったら、そういうわけになるんだ、高たか埜の倉くら。

「フリよ、フリ」

「俺おれには何なに一つ良いことがないんですが？」

「宮みや河がわさんを避けているじゃない。わたしと付き合っていることにすれば、良いカモフラージュになるわよ？」

「……何で知ってんの？」

　丁てい寧ねい語ごが抜けた。

「情報に疎うといわね。高こう等とう部ぶの生徒で知らない人なんているのかしら。武尊ほたかさん。あなた、すごく評ひよう判ばん悪いわよ。宮河さんに声を掛けてもらっているのに身の程ほどを知れって。ライバルがあなたにかまけているおかげで、わたしは助かっているけど」

「高埜倉さんは『幸運の冠かんむり』が欲しいんだ？」

「当然じゃない？　冠はステータスよ。それに紗綾に勝ったことにもなるじゃない！」

　結局はそこかよ。当の法条は興きよう味みなさそうだけどな。そこがいいと、一いつ般ぱん生徒からの人気はうなぎのぼりになるわけだ。騎士ナイトたちも嫌きらったりはしない。対し、高埜倉は工こう作さく、努力して票を得るタイプで、結果的に同点か僅きん差さで負け。いままでそんな感じだったんだろうな。

「……付き合う、か……」

　俺は腕を組み、背もたれに寄りかかった。

「フリよ」

　突っ込みが入る。

「よし、フリで付き合おう」

　俺ルートに入りそうな危機き感かんが半はん端ぱないいま、高埜倉と付き合っていることにすれば、宮河の俺へのターゲットロックオンも外れるか、ロックオン度が薄れるかもしれない。彼女がいる気分も味わえる。しかも冠候こう補ほだ。俺おれへの好こう感かん度どが低いにもかかわらずプライベートアドレスを送りつけてきたのも法ほう条じようへの対たい抗こう心しんだとわかったし、高埜倉とのデートを断る必要もない。

　二人で頷うなずき合う。

「じゃあ、デートしましょう」

「え」

　さっそく？

「お姉ねえ様さまに宣せん言げんした手て前まえ、実行はするわ。そのために日付けも言ったんだもの。？　……聞いていないの？」

「何の話？」

「冠候補と騎士全員で、冠選せん出しゆつの前に、終しゆう業ぎよう式しき後ごに出掛けようって話よ。集団デートみたいなもの。あなたも誘われていたでしょう？」

　……イイエ。あれ、何かヤな予よ感かんか……。

「まだだったの？　宮みや河がわさんが誘う役目を買って出ていたようだけど」

　知りません。ていうか、七月に入ってあったイベントっぽい遭そう遇ぐう時じや、毎まい度どのデートの誘い電話時じ、宮みや河がわはその話題を出そうとしていたかもしれないけど、俺おれが聞こうとしていなかったのだと推すい測そくされる。……なぜ耳を貸さなかったのか！

「終しゆう業ぎよう式しきの日って」

「だから、十七日ね」

　聞きたくなかったが、聞いてみた。

「……場所は」

「遊ゆう園えん地ち。『だいよくパーク』」

　ああ、あそこね。地ち方ほう遊園地のわりに、遠えん方ぽうや外国からも客が来る、絶ぜつ叫きようコースターやホラーハウス、定てい番ばんメリーゴーランド、巨きよ大だい迷めい路ろなどアトラクション満まん載さいの、一いち大だいテーマパークだ。

「俺、欠席」

「できると思って？」

　微笑という名の脅おどし。できないんですか。そうですか。ですよね……。

　よもや高たか埜の倉くらと下げ校こうして、宮河関連の、俺ルートに入りそうな危険に近づくことになろうとは……！　そのへんに関しては、高埜倉は安全パイだと思っていたのに、ここから来たか！　強きよう制せいイベントの魔まの手が。

　妹の言っていた、十七日という日。攻こう略りやくヒントの遊園地という場所。

　ここまで揃そろっているんだ。間違いない。

　遊園地イベントが胆きも。

　──この日、運命が決する。

　これだけ宮河を避け、イベントっぽいものが起こっても極きよく力りよく無む視ししてきたんだ、たぶん大だい丈じよう夫ぶだろう。大丈夫だ！　と思いたい。が、警けい戒かいは怠おこたれない。







　高埜倉家けを辞じし、帰き宅たく。コンビニに寄ってアイスを買ってきた心こころ優やさしい弟の俺が居間に入ると、酒さけ臭くさい匂においがプーンと漂ってきた。両親とも共とも働ばたらきで、今日きようは両方とも遅おそい日だから、まだ帰っていない。となると犯人は一人しかいない。

　姉のことが大好きなわりに、酒が嫌きらいなリンリンさんが俺の足あし元もとに避ひ難なんしてきた。スリスリと足に顔をこすりつけてくる。萌もえる。萌えるよリンリンさん。捕ほ獲かくして抱っこした。拒否されなかった……！

「おい、姉あね貴き」

「何よ、愚ぐ弟てい」

　ソファに座り、ビール缶かんを手に持った姉貴が足を組む。すでに何なん缶かんか開けている模も様よう。

「夕ご飯はんは当番日びだから作ってあるわよ。それに私は二十歳はたちよ。文もん句くある？」

　武尊ほたか家けの食しよく卓たくは、両親が共とも働ばたらきであるので、そのシフトに合わせて当番制せいである。

「……ねえよ」

「愚ぐ弟ていも飲めば？」

「未み成せい年ねんに飲酒をすすめないように。なあリンリンさん」

　あー、でも『前ぜん世せ？』を単純に年数で足せば、余よ裕ゆうでアリか。……複雑な気分だ。

「姉あね貴き、酔よってはないよな？」

「この私が、この程てい度どで酔うと思う？」

「……思いません」

　姉貴は酒に強い。母方の祖そ母ぼが酒しゆ豪ごうだったらしく、その血は母、そしてその娘である姉貴に受け継がれたのだ。対して父ちち方かたは滅めつ法ぽう弱い。たぶん俺おれも弱い。

「酔いたいのに酔えないって嫌いやね。むしろ頭が冴さえる」

「また別れたのか？」

「別れたわよ」

「やけ酒か」

「男と別れたごときで？」

　姉貴が片かた眉まゆをあげた。

「あんたこそ、彼女は？」

「……彼女じゃねーよ。理由があって付き合ってるフリしてるだけだ」

「そんなことだろうとは思ったけど、あんたに彼女なんて百年早はやいものね」

「それって、彼女なしのままジジイじゃねーか」

「面めん倒どうは見てあげるわよ？」

「遠えん慮りよシマス」

　笑えねえ冗じよう談だんだ。

「で、結局、酔よいたい原因は何だよ」

「……十七日が近いじゃない」

　姉あね貴きが呟つぶやき、

「そう思ったら、酔いたくなっただけよ」

　ビール缶かんを置いた。

「あんたは忘れたの？」

　俺を見る。

　十七日。姉貴が言っているのは、数年前の七月十七日のことだ。俺は今年の四月の終わりまで、『前ぜん世せ？』なんて知らなかった。ここがどこかも。それでも、『武尊湊みなと』として生きてきて、微かすかな違い和わ感かんはあったわけで……気にはなっていた。

　それを気にしないようにしようと、決めたのが、七月十七日だ。

　──その意味では、『俺おれ』が生まれたのは、あの日の七月十七日なんだと思う。いまこうして思い返してみれば。

　あの日のことを、不ふ思し議ぎと、俺も姉あね貴きも、特に口にしたことがなかった。

「忘れた」

　だいじょうぶだよ、と何度も何度も繰り返した日があった。

「……あの頃は、姉貴もか弱き天てん使しだったのにな。なんでこんな成長を」

「くたばれ、愚ぐ弟てい」

「……ってえ」

　空のビール缶かんが俺の頭にクリーンヒットし、腕からリンリンさんが逃げ出した。

「私だって、あんたがこんな愚弟に成長するなんて予想外がいよ。いい？」

　あ、姉貴が語り出した。そして調子が戻った。こういう姉貴のほうが安心する。

「まず、私を呼ぶときは、『姉貴』なんてぞんざいなクソ可愛かわいくない言い方、態度じゃなく、『姉ねえさん』よ。夕食当とう番ばんのときも、穏おだやかな微笑ほほえみで『今日きようは姉さんの好きなオムライスだよ』って、笑顔で皿を並べるわね」

　それは料理ができるウェイターだ。

　あと、やっぱりさっきまでの姉貴のほうが良かった気が早くもしてきた。ちなみに、姉貴の好こう物ぶつがオムライスなのは本当だ。か弱き天使だった頃から一いつ貫かんしている。

　終わりかと思いきや、まだ続きがあった。

「そうね。今日みたいに雨が降っていたときは、大学まで傘かさを持って出迎え。『大だい丈じよう夫ぶ？　姉さん。風邪かぜひくといけないから迎えに来たよ』ぐらいの。玄げん関かんでびしょぬれで身体からだを拭ふいている私を見て『天気予よ報ほう見てねえの？　ハ』とは言わないわね」

　ムカつく捨て台詞ぜりふだ。そして前半はともかく、この後半の例、描びよう写しやが妙みように生なま々なましく、身に覚えがあるような、ないような。

「……思い出したら腹が立ってきたわ」

　華か麗れいなフォームで空ビール缶攻こう撃げき、第二陣じん。今度はキャッチした。姉貴が本ほん気きで舌した打うちした。

　しかしそんな命いのち知しらずな台詞を姉貴に？　──俺が？

　馬鹿ばかな。何という蛮ばん勇ゆうだ、かつての俺よ。勇気がありすぎる。

「──俺、そんなこと言ったっけ？」

「言ったわよ」

　腕を組み頷うなずく姉貴。果てしなく偉そうだ。

「三年前の五月二六日、午後八時二十一分五十六秒に！」

　細か！

「なんでそんな詳しよう細さいに覚えてんだよっ？」

「……それは」

　お、姉あね貴きが怯ひるんだ。が、一いつ瞬しゆんだった。

「言われたほうは覚えてるものなのよ。いいこと？　とにかく、あんたは言ったのよ」

　言われてみれば……中学のときぐらいに言ったかもしれない。

「それはともかく、さっきのオムライス云うん々ぬん。そんなヤツいねーよ」

　どんな弟だよ。

「知ってるわよ、そんなこと。あんた馬鹿ばかじゃないの？　ほら、夕食。食べるわよ。おいで、リンリン」

　ビール缶かんを片付けた姉貴が、居間をウロウロしていたリンリンさんを呼ぶ。

　すれ違い際ぎわ、姉貴に、アイスのカップ入りのコンビニ袋ぶくろを奪うばわれた。リンリンさんがたっと姉貴に駆かけ寄っていった。最終的に選ぶのは姉貴か。短い蜜みつ月げつだったな……リンリンさん。浮うわ気きはいつでも受けつける。




　──たぶん偶ぐう然ぜんだが、その日の夕食は俺おれの好こう物ぶつの親子丼どんだった。

　俺たち武尊ほたか家け姉弟は、卵たまご料理が好きである。
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　前日の天気予よ報ほうでは、今日きようの天気は降こう水すい確かく率りつ八十パーセント以上だった。俺おれは少々それに賭かけていた。雨かー。遊ゆう園えん地ちだし、屋おく外がい施し設せつは回れない……じゃあ雨う天てん中止ってことで！　そんな流れが来ることを。

　さんさんと輝く太陽が、これほど憎にくいと思ったことはない。しっかりしろ！　こっちの気き象しよう庁ちよう！　全ぜん然ぜん違うぞ、予報と。それとも、蛮ばん勇ゆうに溢あふれすぎていたちょっと反はん抗こう期きな俺が「天気予報見てねえの？　ハ」と姉あね貴きを嘲あざ笑わらった反はん動どうが、今日この日に結けつ実じつしたのか。これからは善ぜん行こうをつもうと思う。

　私し服ふく姿すがたの美び少女四人とイケメン四人に、普通凡ぼん人じんが一人。いつぞや、姉にコーディネートされた系の服を着ているので、普通凡人である俺も、三割増ましぐらいにはなっている、はず。一いつ行こうは周囲の視線を集めまくりだ。八人の姿をざーっと見て、男も女もぽーっとし、最後、「ん？」と眉まゆをひそめて終わるのだ。「ん？」の部分が俺。

　人を幻げん想そうの世界から現実に呼び戻す重大な役目を俺は負っている。間かん接せつ的には、カップルの喧けん嘩かおよび破は局きよく回かい避ひにも役立っている。軽く十～二十は救ったはずだ。さっそく善行をつんだ。

　頭上の太陽を見上げる。掌てのひらをかざして陽光を遮さえぎった。

　──とりあえず、晴れたら行く、とは決めていた。

　イベントは発生したら、そのイベントを失敗で終わらせばいいわけだ。

　この遊園地イベントもしかり。心こころ構がまえという意味で、俺はこの乙女おとめゲー世界に対してアドヴァンテージがある。あれほど宮みや河がわを避け、俺ルート突とつ入にゆうを阻そ止ししようとしていたのだから、きっと大だい丈じよう夫ぶだろうけど、それでも万まんが一いち、俺ルートに入りそうな状況になったとしても、挽ばん回かいが可能なはず。

　ここで起こるとかいう事件を回避するか、予定調ちよう和わをぶち壊こわせば、俺にも勝しよう機きはある。……たぶん。見えない何かと戦うのは辛つらい。

　でも、そう構えなくても問題ない気がしてきた。屋上庭てい園えんの一件以い来らい、はじめて宮河とこうして顔を合わせたわけだが──。

　明らかに避けられている。いままでの反対な状況に陥おちいっているのだ。これなら……俺ルートに分ぶん岐きするようなことも、ないんじゃないだろうか。

「先せん輩ぱい先輩！　見てください。あれ！　『ラブ★ブラック・エボリューション』のコラボ商品ですよ？」

　桜さくら妹いもうとが指ゆび差さしたるは、園えん内ないに幾いくつもある売店の一つ。客は圧あつ倒とう的に女性が多い。看かん板ばんには乙女ゲー絵が描かれている。『ラブ★ブラック・エボリューション』もプレイ済みの俺は、あれがゲーム中、主人公こうが開発したアイスだとわかる。裏ルートというものが存在し、それに進むと、なぜか主人公がアイス職しよく人にんを目指す。この時点でもはや攻こう略りやく対たい象しようは関係なくなり、アイス製作シミュレーションとなるのだ。そして、その頂ちよう点てんに君くん臨りんするアイスが、

「ブラックアイスかー」

「そうですそうです！　食べに行きましょー」

「実み琴ことー、武尊ほたかは高たか埜の倉くらと付き合ってるんだから邪じや魔まは」

　桜さくら兄あにが桜妹いもうとに背後から抱きつく。瞬しゆん間かん、容よう赦しやのない肘ひじ鉄てつが桜兄の腹に決まった。ぐふっという呻うめき声があがる。心の中で合唱。

「暑いので、やめてください。お義兄にいさん。──寄るな触るな近づくな」

　微笑ほほえましい兄妹の一コマ……だよな。少しは仲良くなった、と思っていたが、相変わらずなんだな……。それにしても、桜妹の義兄あにを見る目が冷たい。

　宮みや河がわ、そして高埜倉と話していた眼鏡めがね会長が、突とつ如じようずくまった桜兄が気になったのか、こっちに来た。痛がっているが喜んでいるようにも見える桜兄を、何とも言えない表情で一いち瞥べつし、

「……何があったんだ？」

「兄妹スキンシップ……だと」

　自信なさげに答える津つ久く見み。遊ゆう園えん地ちに来ている客のお姉ねえ様さま方がたが自分を見て、ヒソヒソ話しているのに気づき、にこやかに手を振った。「可愛かわいい、あの子」などと言いつつ、お姉様方が手を振り返す。「いや、女の子だろ」と男おとこ客きやくも手を振る。「？」な顔をしたが、律儀りちぎに津久見は振り返している。こうして野や郎ろうの中にも「津久見きゅん……！」な信しん者じやが誕生するのか……。津久見の私服は初めてみたが、男にも女にも、どちらにも見える絶ぜつ妙みようのセンスだった。

「湊みなとさん。さっそく実琴さんと浮うわ気きですか？」

　高埜倉が親しげに俺の顔に自分の顔を近づけて、小こ声ごえで話しかけてくる。それを見る宮河と眼鏡会長。だが宮河のほうは、微びみ妙ように俺から視線を逸そらしている。

　ふふ、と高埜倉が笑う。計画通り！　という顔だ。

「金ぱ……高埜倉、会長狙ねらいだったのか？」

　初しよ期き異い性せい設せつ定ていだと確か……。つーか、もはや初期好こう感かん度どはあんまり関係ないな。

「そういうわけではありませんわ。わたしは他人から注目を浴びるのが好きなんです」

　そう言い、肩にかかっている金きん髪ぱつを払った。

　──すごく、納なつ得とくした。

「ところであなた、たまに金ぱ……とわたしを呼ぶのは何なの？」

　少し険けんのある調子で付け加えられる。

「……気にしないでください」

「気にするに決まってるでしょ！」

　付き合っているフリをしよう、と決めた日の翌よく日じつ。すさまじい速度で、カップル成立の報は高こう等とう部ぶを駆かけ巡った。クラス委員長の斎さい藤とうさん……もう斎藤と呼び捨て固定でいこう。オッズ大おお穴あな狙ねらいだった斎藤には「ブソン君はわたしに恨うらみでもあるの？　大穴なのはいいけど、最高レートはブソン君が宮河さんと付き合う場合なのに！　嗚呼ああ！」と詰なじられた。斎藤よ、君もいつまでたってもブソン呼びで、俺に恨みでもあるのか。

　……理り不ふ尽じんすぎる。

　俺おれの下げ駄た箱ばこもひどいことになった。

『呪のろわれよ武尊ほたか湊みなと！』

『憎にくィィ！　憎ィィ！』

『俺たちフツメンの希望の星だと信じていたのに！　裏切ったな！　裏切ったな！』

『おれの高たか埜の倉くら副会長があああああああああああああ！　イヤあああああ！』

『これは不幸の手紙です。三日以内に高埜倉副会長と別れないと呪われます呪います』

『夜道には気をつけろ』

『背後にも気をつけろ』

『これできっと落書き用や破り用、呪い用に売れ残りの武尊湊カードがはけること間違いなし！　ありがとう！　ありがとう！　ラブ！　愛してる！　前は嫌いやな手紙出だしてメンゴ。ひゃっほう！　むしろ武尊湊カードを増ぞう産さんするべき？　裏うら購こう買ばい騎士ナイトカード営業担たん当とう』

『追つい伸しん、ささやかな感謝の気持ちとして、裏購買の秘ひ密みつを教えます。裏購買のドンってトップシークレットなんだけど、こっそり情報漏ろう洩えい！　今年は霧きり島しま生徒会長だったりしてー。裏購買騎士カード製せい作さく担当』

『騎士プ』

　騎士プだけは変わらず、癒いやされた。いまや俺の中では最高にプが美び化かされているんだが、美化が止まらなくて困る。

「高埜倉先せん輩ぱいと武尊先輩が付き合っているのは知ってますけど、それじゃあせっかくみんなで来たのにつまらないじゃないですか？　全員で同じアトラクションに並び続けるのも能がないですし……。アトラクションごと──いやいっそ時間を区切って、ペアを変えてみるなんてどうでしょう？」

　悪わる気ぎのないほわんとした笑顔で、津つ久く見みが提案する。多た数すう決けつにより評ひよう決けつしたところ、八対一。反対したのは俺だけだ。念のため、イベント避けのために高埜倉と行動しようと思っていたのに……。小こ声ごえで話しかける。

「高埜倉さん、なんで賛成なんですか？」

「フリはもう充分でしょう？」

「そーっすね……」

「…………。……レイアと行動したかったの？」

「いや別に」

　違うけど。

　ダンっと足を踏まれた。しかも前回踏まれた箇か所しよ。何事もなかったのように、高埜倉はペア決めの音頭おんどをとっている。

「では、まずは男女別べつ々べつになるようにしましょう？」

　即そく席せきで津つ久く見みが作ったくじを男女ごと、一人ずつ引いてゆく。九人なので、できるペアは四つ。男が一人、必ずはぶられる仕し様ようだ。

「やった！　先せん輩ぱい！　アトラクションはさっさと終わらせて、アイス食べましょー！」

　俺おれは桜さくら妹いもうとと。眼鏡めがね会長が宮みや河がわと。笠かさ城ぎ──あだ名で考えると、こいつがヒッキー濃のう厚こうなんだよな──が法ほう条じようと。津久見が高たか埜の倉くらと。桜兄あにが外れくじを引いた。悲しげに桜妹を見ている。桜妹は無む視ししている。桜妹には桜兄のイケメン光線は効かないようだ。

　第一回ペア決めは、こんな結果に終わった。よし！　宮河とではなかった！　俺と宮河が組む確かく率りつはさほど高くない。今日きよう一日、二回……いや三回、くじ引きを凌しのげばいける。

　集合時じ刻こくを決めて、一いつ斉せいに散る。連れん絡らくは端たん末まつでだ。







　すごく、目立っている。コラボ売店の一番近くにあった揺れ動く船アトラクションを終え、俺と桜妹は売店併へい設せつのパラソル付きテーブルについて、ブラックアイスを食している。しかし、周囲のテーブルには女おんな友達同どう士しの組み合わせばかり。ついさっき、彼女に押しきられて同どう伴はんしていた唯ゆい一いつの男性客きやくは、乙女おとめゲーコラボ空間に耐えきれず、逃げ去った。

　販はん促そく用ようのデモムービーが流れてるし、二次元の野や郎ろうパネルが微笑ほほえんでいるし、アイスのカップにもいるし。キャーキャー楽しげな笑い声に囲まれているが、一人ひとり男おとこの俺は、完全に場ば違ちがい。

　しかし、いまだとけない──あの姉あね貴きにゲームが見つかった騒そう動どうでむしろ深まった──桜妹による俺のオトメン認にん定ていはもう諦あきらめるにしても、俺が乙女ゲープレイヤーとなっているのは事実だ。なにせ、普通の男には決してわからないだろう、『ラブ★ブラック・エボリューション』の攻こう略りやく対たい象しようが描かれているカップの野郎絵えを見て、フルネームを言える。もちろん全員分。

『フォーチュン・クラウン』の文字列れつは単にアイス専門店の名前だったよ俺の時間を返せ事件は、心に深い傷を残したが、『ラブ★ブラック・エボリューション』は乙女ゲーの学習教きよう材ざいとしては優ゆう秀しゆうだ。

　真まっ先さきに覚えた攻略対象は、男の娘こ、と呼ばれる女じよ装そうキャラ男だん子しだ。

　──男の娘？　『の』で繫つなげられている前後の単たん語ごが矛む盾じゆんしている……。この言葉を知った時、そう数秒ほど思し案あんした。男の娘……実は女の子だった！　というどんでん返しを終しゆう盤ばんまで期待していたというのに……！　乙女ゲーはしょせん乙女ゲー。無む情じようだった。

　スプーンですくって、黒々しいゴマ入りアイスにぱくつく。ゲームでの大だい絶ぜつ賛さんの味を再現できているとは言いがたいが、そこそこ美味うまい。

「先輩のカップの絵。オリキ君ですね」

　髪かみも長く、ワンピース姿すがた、もうどこからどう見ても美び少女、な絵。しかし男。男の娘な攻略対象、それがオリキ君だ。

「魔まのオリキ君……」

　桜さくら妹いもうとが呟つぶやいた。

「魔ま？」

「オリキ君は、先せん輩ぱいのような男性乙女おとめゲープレイヤーを次々とＢＬゲーの道に陥おとしいれていっていると、ネット界では常識です」

　ＢＬゲーとは、主人公が男に変わるバージョンだ。攻こう略りやく対象も男。この事実を知ったとき、俺おれは激しく戦せん慄りつした。良かった！　ここが乙女ゲー世界で良かった！　と思った。

　──しかし。

「実み琴ことちゃんはそういうのも好きなんじゃ？」

　気き軽がるに問いかけたが、

「……混ぜるなキケン、なんです」

　いやに深しん刻こくそうに、桜妹が言った。

「乙女ゲーとＢＬゲー。両者のターゲット購こう買ばい層そうは女性。それに違いはありません。しかし、いいですか先輩！」

「は、はい」

「たとえこの二つのジャンルを好きな両りよう刀とう使いであっても、乙女ゲーは乙女ゲー！　ＢＬゲーはＢＬゲー！　なんです。なのに、最近の製作者ときたら……！」

「はあ……」

　相あい槌づちを打ちはしたが、さっぱりわからない。

「乙女ゲーにイケメン同どう士しの過か剰じようなイチャイチャはいらないんです！　むしろ万ばん死しに値します！　乙女ゲーにおいて、そんな主人公蚊か帳やの外、はクソゲーです！　ええ！　だいたい、ＢＬ成せい分ぶんが欲しい人は、ＢＬゲーから補ほ給きゆうすると思うんです。乙女ゲーにＢＬ要よう素そを入れられても困るんです！　匂におうだけでも嫌いやなんです！　何なんですか、もう！　ちなみにわたしは乙女ゲー専門です！」

「そ、そう……」

「ふう……すっきりしました。こんなこと、リアルでは湊みなと先輩にしか言えなくて」

　てへっと笑う。俺に言うのも実は間違ってるぞ、桜妹。そして桜兄あにも、いまや確か乙女ゲーにかなり詳しいはずだが、スルーなんだな……。イケメンを不ふ憫びんに思う日が来るとは。

　いま、桜兄は一人なんだよな。いま頃どこで時間を潰つぶして……。

「…………」

　いた。緑みどり色いろの不ぶ気き味みなキャラクターお面めん──目め玉だまが三つ、赤い紙による舌したがチロリの演えん出しゆつ付き──を装そう着ちやくした不ふ審しん者しやが。ここから反対側がわに植えられた常じよう緑りよく樹じゆの陰から、チラチラとこっちを見ている！　服ふく装そうからして、あれはまさしく桜兄だ……。なまじイケメンオーラがあるばかりに、お面と相まってすさまじい負の空気を醸かもし出している……！

　一応、立ち休きゆう憩けい中ちゆうですよ、というカモフラージュのためか、売ばい店てんで買い求めたらしい紙コップのジュースを手にしている。が、飲んでいる様よう子すは、ない。

　そして、変へん装そうこそ難なんありだが、立っている場所は完かん璧ぺきに俺おれたちを監かん視しできる位置！

　電波ヤンデレのシスコンぶりは尋じん常じようではないということか……！　一人で大人おとなしく待っているはずがなかった……！

　見てる見てる、滅め茶ちや苦く茶ちや見てる！　園えん内ないのショップ販売か？　あのお面怖こええ。

「……先せん輩ぱい？」

　あ、園内警けい備び員いんが桜さくら兄あにに接近した。そのまま連れられて行った……。しかしおかげで監視から解放された……！

　俺は大きく息を吐いた。

「先輩ってば、どうかしました？」

　訝いぶかしげな様よう子すの桜妹いもうとに、何とか取り繕つくろう。

「や、やっぱり、女の子の乙女おとめゲー仲間をつくったほうがいいと思うぞ。宮みや河がわは？　宮河と仲良くなったんじゃなかったっけ？」

　冠かんむり候こう補ほ同どう士しでは、宮河と桜妹がいい感じだ。乙女ゲーで交流を持つ際、さりげなく桜妹に宮河をプッシュした甲か斐いがあった。だが友情エンディングを目指すなら、宮河も乙女ゲー仲間になっているぐらいでないと、たぶん無む理りだ。

「先輩はわかってないですね。布ふ教きよう活動っていうのは、繊せん細さいで奥が深いものなんです！　友達だからって、すぐ引き入れられるようなものじゃあないんですよ？　それに、乙女ゲーマー仲間は先輩がいるし、良いんです。満足です！　さっきも言いましたけど、すっきりしたし。……そうだ。すっきりついでに言っちゃいますね」

　アイスをすくったスプーンを口に入れていたので、そのまま桜妹の言葉を待つ。

「──湊みなと先輩、本ほん気きで高たか埜の倉くら先輩とお付き合いしているんですか？」

　アイスを飲み込む。アイスと一いつ緒しよに注文した抹まつ茶ちやジュースを一口。

「もちろん。なんで？」

　何かボロを出したか？

「……何でしょう。お兄にいちゃんをとられる気持ちって、こんな感じなのかな……？」

『人気ナンバー１！　学園の王おう子じ！　小鳥遊たかなしカイ！』

　ゲームの販はん促そくムービーのキャラ紹しよう介かいが、桜妹の言葉に被かぶった。小こ声ごえだったので、桜妹が何を言ったのか、よく聞こえなかった。

「ごめん。実み琴ことちゃん。いまなんて？」

「いえ！　えーっと……ところで！　『ラブ★ブラック・エボリューション』の攻こう略りやくキャラの小鳥遊カイ！　タカナシカイの、タカナシの漢かん字じの読み方も珍めずらしいけど、武尊ほたか先せん輩ぱいの名みよう字じも珍しいですよね。何か由ゆ来らいがあるんですか？」

　これ、確か妹が言ってたな。『前ぜん世せ？』によれば──。

「日本武尊やまとたける。神しん話わのヤマトタケルにちなんだ地名なんだってさ」

　ちょくちょく相そう違い点てんはあれど、神話は『前ぜん世せ？』もこっちも一いつ緒しよだ。週しゆう刊かん少年漫まん画が雑誌『ジャンピ』連れん載さいの伝でん奇き漫画で得た俺おれの知識に間違いはない。

「江え戸ど時代に、ホタカって読みの山に『武尊』の漢字をあてたとか何とか……」

　群ぐん馬ま県けんにあるんだったか？

「江戸時代……明あけ智ち光みつ秀ひで三百年ですね！」

「徳とく……いやいや、そう、明智光秀だな」

　そうだった。こっちの世界の江戸時代は、徳とく川がわ幕ばく府ふではなく、明智幕府だった。

「でもわたし、そんなの初めて知りました。あるんですねー。地名、と」

　桜さくら妹いもうとが取り出したるは、便利端たん末まつだ。ピ、ポ、パと、どこの地名かすぐ出てくるかと思いきや、しばらく端末操そう作さの時間が過ぎる。かれこれ一分経けい過か。合点がてんがいかない表情で、桜妹が端末操作を打ち切った。

「先輩……。そんな地名、日本国こく内ないにはありませんよ？　一応、アジア圏けん全ぜん域いきも検けん索さくしてみましたけど」

「へっ？」

　変な風ふうに声が裏うら返がえった。こっちにはねーのかよ！　地名の武尊！

　てっきりあるもんだと……。こっちの江戸時代は、初しよ代だい将しよう軍ぐんが明智光秀で始まるからか？　くっ。群馬県自体は存在するから疑いもしていなかった……！

「か、勘かん違ちがいだったのかもな！　そんな気がしたんだけどなー」

　我ながら、苦しい言い訳わけだった。







　二回目のくじ引き。一人はぶられる栄えい誉よを勝ち取ったのは俺だった。

　俺ルート分ぶん岐き回かい避ひのためには、二連続で良い兆ちよう候こうだ。今度のペアは、宮みや河がわが笠かさ城ぎと、法ほう条じようが津つ久く見みと、桜妹が桜兄あにと、高たか埜の倉くらが会長と、だ。

　園えん内ないで配られていた風ふう船せんを持ち、プカプカ浮かせながら、ベンチで時間が過ぎるのを待っている。人の波を眺ながめていたら、無む意い識しきに呟つぶやきが漏もれていた。

「『前世？』とこっちは、違うんだよなあ……」

　当たり前のことだが。武尊ほたか一つとっても、たかが地名、されど地名だ。

「『日下部くさかべ湊みなと』、か」

　──『前世？』も、『武尊湊』としての俺も、どっちも俺だが、違う人間でもある。そして、『前世？』を思い出した分、こっちへ覚える違い和わ感かんも、大きくなった。

「くさかべみなと？」

「そう。くさかべみなと……」

　いっそ忘れたままだったら……。

　バッと顔をあげた。俺おれを間ま近ぢかで見上げていたのは──幼よう女じよだった。

「さんぐらすとますくのひと！　こんにちは」

　巨きよ大だいぬいぐるみを抱えた、金きん髪ぱつに青と緑の色いろ違ちがいの瞳ひとみという、将しよう来らい美女間ま違ちがいなしの。

　この子……家か電でん量りよう販はん店てんで会った子だよな？

「さんぐらすとますくのひと！」

　もう一度、幼女が言う。視線は、俺が持っている黄き色いろい風ふう船せんに釘くぎ付づけだ。俺が黙だまったままなせいだろう、不安げに問いかけてきた。

「さんぐらすとますくのひと……ちがった？」

　大きく首を傾かしげる幼女。

「合ってる。こんにちは。だけど、よくわかったな」

「んー。なんとなく、わかる。いっかい会った人は、わかるよ？　おにいちゃんは、さんぐらすとますくのひと！　……黄色いふうせん」

「欲しいのか？」

　力一いつ杯ぱい、幼女が頷うなずいた。

「ほい」

　しかし、ぬいぐるみを抱えて、持ちづらそうにしている。

「ぬいぐるみ、持とうか？　あのあと、買ったんだな」

「おねえちゃんに買ってもらったの」

　素直に渡してきた巨大ぬいぐるみを受け取る。黄色い風船を浮かして、幼女はご満まん悦えつだ。
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「さんぐらすとますくのひとにお礼してねって、たのんでおいたんだよ。お礼、とどいた？」

「……うん？」

　意味不ふ明めいだったので、曖あい昧まいに頷うなずくことで乗り切る。

　しかし、これは完全に迷子まいごだよな？　幼女が一人でふらふら歩いていていいはずがない。同どう伴はん者しやを探さないと……。もしや、これが事件か？　迷子イベント？　──そんな気がしてきた。事件といえば事件だが、まったく大おお袈げ裟さな書き方をしなくてもいいだろうに、攻こう略りやくヒント。

　で、これがイベントなら、もう一人、必要なわけで。

「…………」

「…………」

　お馴な染じみ、俺と宮みや河がわの無む言ごん会話の時間です。しかし、半なかば予想できていたので、俺は宮河の登場にもそれほど動じなかった。宮河が深しん呼吸してから、口を開いた。

「──先せん輩ぱい。この子は？」

　宮河も、『普ふ段だん』の自分で通すことにしたようだ。

「迷子。宮河こそ、どうしたんだ？　ペアの笠かさ城ぎは？」

「それが……端たん末まつに連れん絡らくが入って、急きゆう用ようができたからって。それで、こっちに戻ってきました」

　宮みや河がわが幼よう女じよを見る。幼女はとてもフレンドリー。

「こんにちは。赤いかみのおねえちゃん」

「……こんにちは」

「おーてーて、つなぎましょー」

　幼女が俺おれと宮河の服を引っ張った。幼女！　ここで宮河と俺が手を繫つないだりしたら、絶ぜつ対たいに俺ルートへの序じよ章しようなんだぞ、まさに！

　俺はぬいぐるみを両手で抱えているんです。無む理りだぞ、幼女。無理無理。絶対無理。

「手……」

　幼女め、まず宮河を味み方かたにつけてしまった。風ふう船せんを持ったまま、右手で宮河の手を握る。そして期待に満ち満ちた瞳ひとみで俺に左手を差し出してきた。

　無む害がいなぷくぷくした手が死しに神がみの鎌かまに見える……！

　俺が動かずにいると、

「う……」

　じわっと色いろ違ちがいの瞳ひとみに涙の片へん鱗りんが。

　数秒は、無む視しした。

「うう……」

　幼よう女じよの涙るい腺せん、決けつ壊かい間ま近ぢか。いやいや、俺おれは宮みや河がわのデートの誘いだって断り切った鉄の男だ。

「ううう……！」

「繫つなぐ！　すごく手を繫ぎたいなー！」

　ぬいぐるみを片手で抱えることにし、自由になったほうの手を差し出した。何だろうこの敗はい北ぼく感かんは。幼女め……！　楽しそうで何よりだとも！　ああ！

　──そうだよ。考えてみれば、ここで手を繫いだって、別に宮河と直接手てを繫いだわけじゃない。まだセーフかもしれない。俺ルートへ続く、目に見えない俺の行動選せん択たく肢しが今後も転がっているはず。それを外した行動をとれればオーケーだ。……たぶん。おそらく。

　案内所を目め指ざして、歩き出す。

「名前は何て言うの？」

　宮みや河がわが優しく問いかける。

「ゆず」

　幼女の名前が判はん明めいした。

「名みよう字じは？」

「みょうじ？　？」

　俺の問いかけには疑問符ふで一いつ杯ぱいらしい。

「あのね、ゆずちゃん。教えてくれる？　遊ゆう園えん地ちに連れて来てくれた人は？」

「いないの……おねえちゃんにだまってついてきたの」

　問題発はつ言げんが飛び出した。

「おねえちゃんがゆうえんちにでかけるから、いきたいなって。でもね、おけいこがあるから、おねえちゃんはうんてしゅのエトーさんがおくって、それでほんとはおけいこなんだけど、エトーさんがおけいこいかなくってもいいよって。こっそりきたの！　ガムテープをくちにはるあそびもしたの！　でもね、エトーさん、ゆうえんちで、くろいふくのひととはなしてたの。くろいふくのひと、しらないひとがきたから、にげたの！　ガムテープははがしたの」

　解かい読どくが難しいが、幼女ゆずは、姉が遊園地に行くのについていきたかった。また、ゆずの家は、専せん属ぞく運転手がいるほどの裕ゆう福ふくな家である。途と中ちゆうまでは、姉とゆずは同どう乗じよう。姉が遊園地で車を降り、そのあと、ゆずはお稽けい古こに行くはずだった。このお稽古の予定のせいで遊園地に姉と一いつ緒しよに行けなかった。しかし運転手のエトーさんはお稽古にゆずを連れて行かず、言いくるめてガムテープで口封じ。なぜかそのまま遊園地に留とどまり、怪あやしい奴やつらと会話。ゆず逃走。

　同じ結けつ論ろんに至ったのだろう。俺と宮河は顔を見合わせた。

「先せん輩ぱい、これって……」

「内部による計画的誘ゆう拐かい？」

「おにいちゃん」

　ゆずが、俺おれの手をくいくいと引っ張る。

「ほら、あれがくろいふくのひと、しらないひとと、エトーさん」

　遊ゆう園えん地ちは混んでいた。だがそのとき、俺たちの側と、誘ゆう拐かい犯はん側がわが、それぞれ相手がくっきりと判はん別べつできるほど、人の波が途と切ぎれた。

「──ガキがいたぞ！」

　一ひと桁けた未み満まんの可能性として、ただの迷子まいごの可能性も捨て切れていなかったわけだが、その希望も砕くだけ散った。ゆずの保ほ護ご者にあたる立場なら、怒ど気きを孕はらませガキ呼ばわりはしない。

「──宮みや河がわ！」

　宮河に、巨きよ大だいぬいぐるみを放り投げる。同時にゆずの身体からだを抱える。黄き色いろい風ふう船せんが、空へと舞い上がった。

「走るぞ！」

　全力疾しつ走そう、開始。

「待て！」

　こういうとき、待てと言われて待つ奴やつはいない。







　ホラー映画を見ていて、主人公一いつ行こうが、どう考えてもそこは死ぬだろ！　駄だ目めだろ！　と説せつ教きようをかましたくなる場所へ逃げ込むことがある。俺おれは得とく心しんした。あれは必ひつ然ぜんだと。部ぶ外がい者しやとして、しかもフィクションを眺ながめているから冷静に考えられるのであって、実際に危き機き的てき状況に置かれたら、多いにあり得ると。

　つまり──わけがわからないうちに、わけがわからない場所へ辿たどり着く。

　そして、そこが絶ぜつ好こうの逃げ場所のように輝いてみえる。

　俺たちが辿り着いたのは、『鏡かがみの迷めい宮きゆう』と呼ばれる迷めい路ろだった。入り口には改かい装そう準備中ちゆう、と書かれ、客など人ひとっ子こ一人いなかった。しかし誘拐犯たちも進しん入にゆ禁うき止んしの柵さくを乗り越えて、入ってきている。つまり早そう急きゆうに脱だつ出しゆつが必要。

　が、そこは迷めい路ろ。迷路は何ゾーンかに分かれていて、鏡の装そう飾しよくが多い。全ぜん面めん鏡かがみの通路もあった。改装準備中とは伊達だてではなく、鏡は割れていたりする上、通路は工事中三さん角かくコーンがふいに出現し、行き止まりだったりする。

　何度目めかの行き止まりで、レバー状の装置と、宣伝ポスターが丸めて詰め込まれているダンボール箱を発見した。

『日本最さい大だい面積を誇る「鏡の迷宮」が、以前よりもパワーフップして今こん夏か、再さい登場！　従じゆう業ぎよう員いんでさえも迷い、最さい短たん脱出時じ間かん一時間！

　※もし脱出不ふ可か能のうと感じた場合は、迷路内ないに一定間かん隔かくで設置されているレバーを押し、そこへ留とどまってください。従業員が迎えに参ります』

　……来ねえじゃねーか。

　レバーを引いてはみたものの、電気が通っていないのか、そもそも反応が死んでいる。

「……なんにんもいる」

　ぬいぐるみを抱えたゆずが、鏡かがみを覗のぞき込みながら呟つぶやいた。

　俺おれたち以外の足音がしないので、徒と歩ほに切り替えている。ゆずもいまは自じ力りき歩ほ行こうだ。巨きよ大だいぬいぐるみを多た面めん鏡きように掲かかげ、興きよう味み津しん々しんしん。怖こわがっていたりしないのが救いだ。

「宮みや河がわ、どうだ？」

　声をかけると、端たん末まつを操そう作さしていた宮河が顔をあげ、首を横に振った。

「ダメです。圏けん外がいで……」

「俺も同じく」

　端末には電波が入らず、受信も送信もできない状態だった。警察に電話をかければ一発で解決なのにな。……ますますホラー映画の主人公じみてきた。

　──俺的てきには、乙女おとめゲー的イベントじみてきた、か？　これが例の俺ルート分ぶん岐きを決定づけるための最終イベントだとして、この場合、イベントを失敗させるためには──外げ道どうだが、二人をここに置き去りにすれば……。しかし、そうなるとイベント失敗で俺は万ばん々ばん歳ざいだが、ゆずはどうなるんだ？　誘ゆう拐かいされてしまうのか？　宮河もどうなる？

　堂どう々どう巡めぐりだ。俺ルートに入ったら、九十パーセント以上の確かく率りつで、遠からず俺が死ぬ。ここでイベントを失敗させると、ゆずたちの安全が脅おびやかされる。

　どっちも嫌いやだ。

「ゆずの身み元もともわかんねえままだしな……」

「よんだ？　おにいちゃん」

　首を傾かしげたゆずの前に片かた膝ひざをつく。

「お姉ねえちゃんの名前は言えるか？　ゆず」

「おねえちゃん、たくさんいるよ？　ごにんしまい、なの！」

「ゆずちゃん、遊ゆう園えん地ちにいるお姉さんのお名前は？」

　片手をあげて、ゆずが答えた。

「さや！」

　さや、と言えば、もしかして、もしかすると？

「……さやって、法ほう条じよう、紗さ綾や？」

　聞き返すと、ゆずが「うん」と頷うなずいた。

　頭をぐしゃぐしゃと搔かく。

　いろいろ繫つながった、と思う。

　むしろ俺は、ゆずの名前を聞いたときになぜ予想できなかったのか。

「だから、お礼、だったのか……」

　しかし一ひと言こと言いたい。法ほう条じようさん、ゆず。凡ぼん人じんには、あれだけじゃあ分かりづらいです。以い心しん伝でん心しんの能力とか、ないから。

　ともあれ、ゆずが法条家けの人間なら、誘ゆう拐かいの動どう機きとして充じゆう分ぶんだ。笠かさ城ぎが急きゆう用ようだって宮みや河がわから離れたのも、笠城は法条と親しいし、案あん外がい、ゆずが行方ゆくえ不明だって連れん絡らくが入ったからじゃないか？

「はー……」

　後こう悔かい先さきに立たず。

「──先せん輩ぱい？」

　不安そうな、宮みや河がわの声。

　他のイケメン騎士ナイトがここにいろよ、というのは俺おれの本ほん音ね三割だが、すごく残念なことに、いるのは俺だった。三人の中での年ねん長ちよう者しやも俺。

「宮河、ゆずを無ぶ事じに法ほう条じようのところに届けてやろう」

　これぐらいは格好かつこう付つけてみないと、やってられない。







　ぐるぐる、ぐるぐると、同じところを何度も廻まわっているような気がする。まるで俺の思し考こうのようだ。一時間経けい過か。いまだ絶ぜつ賛さん迷い中だ。ゆずは疲れて歩けなくなってしまったので、俺がおんぶしている。巨きよ大だいぬいぐるみは宮河の腕の中だ。必要最さい低てい限げんの会話以い外がいは、俺たちの間にはない。考えてみれば、俺と宮河との関係性せいは、とても薄い。せいぜい、先輩と後こう輩はいで、騎士と冠かんむり候こう補ほ。

　しかも、閉へい鎖さ空間で迷っている、誘ゆう拐かい犯はんに追われている、という二重の意味での緊きん張ちよう感かん。

　半なかば祈るような気持ちで、通路を左さ折せつ。──壁。行き止まりだ。期待と失しつ望ぼうの繰り返し。出口はないんじゃないか？　と疑いたくなってくる。

「そろそろ、少し休きゆう憩けいするか」

「でも……」

「歩きっぱなしで疲れたろ。足音がしたら、ほら」

　一メートル先の横よこ道みちを顎あごで示す。

「あっちに全力疾しつ走そうってことで」

「……わかりました」

　行き止まりの壁を背に、二人で、並んで座る。

　俺をベッド代わりにしているゆずのスースーという寝ね息いきが通路に響ひびいた。ゆずはたまに寝ね心ごこ地ちの良さを求めて身じろぎする。片手が何かを探してさ迷い、宮河がくまさんぬいぐるみさんを寄せて置いてやると、ぬいぐるみの腹の辺りを摑つかみ、眠りながらにこっと笑った。

　それを見た宮河の顔も小さく綻ほころんだ。膝ひざを抱え、膝ひざ頭がしらに顎あごをのせながら、ゆずの頭を撫なでている。ゆずに向けられていた視線が、ふと上がった。

　実は、法ほう条じようよりも、よほど宮みや河がわのほうが無口なんじゃないかと俺おれは思う。かといって、表情で雄ゆう弁べんに語るってわけでもない。

　しかしさ……これって、俺ルートにどんどん接近していってないか？　ヤバすぎる。二重の意味での焦しよう燥そう。俺ルート、誘ゆう拐かい犯はん一いち味みの脅きよ威うい。イベントめ……！

　対たい俺ルートに関しては、宮河へ無む視し戦せん法ぽうをとるか？　この状況でそれもなあ……。

　──いままで宮河をほぼ無視していたのに、こういう状況になっているんだよな。ということは、一か八かで、俺から宮河に働きかけることによって、何かイベントに変化を起こせる可能性は？

　よし、ここはあえて逆ぎやく転てんの発想だ！

　俺から口くち火びを切ることにした。

「屋上庭てい園えん以い来らい、だよな」

「…………」

　出ましたよ、無む言ごん攻こう撃げきが。

「あのさ。それが宮河の素すなのか？」

　何となく、そう思ったんだよな。〈普ふ段だん〉の宮河は、過か分ぶんに作られている姿すがたじゃないか、なんていう疑問が。乙女おとめゲーをやってみてわかったが、主人公の種類に、無む個こ性せい主人公こうというのがある。ゲーム中では自発的には喋しやべらず、プレイヤーが選択したときのみ発言したり行動したりする。

　で、宮河だよ。宮河が無個性主人公だったら、だ。〈普段〉は『フォーチュン・クラウン』に適てき応おうした姿を、意い識しき的にか無む意識的にか、演じているんじゃないか？

　が、演技も崩くずれることがある。それが、俺が目もく撃げきした硬い声だったり、困こん惑わくしたり、黙だまりこんでしまう宮河──なんて仮か説せつはどうだ。演技が崩れるのが俺の前ってのは謎なぞだが。

　長い沈ちん黙もくの末に、宮河が呟つぶやいた。

「──自由だと……困ります。対たい処しよが、思いつかない」

　一つはっきりしていることがある。一生懸けん命めい伝えようとしているのはわかるが、素だと、おまえはかなり口くち下手べただ、宮河。




「──『ここが、宮河が主人公の、ゲームだったらどうする？』」




「……！」

　驚きが最さい高こう潮ちようだと、オーバーリアクションを飛び越えて、俺は無表情になるらしい。そう姉あね貴きに言われたことがある。

　──は。

　心しん臓ぞうが停まりそうなショックとは、このことだ。いまが、まさにそれだった。

「先せん輩ぱいは、そう、言いました」

　俺おれはまだショック状態が抜けない。無む表情全ぜん開かい。どう自分をフォローするか？　……中ちゆう二に病びようだ。中二病のフリをするしかない。俺が言い訳わけを展開する前に、静かに言葉が紡つむがれる。

「……そう、なのかもしれない。謎なぞも、解けます」

「謎も、解ける？」

　俺から視線を外し、何もない正面を宮みや河がわが直ちよく視しする。その何もない場所を、指し示した。

「……あそこ」

「あそこって言われても」

　何もない、んだが。

「『一、脱だつ出しゆつ×法を考え×。

　二、先せん輩ぱいに×かせる。

　三、×○△▲■。』

　と書いてあります。

　三番目めは、まったく読めない」

　一、二、三、と指が下がる。空くう中ちゆうに文字が浮かびあがっている、だと？　普通は、こんなことを言われたら、宮みや河がわの精せい神しん状態を心配するべきなんだ。だが俺は、あり得る、と知っている。

『前ぜん世せ？』の記き憶おくを思い出す前なら、俺も真面目まじめには受け取らなかっただろう。だが、いまの俺は理解している。宮河は、主人公だ。なら──そういうことがあっても、おかしくはない。

　そういう風ふうに解かい釈しやくしてきたわけだが、ここは乙女おとめゲーの世界で、もう確定だ。パラレルワールドというよりは、ゲームの世界そのももの。

　問題は、宮河に選択肢しの自覚があることと、かつ……選択肢が──バグってる……のか？　少なくとも、いま宮河に見えているのだろう選択肢は虫むし食くい、らしい。

　じゃあ、そうだとして、なんでバグってる？

「それって、よくあるのか？」

「それ？」

「……バグが」

「バグは、普ふ段だんは、ない。先輩のときだけ」

「──俺が関わる選択肢は、ぜんぶ、バグってる？」

　否定して欲しいような、気がした。

「……電話のとき以外は」

　だが、宮河は頷うなずいた。俺の表情を見て、目を伏せた。

「ごめんなさい」

「宮河がそうしてるわけじゃないだろ？」

　……俺おれは確かに『武尊ほたか湊みなと』ではあるわけだが、同時に『武尊湊』であれば絶対にあり得ない記き憶おくを持っているわけで。

　つまりだ。俺は、この乙女おとめゲー世界において異い分子。システムエラーで、俺関かん連れんのことはバグっている可能性がある。──なんてことが考えられる。

　そりゃあ、あなたは誰だれですかって質問も出るわけだ。そして、俺が『変へん』だと理解しているからこそ、宮みや河がわはこんな話を、俺にしている。

「で、バグってると、なんで宮河は困るんだ？」

「──普通、選択肢しは、わたしの意い思しとは関係なく選ばれる。それなのに、先輩が関わると、選択肢が、壊こわれる。自由に、選べる……。だから、自分で考えなきゃいけない」

「バグってると？」

　再度、宮河が頷うなずく。なるほど。沈ちん黙もく連れん打だは、素すの宮河がどう行動したり、話せばいいのかと必ひつ死しに考えている故ゆえ？　台だい本ほんや指し示じに沿って動くのが当たり前だった人間が、突とつ然ぜん台本なしに即そつ興きようでゼロから演技しろって言われたら、確かに戸と惑まどうな。

　全ぜん然ぜんそんな風ふうに見えなかったが、宮河の内面は一いつ杯ぱい一杯だったのか……。

　なんとなく、わかってきたぞ。

　宮河は、俺狙ねらいだった。しかし選択肢が毎まい度どバグってる。一体これはどうしたことだ状態だったわけだな。突然、俺に遭そう遇ぐうしたりすると、ビックリと。しかし。

「じゃあ、好きなようにすればいいんじゃないか、と俺なんかは思うわけなんですが」

「……好きな、ように？」

「好きなように」

　俺もこっくり頷うなずいた。

「……わからない、です。本当は、好き……とか、よくわかりません。自分の感情を、考えてみたことがなかったから。でも、先輩は嫌きらいじゃない……」

　自信なさげだが、真ま顔がおで言葉を足した。

「と、思い、ます」

　嚙かみ締しめるように顎あごを引き、顔をあげた宮河が小さく微笑ほほえんだ。ぎこちなく。

「あー……」

　何だか、恥はずかしいことを言われたと思うのは、俺の錯さつ覚かくだろうか。しかし当の宮河は何の自覚もなく、きょとんとしている。告こく白はくイベントっぽい……が！　これってたぶん、正せい規きイベントからは外れた出で来き事ごとだよな。であってくれ！

　それにしても、バグか……。

「選択肢しのバグ……文字化ばけってさ、本当に俺以い外がいで出たことってないのか？」

「子供の、頃に。病院で」

　素で喋しやべるより、演技して話すほうが早いと判はん断だんしたのだろう。『普ふ段だん』の宮河になった。

「祖そ母ぼのお見舞いで病院に行ったとき、そこで、文字化ばけした選択肢しが出ました。それまで一回だって、そんなことなかったのに。怖こわいのと、好こう奇き心しんとで、その選択肢に関係のありそうなところへ、行ってみました。──ある、病室へ」

「…………」

「拍ひよう子し抜ぬけしました。そこにいたのは、自分と同い年ぐらいの男の子と女の子だったんです」

　それが誰だれだか、たぶん俺おれは知っている。

「男の子がベッドで眠っていて、看かん病びようしていたんでしょうか、女の子は付き添い用の椅い子すをベッドに寄せて、ベッドに上じよう半はん身しんを預けて眠っていました。そして──男の子が目を覚ましました。男の子は女の子に抱きついて、泣き出しました。わたしは……何だか覗のぞき見していた自分が恥はずかしくなって、逃げたんです」

「──それで？」

「数日経たってから、病院にまた行ってみました。選択肢が文字化けしていたのは、その日だけで、不ふ思し議ぎだったから」

「その子たちには、会えた？」

　宮みや河がわがかぶりを振る。

「……会えませんでした」

　でも、と宮河が繫つなげた。

「もう、会えている」

　素すの宮河だ。そうでしょう？　と視線が問いかけている。

　バグるはずだ。妹曰いわく、の情報では、『武尊ほたか湊みなと』には、宮河との幼よう少しよう期きフラグはないはずなのにな。

　──俺にはあった、と。

「……あなたは、誰だれ、ですか」

「俺は」

　答えは、一つだった。宮河に、答えてやることができる俺の回答は。

「俺は、『武尊湊』だよ」

　これしかなかった。

　宮河は、どんな答えを欲しかったのか。瞳ひとみが揺れた。何か言おうとしたのか、口を開きかけたが、閉じた。

「……そろそろ、出口探さがしを再開しないか、宮河」

　宮河が微笑ほほえむ。

「──はい、先せん輩ぱい」

　見事に切り替わった。ゲーム外の話は、これでおしまいだ。

　壁に手を付き立ち上がって、壁のその感かん触しよくに、俺は眉まゆ根ねを寄せた。行き止まりの壁をコン、と一回叩たたいてみる。次に、左右の壁。

　音の違いに、気づいた。左さ右ゆう横よこの壁を指の関かん節せつで叩いたときの音と、行き止まりの壁を叩いたときの音。後者は、だいぶ軽い。鏡かがみの迷めい宮きゆうは、客を惑まどわせる効果を狙ねらってだろう、暗めの照明が点ついている。やけにどっしりした壁に見えるものの、触ってみた感じといい、音といい、かなり耐たい久きゆう性せいの低い──ベニヤ板？

　これなら──。

「宮みや河がわ、ゆずを連れて下がってろ」

「んー？　むにゃ……」

　身体からだが動いたせいだろう、薄うす目めを開け、ぬいぐるみを両腕うでで引き寄せたゆずを、宮河が受け取り抱きしめる。頷うなずくと、十分な距離をとって、行き止まりの壁から離れた。

　武ぶ術じゆつ教室での教えがいま、役に立つ。己おのれの肉体のみが武ぶ器きである、の教きよう訓くん。シューズの靴くつ紐ひもを結び直す。助走をつけて、壁に向かい、跳び蹴げり。

　ベニヤ板の壁が割れ、新たな道が現れる。

　明らかに『鏡の迷めい宮きゆう』の作りとは違う、言うなれば、迷宮外がいにある従じゆう業ぎよう員いん用の非常通つう路ろ。

「先せん輩ぱい……！」

　頷うなずき合って、非常通路に飛び込む。

「端たん末まつの電波が……」

「復活した……？」

　イベント作用か、それとも単に鏡の迷宮内ないでは、電波を遮さえぎる構こう造ぞうになっているのか。

「わたし、法ほう条じよう先せん輩ぱいにかけてみます」

「頼んだ」

　俺は主おもに周囲の警けい戒かいをする。

「法条先輩ですか？　いま、妹さんと一いつ緒しよです。誘ゆう拐かい……えーと、エトーという名前の運転手さんっていますか？　どうもその人が……はい、はい」

　宮河が電話を切った。口を開きかけたのを遮る。

「ちょっと待った。迷宮のほうから足音がする。近い。壁を破ったからすぐバレるだろう。時間稼かせぎに、俺が足止めしてみる」

「……はい」

　ゆずを連れて、宮河が非常通路案あん内ないの掲けい示じに従って走り出した。乙女おとめゲーでは、ここで選択肢しが出る場面だな、と思う。

「？　おにいちゃん、またね」

　ゆずが手を振る。

「またな」

　手を振り返して、鏡の迷宮側がわへと、俺は戻った。

　足音は二人分。高校生VS大だいの大人おとな二人だと、常じよう識しき的てきに考えてぶちのめすのは難しい。しかし、今日きようはいやに武ぶ術じゆつ教室の教えが役に立つ日だ。通ってて良かった武術教室。何年も通っていれば、俺おれでもそりゃあそれなりにはなる。身体からだを鍛きたえるのって、やり続ければ顕けん著ちよに結果が出るし。ただしサボったら、その反動もでかい。

　喧けん嘩かは売るよりも買え、が教室の方針だ。姉あね貴きは売る性質で、俺は売られる性質だった。そもそも危険には近づかないのが一番だ！　が、本ほん日じつは売る方向で行かせていただきます、先生。

「ガキ！　ガキはどこにいった！」

　まず、一人目が姿すがたを現した。男が俺に叫んでいる。ガキ発言と、ガキを探している様よう子す。誘ゆう拐かい犯はん確定だ。遠えん慮りよはいらない、と。間ま合あいをつめ、一人目への狙ねらいは喉のどだ。ここは鍛きたえられないため、決まったときのダメージが高い。

　が──実じつ戦せんとシミュレーションは一いつ致ちしないことも多いわけで。

　無む手てだと思っていた相手がナイフを取り出し、藪やぶから棒ぼうに振った。

　姉貴にコーディネートされた系けいのシャツがすっぱり切れた。避けた、と思ったんたが。痛い。皮ひ膚ふも切れた。

　武術教室で「おまえは読みと詰めが甘い！」と、よく説せつ教きようを食らっていたのを思い出した。

　二ふた振ふり目めが来る前に、再び間合いを詰める。喉のど元もとに手しゆ刀とうを叩たたきつけた。首を強く絞しめ上げ、気き絶ぜつさせる。落ちたナイフを後ろ蹴げりで非常通つう路ろ側がわに吹っ飛ばす。

　怪け我が部分を見下ろす。すーっと長い切り傷きず線せんが斜めに走り、じわりと血が滲にじんでいる。ちょっと傷きず口ぐちを押してみる。声も出ない。かすり傷だ！　とか言い放ってみたいが、超ちよう痛いたい。

　軽そうな傷なのに、何だこの痛さ。ジワリジワリと痛つう覚かくに訴えてくる。

　が、足音は二人分だったわけで、もう一人、確実にこの迷めい宮きゆう内にいるはずだ。。

「な……このガキ！」

　来やがった。イベントなのか、これも。

　まだ俺ルートに入ってないはずなのに、難なん易い度どが高すぎるぞ『フォーチュン・クラウン』！　俺、乙おと女めゲーに、そんなにバイオレンスはいらないと思うんだ。平和な恋れん愛あい希望。

　二人目は、武ぶ器きを持っているなら、すぐに出していそうなものなのに、いまだそれがない。得え物もの不ふ所しよ持じだ。だが今度は、一人目のときよりもより警けい戒かいされている。懐ふところにはそう簡単には入れそうもない。

　一発は食らおう。パンチが来る。額ひたいで受けるよう、身体からだの位置をずらした。額は硬いので、こっちに来る衝しよう撃げきが少ない。接近したところで、顔面に拳こぶしを叩たたき込む。肋ろつ骨こつに膝ひざ蹴げり。気き絶ぜつさせる。ぐっ。腹の切り傷が痛いてえ。ジクジクする痛覚で俺の思し考こうを乱してくる。

　しかしこんなときでも、教室の教えは忘れてはならない。教え。相手に勝った場合。

　──念ねんには念を入れて、再さい起き不ふ能のうを確かく認にんするべし。

　……役に立つんだけど、あそこの教室はソルジャー養よう成せいでもしてたんだろうか？　暇ひまになったら、久しぶりに先生に会いに行くか。教室へ行くのちょっとサボってて、挙あげ句く、喧けん嘩かして怪け我がしたなんて知られたら……しごかれるな。

　男おとこ二人の頰ほおをペチペチ叩く。目覚める気け配はいなし。

　よし。では、善ぜんは急げだ。

　しかし目もく前ぜんの鏡かがみに、泣きながらこちらに走ってくる幼よう女じよの──ゆずの姿すがたが映った。

　しゃがんでいた俺おれの背中に、そのまま飛びついた。

「……ゆず？」

　とっくに脱だつ出しゆつしていなければならないゆずが、迷めい路ろ側がわに戻ってきた。ということは……。ゆずと向かい合って、目め線せんを合わせる。

「お、おねえちゃん、が……」

　そう呟つぶやくゆずを抱き上げ、鏡かが張みばりの迷路の内部へと、走る。走りながら、片手で電話をかけるため、端たん末まつを操そう作さ──しようとして、電波が届かないんだと思い直した。

　なのに、電話がかかった。

　……イベントだからかよ！

　ダメ元で最初にかけた先は、宮みや河がわの端末。連れん絡らく用よう番号。

　数コールで繫つながった。しかし、宮河の応おう答とうはない。

『ちょこまかにげやがって……』

『…………』

　この状況は……。電話で話すことができない？　端末の通つう話わ操作をするのが精せい一いつ杯ぱいってことか。誘ゆう拐かい犯はん一いち味みが側そばにいる、な。囮おとりになって、ゆずを俺がいるほうへ逃がしたのか、宮河……。そんな気はしていたが、こればっかりは不ふ正解であって欲しかった。くっそ。走るのを止めた。

　端末から聞こえてくる会話に集中する。泣いていたゆずも、色いろ違ちがいの瞳ひとみを見開いて、ぎゅっと唇くちびるを引き結んでいる。

『法ほう条じよう柚ゆ子ずはどこだ？　一いつ緒しよにいたろ？』

『知ら、ない』

『知らないわけないだろ？　こっちはな、事前に計画を立てて実行に移したっていうのに、おまえらに邪じや魔まをされて苛いら立だってるんだ。わかるだろ？』

『──従じゆう業ぎよう員いん用、非常通つう路ろ、東ひがし出口』

『それはここだろうが！』

　苛いら立だたしげに何かを蹴けった音が響ひびいてきた。びくっとゆずが身体からだを萎い縮しゆくさせる。

　もう一度音おとがして、通話が切れた。すぐにリダイヤルしたが、今度は繫がらない。

「うっ。ひっく」

　ゆずの頭を撫なでる。また泣きそうになっていたゆずは、堪こらえた。

　俺からの電話だとわかっているとして、宮河が自分の居い場所をわざわざ言ったのは、「助けに来て」じゃなくて、「ここにいるから来るな」だ。俺おれの知る、宮みや河がわの性格的に。

　──ここを避けて、ゆずを連れて逃げろ。

　宮河の言葉に甘えれば、攻こう略りやくヒントとは異なる形でイベントも終わり、俺は万ばん々ばん歳ざい。

　──逆らう理由なんて、ないよな？　宮河のことは他の誰だれか……警察とかが救助してくれる。これ以上は、俺には荷が重い。俺ルートだって、これで消しよう滅めつだぞ？

「あー、クソ！」

　なのに何で、俺は逆らいたいって思うんだよ！　ああそうか！　傷が超ちよう痛いたいからだな！　ジクジクする痛みでイライラしてるせいだな！

「……ゆず。ここで隠かくれて待って……」

「ゆずもいく」

「あのな……」

「あのひとも、ゆずをつかまえたいんでしょ？　ゆずがいけば、おねえちゃん、じゆうだよね？　ゆず、いくよ」

　まだ他の誘ゆう拐かい犯はんが迷めい路ろ内ないをうろついていないとも限らないし、一人にするのも危険か……。

「──ゆずも、お姉ねえちゃんを助けに行くか？」

「うんっ！」







　しかし助けると言っても、案はない。いきあたりばったり。それが俺だ。

　従じゆう業ぎよう員いん用よう非常通つう路ろ、東ひがし出口。ようやく探し当てた。一枚隔へだてた扉とびらの向こうから、男の苛いらついた大おお声ごえが聞こえてくるので、移動はしていないようだ。法ほう条じようの端たん末まつや、百ひやく十とう番ばんにかけられないかとあれから試したが、迷路側でも、通路側でも、今こん度どは端末がうんともすんとも言わない。外部に通じない。

　イベント進行によって通じたり通じなかったりしていると思われる。マジ、イベントが憎にくい。

　突とつ入にゆうするのは簡単だが、どうやって宮河を助ける？　何かないか、何か。

　ダメだ。俺の脳みそでは思いつかない。ここは脳のう筋きんで、とりあえず突入するか……？

「おにいちゃん」

「ん？」

　抱えていたゆずが、ぬいぐるみについた血を見、それから俺の腹の傷きず口ぐちを見た。

「ああ、ごめんな。汚よごれたよな」

「ううん。あのね、おにいちゃん、ち、でてる……いたい？」

「い……たくねえぞ」

　さすがに、超ちよう痛いたい、と答えるわけにはいかない。

「……けがしたら、あらうんだよ？」

「そうだなあ」

「おにいちゃん、あれで、お水でるよ。ウチにあるのと同じ」

　──ウチの学校にあるのとも同じだ。法ほう条じようのレベル五の声を知った防ぼう災さい訓くん練れんの日、講こう習しゆう項こう目もくにあった。法条の美び声せいによる説明であったがゆえに、俺おれの脳もきっちり記き憶おくしている。

　消しよう火か用よう設備の手しゆ動どう操そう作さ盤ばん。スプリンクラーの作さ動どう装そう置ち。

　手動操作盤を開けてみる。スイッチオン。保ほ留りゆうランプがついた。まだスプリンクラーは作動しない。手動の場合、この作りだともう一いつ箇か所しよ、スイッチを押す必要がある。操作盤にある簡かん易い地図によると──宮みや河がわたちのいる、東出で口ぐち前にあるはずだ。

　これ──使えるな。

　犯人と対たい峙じしたときに、タイミングを見み計はからってスプリンクラーを作さく動どうさせられれば、相手の注意を逸そらすことができる。その隙すきをつけば……？　あとは俺の頑がん張ばり次し第だい。

　なら、次は突とつ入にゆうあるのみ。

　この作戦が成功しますように。祈りながら通路を歩き、宮河たちのいる部屋の扉とびらを開ける。

　俺たちの姿すがたを認めた瞬しゆん間かんの、犯人の動きは素す早ばやかった。

　乙女おとめゲーに過か度どなバイオレンスはいらないと思うんだが。イベント難なん易い度どが、低、中、高でいうところの、超ちように跳ね上がった。

　三人目。ナイフ持ち。

　おそらく、先に倒した二人よりも手て強ごわい。

　宮河にナイフを突きつけながら、男が嫌いやらしく笑った。

「そっちから来てくれるとは。助かったぜ。おーっと、わかってるよな？　人ひと質じち交こう換かんといこうぜ。おれはな、そっちのガキ、一人がいればいいんだ。な？　悪い話じゃないだろ？」

　天てん井じようを見る。円形のスプリンクラーは、男と宮河の真ま上うえにある。しかし問題のスイッチが、宮河側がわの壁。電気用ようのスイッチとは異なり、けっこう目立つが、それは俺が最初から探していたからそう思うわけで。

　人質交換……を装よそおって近づいても、うまくいくか？

　ちょうど宮河が手を伸ばせば届く距離だというのに。

　無む意い識しきに、スイッチと、声には出さずに俺の口が動く。

　宮河が少し目を見開き、視線を横にスライドさせた。スプリンクラー用のスイッチがそこにはある。──通じた、のか？

　宮河と視線を合わせる。

「…………」

「…………」

　これがイベントなら、必ず助かるようにはなっている、はずだ。道みち筋すじが用意されている。スプリンクラーがあるのも、宮河の近くにスイッチがあるのも、たぶんそのせいだ。ただし俺たちが助かるかどうかは、俺おれ一人でどうこうではなく、宮みや河がわの側の選択も重要となる。イベント的に言うと、俺も宮河も正解選択肢しを選べ、だ。だが宮河に見えている選択肢はバグっている。

　宮河が、唇くちびるを動かした。

　──スイッチ。

　それに、俺は顎あごを引いた。

「ほら、ガキを連れてこっちに来い」

　男は、子供二人と幼よう女じよ一人だと思って、油ゆ断だんしている。宮河が、壁にあるスイッチに指ゆび先さきを伸ばす。……押した。一いつ瞬しゆ後んご、天てん井じようから勢いよく水のシャワーが吹き出した。

「！」

　直ちよく撃げきを受けた男が、慌あわてた様よう子すで必ひつ死しに水を払う仕し草ぐさをする。

「ゆず！　宮河のところに行け！　宮河！　逃げろ！」

　腕から降りたゆずが宮河の元へ走り、二人の足音が遠ざかっていく。残念ながら、姿すがたまでは確かく認にんできない。予想よりはやく立ち直った男が、俺に斬きりかかってきたからだ。一度目めは何とかよけた。二度目は、俺が水で滑すべり、尻しり餅もちをついたのが幸いした。空から振ぶり。

　俺も男もびしょ濡ぬれだ。床に溜たまり出した水に、わずかに俺の血の赤が色を添そえている。

　三度目の攻こう撃げきがきた。立ち上がるまで待ってから攻撃ってのはないのかよ！

　運うん良よく──右手のそばに転がっていた、ゆずの忘れみやげ、水のしみ込んだぬいぐるみで、スレスレに接近していたナイフを防ぼう御ぎよ。中の綿が零こぼれ出る。

「おまえ……！」

　切り傷のせいで、上じよう半はん身しんが心こころ許もとないので、蹴けりを繰り出す。また、滑った。

　今度は顔めがけて切りかかってきた。

　転がって、迫るナイフから逃げながら、何とか起き上がる。避けきれない分を、ぬいぐるみで防ぐ。もはや綿の入っていた何かになっている。得え物ものなしもそろそろキツい。

　これはイベントだ。打だ開かいの鍵かぎはどこかに必ず……。

　──あった！

　綿を摑つかんで男の顔を目がけて投げ、出入り口付ふ近きんに設置してあった消しよう火か器きに手を伸ばした。

　防ぼう災さい訓くん練れん、真面目まじめにやってて良かった。消火器の使い方もあったんだよ。法ほう条じようが説明役やくだったこと、俺が声フェチであったことが我が身を救う。黄き色いろい安全ピンを引き抜いて、ホースの先せん端たんを持ち、標ひよう的てきに狙ねらいを定める。レバーを強く握り、薬やく剤ざい放ほう射しや。

　そこからすかさず男に接近、防ぼう御ぎよされる前に、中なか身みが空からになった消火器で胴どう体たいを打つ。

　よろめいた男の頭に、消火器を振り下ろそうとして──さすがにこれで殴なぐったら死ぬかもと思い直し──頸けい動どう脈みやくに手しゆ刀とうを繰り出す。止とどめだ。

　ようやく男が気き絶ぜつした。

「はあ……」

　バシャンと、しばし水たまりに座り込む。

　まだスプリンクラーは絶ぜつ好こう調ちようだ。……冷てえ。

「終わった……」

　冷たいし、超ちよう痛いたいし、疲ひ労ろう感かん満まん載さいだけど、なんとかイベントを乗りきった……！







　風邪かぜを引いたかもしれない。くしゃみをして、ずぶぬれの俺おれは、非常用地ち上じよう出入り口と掲けい示じがあるドアを開けた。片手で端たん末まつを見る。外に出る前、宮みや河がわに無ぶ事じを知らせようと端末を開いたが、圏けん外がい。こうして外に出ても、表ひよう示じは変わらない。手て元もとから顔をあげる。

　警察車しや両りようや警官の姿すがたが見えた。連れん絡らくは迅じん速そくに行われ、犯人一いち味みは捕まったようだ。それらしき奴やつらが拘こう束そくされている。収しゆう束そくだ。

　ほっと、俺は息を吐いた。痛いのもご愛あい敬きようと思えてくる。

「よかっ……」

　た？

　頭の中にクエスチョンマークが浮かんだ。直ま近ぢかの危き機きが去ったのは良かった。が、決して忘れてならないのが、俺ルートの存在だ。

　誘ゆう拐かい犯はんの脅きよう威いからは脱しても、俺ルート突とつ入にゆうの危機は残っている。

　俺は生きてるし、イベント自体は乗りきった、よな？　それが成功だったのか、失敗だったのか？　だ。あのバイオレンスっぷりは、もう個別の俺ルートにとっくに入ってたんじゃないかと疑うほどだった。だって俺、ポンポン死ぬらしいし。

　それとも、まだイベントが続いてるとか……？　端末がまだ圏外なのも怪あやしい……。

　激しく不安だ……！

　傷がジクジク系けいな痛みのせいでネガティブ思し考こうが……。

「さやおねえちゃん！」

　ゆずが、駆かけ出してゆく。

「柚子ゆず！」

　人ひと垣がきをかき分けて、法ほう条じようが現れる。こんなときでもレベル五ごの声は最高だ。

　首を振った。ネガティブ思し考こうは駄だ目めだな。これぞ大だい団だん円えんの場面じゃないか。

　──大団……円？

　警官を振り切った一人の男が、警けい棒ぼうを奪うばい、走り出す。

「止まれ！」

　警官の制せい止しの叫び声を無む視しし、血ち走ばしった目をして迷うことなく男が向かっている、その標ひよう的てきは──ゆずだ。男を倒すのは、距離的に百パーセントじゃない。

　警棒で思い切り殴なぐられたら、ゆずなんて吹っ飛ぶぞ。

　考える前に、俺おれは走り出していた。どうせ殴なぐられるのを止められないなら、殴られる奴やつを変えればいいだけだ。

　間に合うか……っ？

　速度をあげる。もう少し。間に合った……！　滑すべり込みで、ゆずの身体からだを抱え込む。

　ガツン、と頭に衝しよう撃げきが走る。二度、三度。

「先せん輩ぱい！」




　──湊みなと！




　先輩、は宮みや河がわの声。湊、は現実じゃない。昔の記き憶おくだ。これは、誰だれだっけ。……似たようなこと、前にも、あったよな。薄れゆく意い識しきの中でぼんやり思う。

　ああ、そうだ。

　確かに二度目、だ。







　またガツン、と衝撃が来た。なんかヤバイ。

　俺死し亡ぼうのバッドエンディングか……。







　──夢を見た。『日下部くさかべ湊みなと』の記き憶おく。昔から、俺おれは『前ぜん世せ？』の夢を見ていたんだ。ただしそれは、朝起きたときには忘れている夢でもあった。だが起きているときにも、俺の頭の中には、その残ざん滓しみたないものが残っていて、違い和わ感かんとなって有り続けたんだと思う。

　そして、うまく違和感と付き合うことができていなかった。……あの日まで。

　俺は武尊ほたか家けが好きだった。家族が好きだった。天てん使しみたいな姉も大好きだった。

　それなのに、馴な染じみきれていなかった。そのへんは、両親よりも、姉あね貴きのほうが敏びん感かんに感じていた。姉貴は俺を嫌きらいとまではいかなくとも──たぶん苦にが手てに思っていたはずだ。名前で呼び合いながら、何とも距離感かんのある姉弟が俺たちだった。

　そのうち、俺もイライラするようになった。イライラは空気を悪くする。

　距離感のある、から、仲の悪い、にレベルアップしそうになっていたとき。

　──それは起こった。

　子供の『透とう子こ』が、ナイフを持った変へん質しつ者しやに付け狙ねらわれ、捕まりそうになった。考えている暇ひまはなかった。無む意い識しきだ。庇かばったのは。幼い弟が、姉を守ろうとした構こう図ずになったのは。

　──不ふ思し議ぎと、怖こわくはなかった。

「──湊！」

　背中に火をつけられたみたいな激げき痛つうが走ったのも、何だか他人事ひとごとに思えた。

　こりゃあ俺、死ぬなってさ。

　俺おれの血を見て、我に返った犯人がナイフを捨てて、転びそうになりながら走り去っていたあと、

「湊みなと！　湊っ」

　残ったのは、ボロボロ泣きじゃくる『透とう子こ』と、俺だった。

　そのときの俺には、姉が無ぶ事じで良かった、という気持ちしかなかった。

　泣いている姉を慰なぐさめなければ、と思ったのだ。重い身体からだを動かして、血まみれのまま『透子』の頭を撫なでた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、だいじょうぶ、だいじょうぶ」

　そう言いながら。

　薄れゆく意識の中で、恐きよう怖ふはまったくなかった。俺は変なことを考えていたのだ。

　次に目が覚めたら、元の生活が俺を迎えてくれるに違いない。長かったなあ、なんてことも思った。『元の生活』って、何なんだ？　いまなら、なぜそんなことを思ったのか、わかる。

　俺は『日下部くさかべ湊』でもあったからだ。

　──ところが。

　怪け我が自体は軽けい傷しようで、その日のうちに俺の意識は戻ってしまった。

　最初に感じたのは、背中が痛い、だ。

　目覚めたとき、そこは病室だった。助かって嬉うれしいはずなのに、それも噓うそじゃないのに、正しよう体たい不明の失しつ望ぼう感かんが胸きよう中ちゆうにあった。

　そして、ベッドの傍かたわらに張り付いていた女の子の、ピンク色の髪かみの色が目に入って、やっぱり違い和わ感かんを覚えた。──変な色、と。

　安あん堵どと、違和感。安堵のほうが、大きかった。だが、悲しかった。

　鼻はな水みずを垂たらしてボロボロ泣いていた。

「湊……？　おきたの……？　湊？」

『透子』が気づいて、呼びかけてくる。

「なんで……泣いてるんだろう……おれ」

「湊……。だいじょうぶだよ。そういったじゃない」

　だいじょうぶ、だいじょうぶと、俺の頭を抱きしめた『透子』が繰り返す。俺が彼女に繰り返したときと同じように。

「ごめんね、湊。わたし、お姉ねえちゃんなのに。でも、だいじょうぶ。だいじょうぶだから。湊は、だいじょうぶ」

　さんざん泣いた、その日。七月十七日。

　それから、親の反対を押し切って、突然、姉あね貴きは武ぶ術じゆつ教室へ通い出した。病院を退たい院いんした俺も、問もん答どう無む用ようで入門させられることになる。







「…………」

　病室の個室で目が覚めて、思わず笑った。頭と腹には包ほう帯たいが巻かれており、ズキズキする。

　生きてるんだな、俺おれ。石いし頭あたまで良かった。

　昔の、七月十七日のように、傍かたわらにピンク色の髪かみがあった。

「やっぱりこっち、か」

　いまは理解している分、ただ軽い失しつ望ぼうが、ある。

　天てん使しだった頃とは似ても似つかない、姉あね貴きの頭に手のひらを置いた。癖くせ一つない、滑なめらかな感かん触しよくがある。眠っているから、さすがに静かだ。起きていたら張り飛ばされる。

「なあ……透とう子こ」

　──俺さ。

「俺さ……。ここにいてもいいのかな」

　そんなことを、呟つぶやいていた。

　俺は『武尊ほたか湊みなと』だけど、やっぱり違うんだよな。改めて実感した。

　姉貴が身じろぎした。頭を俺に撫なでられているのに気づき、起きると同時に手を振り払った。

「──愚ぐ弟てい。許きよ可かなく触ることを許した覚えはないわよ」

　不ふ機き嫌げんなようだ。

「ケチケチすんな。姉弟の交流の一いつ環かんだろ」

「丸まる一日以い上じようも寝てたくせに、ずいぶん元気ね、愚ぐ弟てい」

「若いから」

「命に別べつ条じようはないけど、怪け我がをしたのが頭だから、一応、再さい精せい密みつ検査を受けて、退たい院いんよ」

「……誘ゆう拐かい騒そう動どうは？」

「法ほう条じよう……、あそこの五人姉し妹まいの一人と知り合いだけど、後ご日じつ改めてお礼を言いたいそうよ。柚子ゆずちゃんは無ぶ事じ。犯人たちは、逆さか恨うらみと身みの代しろ金きん目当ての犯はん行こう動どう機きね。全員捕つかまったわ」

「──今日きようって何日？」

「十八日の夕方よ」

「そうか……」

　大だい舞ぶ踏とう会かいの準備やらで、冠かんむり候こう補ほも騎士ナイトも忙しい時期だな。

「父とうさんと母かあさんを呼んでくるわ。あんたが怪け我がしたって連れん絡らくが警察から来てからの、父さんの取り乱しようったら……いま、先生から説明を受けているから」

　姉貴が立ち上がる。

「ずっと付き添っててくれたのか？」

「私は姉で、あんたは弟だもの」

　腰に手を当て、続けた。

「いいこと。大事なことだから、一度しか言わないわよ。……あんたが誰だれであっても、私の弟よ」

「…………」

　僅わずかに、目を見開く。──姉あね貴きは、何も知らない。だから、これは偶ぐう然ぜんの言葉のはずだ。

「それから」

　病室の出口へ数歩進すすんだ姉貴が、髪かみをなびかせて振り返った。

「──いていいに決まってるでしょ。あんた、馬鹿ばかじゃないの？」







「あらあら、わざわざお見み舞まいに来てくれたの……？　まあ……」

　病院の廊下から話し声がし、俺おれの病室の扉とびらが開いた。姉貴が立ち止まった。

「さあ、入って入って。湊みなとはまだ眠っていると思うけど……。あら先生、お父とうさんったら、また……わかりました。わたしも同どう伴はんします。あ、あなたたちは遠えん慮りよしないで病室へ入ってちょうだいね」

　母の声だった。そして、姉貴が病室から廊下へ出る前に、見み舞まい客きやくがなだれ込んできた。

　計四人。美び少女揃ぞろい。

　姉貴がクルリと方向転てん換かんし、なぜかベッドへと戻ってきた。

「湊。全員、お友達？　あなたの『彼女』の高たか埜の倉くらさんもいらっしゃるようだけど？」

「はい！　武尊ほたか……湊くんのお見舞いに参りました。お姉ねえ様！」

　しかし言葉とは裏うら腹はらに、金ぱ……高埜倉が熱い視線を送っているのは、我が姉貴だ。態度が不ふ自然だと自分でも思ったのか、取り繕つくろうように咳せき払ばらいすると、おもむろに俺のベッドの脇の丸まる椅い子すに腰掛けた。豪ごう華かなお見舞い用フルーツ詰め合わせバスケットをおろし、中からリンゴを取り出して剝むこうと……いや、リンゴを破は壊かいし出した。

「あのですね、高埜倉さん？」

「何かしら」

「あなた様は一体何なにをしておられるんですか」

　問うと、俺に顔を近づけ、小こ声ごえで囁ささやいてくる。

「お見舞いに決まっているでしょ？　あなたに食べさせるリンゴを剝いているのよ！　庶しよ民みんにしては、よくやったから、このレイアが、手ずから！」

　ぼそっと金きん髪ぱつが付け足した。

「……思ったよりも軽けい傷しようで、安心もしているのよ？　一応、フリとはいえ、『彼女』として心配しないでもなかったから」

　そしてその間にも、リンゴが惨さん劇げき状態に。

「──俺、剝こうか？」

　うさぎさんカットとかできるけど。絶対に俺おれの方が上手うまいんだけど。

「もう、高たか埜の倉くら先せん輩ぱい！　貸してください」

　高埜倉から桜さくら妹いもうとがナイフと惨さん劇げきリンゴを奪うばい取った。さすがお菓か子し作りが得とく意いなだけあって、惨劇リンゴを食べられるカットリンゴへと蘇そ生せいさせた。神かみ業わざだ……！

「時間を作って、冠かんむり候こう補ほ全員で抜け出してきたんです。……うっ、ぐす」

　さっきまで普通に話していたのに、いきなり桜妹が泣き出した。

「先輩、生きてて良かったあー！　同どう志しがいなくなるなんて、先輩のいない生活なんて……」

「ちょっと、桜さん？　なによ同志って？」

　再生カットリンゴを、親の敵かたきのように高埜倉が睨にらんでいる。悔くやしいんだろう。

「高埜倉先輩には関係ありません！」

「コレはわたしの『彼かれ氏し』なのよ？」

　フリだけど。

「コレとは何ですか！　コレとは！　先輩は人間なんですよ！」

「──武尊ほたかくん」

　高埜倉と桜妹の諍いさかいを、レベル五の美び声せいが切り裂さいた。意を決したように、近づいてきたのは法ほう条じようだ。美声に武尊くん呼び……！　また鼻はな血ぢが出そうだ……！　根こん性じようで堪こらえる。

「……柚ゆ子ずのこと、法条家けの人間として感謝します。このお礼は必ず──」
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　たぶん、由ゆい緒しよある法ほう条じよ家うけの人間、責任ある身としての言葉遣づかいだ。確かにレベル五の美び声せいは美声だが、ちょっと砕くだけた感じの法条の話し方を知ってしまっただけに、いつもの喋りかたのほうが……と思ってしまうあたり、俺おれの声フェチっぷりは留とどまるところを知らない。

「お礼ならさ」

　美声にはしっかり酔よいしれつつ、断だん腸ちようの思いで、俺は法条の言葉を遮さえぎった。

「また、朗ろう読どくを拝はい聴ちようするってことで」

　法条がきょとんとする。みるみるうちに、その表情が華はなのように綻ほころんだ。

「──うん。ありがとう、武尊ほたかくん」

「…………」

　可愛かわいらしい感じのレベル五の美声が俺に直ちよく撃げきした。しかも、武尊くん呼びな上、ありがとう……！　さっきは堪こらえたが、破は壊かい力りよくが倍ばい増ぞう！　あ、駄だ目めだ……気が遠くなる。

「愚ぐ弟てい！　何やってるのよ！」

　姉あね貴きの叱しつ責せきも遠い。

「きゃー、先せん輩ぱいっ？　鼻はな血ぢが！」

「紗さ綾や、これはあなたのせいよ！」

「──わたしの？」

　鼻血を噴ふいて、俺は幸福に打ち震えながら気き絶ぜつした。

　その瞬しゆん間かん、病室に来ていて、しかし所しよ在ざいなさげに部屋の隅すみにいた宮みや河がわと視線が合って──微笑ほほえみを見たと思ったのは、気のせいだったのか。

　素すの、不ぶ器き用ような、小さな微笑みを。
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　七月十九日。

「それでは──栄はえある『幸運の冠かんむり』を得る人物を発表します」

　会場の隅すみで、パチパチと俺おれは拍はく手しゆしている。再さい精せい密みつ検査や何やらで、結局、到着が遅くなってしまった。大だい舞ぶ踏とう会かいが控えているため、男だん子し生徒も気合いをいれてタキシードを着用するのが常識らしいが、用意が間に合わず、俺だけ制服だ。大だい翼よく学園高こう等とう部ぶ、男子用ようブレザー。頭と腹には包ほう帯たい。医い師しからは、渋しぶりながらの許可を得た。仰ぎよう々ぎようしいが、頭の包帯は数日中ちゆうには取れる予定だ。

　ちなみに、騎士ナイトとしての投票は済ませた。ギリギリだったが。

　壇だん上じようには、それぞれ色が被かぶらないよう、ドレスアップした冠候こう補ほと、エスコート役の騎士が揃そろっている。

　負ふし傷ようでちょっと貧ひん血けつ気ぎ味みだったのと美び声せい効果で気き絶ぜつした俺が再さい度ど目覚めたときには、冠候補の四人は既すでにいなかった。なぜか、惨さん劇げきリンゴが、食え！　というかのように枕まくら元もとに置かれていた。何の嫌いやがらせだと思った。犯人は一人しかいない。

　騎士の面めん々めんからは、お見み舞まいのメッセージが端たん末まつに届いていた。真のイケメンは、細やかな心こころ遣づかいも忘れない。それを思い知った一件だった。

　にしても、正せい装そうしているせいか、壇上の面めん々めんのオーラが増している。

　俺は遅ち刻こくだし、オーラもないし、ブレザーなんで、壇上での羞恥しゆうちプレイは辞じ退たい。

『幸運の冠』選定。

　あとは結果を待つのみ。

　そして、俺の心は非常に穏おだやかだ。悟さとりを開いた凪なぎの心しん境きよう。

　昨夜、病院のベッドで暇ひまをしていて脳のう裏りに走った『前ぜん世せ？』の記き憶おく。

　思い出した、十。

　妹曰いわく、「ノーマルエンドに行くか、続いて個別ルートに行くかは、冠の色で判はん別べつできる！　五週目で気づいたんだー。ノーマルだと銀ぎんの冠。個別ルート行きだと金きんの冠。だから冠が出てくるシーンで、銀の冠が来たときの脱だつ力りよく感かんといったら……！　もうね……」だ。

　そして、いま会場で用意されている幸運の冠もまた、銀色なのだ。銀の冠。

　銀。

　──何なん度どでも言おう。何度でも言おう。何度！　でも！　言おう！　銀！　身体からだが絶ぜつ好こう調ちようなら小こ躍おどりしたいところだ。銀……。良い響ひびきだな……！　金より銀だよ銀！

　俺は勝利した。紆う余よ曲きよく折せつはあったが、大だい勝利。生せい存ぞん成功。物語は、ノーマルエンドで幕を閉じるのだ。俺ルートは完全消しよう滅めつ。終わりよければ、すべてよし。

「宮みや河がわ乙女おとめさん！　栄えい冠かんは、彼女に輝きました」

　わー！　と祝福の拍手が巻き起こった。

　高たか埜の倉くらの、隠かくし切れていない、馬鹿ばかな！　という表情が、不ふ謹きん慎しんながら面白い。法ほう条じようは、良かったわね、という風ふうに拍はく手しゆ。桜さくら妹いもうとは、少し残念そうに、しかし笑顔で拍手。まあ、誰だれがとってもおかしくなかった、とは思う。騎士ナイトも冠かんむり候こう補ほも、四人が正せい規きの数だ。票ひよう数すう的てきに、全ぜん員いん一票ずつもらって、誰だれも該がい当とう者しやがいない、なんてこともあっていいはずなんだが、初回から現在まで、必ず一人だけ選ばれてきてるっていうんだから、乙女おとめゲー世界の魔ま法ほうだな、これは。

「『幸運の冠』を得た宮みや河がわさんには、まずは一曲！　騎士と一曲踊おどっていただきます！　さあ、マイクを！　踊るのは、どの騎士とでしょう？」

　司し会かいが宮河にマイクを渡す。

　へー。踊るのか。大変だな、主役は。

「──騎士の、武尊ほたか湊みなと先せん輩ぱいを、ダンスの相手に指し名めいします」

「ぶーっ？　げほっげほっ、げほっ。げほげほげほっ。げほっ」

　配られていたフリードリンクを飲んでいた俺おれは、ジュースを盛せい大だいに吹き出した。汚きたねえ。咳せきをしながら口くち元もとを拭ぬぐう。こんな激しくゲホゲホしていたら、傷きず口ぐちが開く！　開く！　いや、それより、ちょっと、待て。

　こっちを見ている宮河の頭上に輝いている冠の色を確かく認にん。

　銀ぎん色いろだろ？　銀の冠。間違いない。ノーマルエンド、だろう？　なのに、踊る……？

　宮河と騎士が踊ったら、確かその騎士ルート、だったような？　そして、いま呼ばれたのは俺の名前……。

「む、矛む盾じゆん……？」

　矛盾してるだろ？　どっちだ？　銀の冠が正しいのか？　なら、なんでダンス？

　宮河が俺に向かって歩いてくる。その背後に見える壇だん上じようでは、金ぱ……高たか埜の倉くらが俺を睨にらんでいる。なぜ睨まれなければならないのか。その隣となりの法ほう条じようは、思し案あん顔がおで首を傾かしげている。桜さくら妹いもうとは「えっ？」という表情だ。

　波が引くように、人が俺たちから遠ざかる。誰だれかが、俺の手からグラスを奪うばい取っていった。そんな親切はいらない。

　ワルツ曲がかかる。

「あのな……宮河。なんで指名……いや、それ以前に俺は踊れない」

「好きなようにしました」

　……俺の馬鹿ばか。なんつー余よ計けいなことを宮河に言ったんだ。

　手を取り合い、なし崩くずしにダンス体たい勢せいへ移行。

　わかった。俺も男だ。銀の冠を信じる！

「リードします。そんなに難しくありません」

　主人公スペックから見て簡単でも、それを俺に適用するのは無む理りがある。が、主に宮河の地じ力りきによって、何とかダンスになっている。

「退たい院いん、おめでとうございます」

「おかげさまで。──肝かん心じんなこと、言ってなかったな。『幸運の冠かんむり』、おめでとう」

「ありがとうございます。嬉うれしい、です」

　何より、ノーマルエンドなのが、俺おれの生せい存ぞんフラグ的に喜ばし──かった、が。悲しいことに過去形けいになった。ノーマルエンド、だよな？　俺ルートに入ったりしないよな。

　少し戦せん々せん恐きよう々きようとしてきた。バグがあるのはわかっているが、そのバグが反はん作用を起こしてるなんてことは……。

「──演じてるからじゃなくて、嬉しいって、いいですね。嬉しいです」

　くるりと、宮みや河がわが廻まわる。

「そうだな」

　相あい槌づちを打って……しかし俺は、混こん乱らんの渦うずの中にいた。むしろ、踊っている間に混乱が深まってきた。

　銀の冠を信じると一度は決めたものの、俺は宮河と踊っているんだよ。冠の色か、ダンスによるルート判はん定ていか。どっちだ！　どっちが正しいんだっ？

　冷ひや汗あせが出てきた。

　ワルツ曲が終わった。まだ俺と宮河は手を取り合ったままだ。

　踊り終わってしまった。……俺ルート？　違うよな。……違うよな？

「…………」

「…………」

　何か言いたいことがあるんだろうか。俺も、宮河の無む言ごんには慣れたものだ。まあ、待ってればそのうちちゃんと言うだろう──とそっちのほうに気をとられ、願いを込めて銀の冠を凝ぎよう視し中だった俺はついうっかり、いまどういう状況にいるか、失しつ念ねんしていた。

　そして、油ゆ断だんしていた。宮河がそんな行動に出るとは、思ってもみなかったのだ。

　ブレザーのネクタイを、宮河が引っ張った。

　吐と息いきがかかるほど、互いの顔が接近する。

　──いま、何が起こっているんでしょう。いや、起こった？

　俺の頭はいま、豆とう腐ふのように真まっ白しろだ。

「みや、がわ」

　キス、ではない。キスではないが、唇くちびるのすぐ横に柔やわらかい感かん触しよくが、確かに触れた。

「……わかった、気がします」

　いやいやいやいや、そんな行動で何がわかるんだ、宮河よ！

　主人公こうの『宮河乙女おとめ』は、衆しゆう人じん環かん視しの前で、爆ばく弾だん発言を放った。




「わたしは、先せん輩ぱいが好き」




　俺おれ、ルート……。

　──バグってる、絶対。




「あいつ、高たか埜の倉くら副会長と付き合ってたんじゃないのかっ？」

「二ふた股またか……！　美び少女を二股か……！　憎にくィィィ！」

「イヤアアアア！　おれの乙女おとめちゃんがああああ。汚けがされたあああ。この世には夢も希望もないんだ……！　そうなんだ……！」

「啓けい示じを受け取りました……！　そうだったんですね、武尊ほたか先せん輩ぱい！」

「よっしゃああああ！　大おお穴あな狙ねらいの賭かけに勝ったあああああ！」

「武尊湊みなとカード、増ぞう産さん決定だな。騎士ナイトカード担当に許きよ可かを出すか……。しかし腹が立つな……いかん、私し情じようを挟んでは……」

「騎士プ」

　絶ぜつ叫きようと悲鳴の渦うずが、大だい舞ぶ踏とう会かい会場を包み込む。




　乙女ゲーの攻こう略りやく対たい象しような日々は、まだ続きそうです。

　……なんでどうしてこうなった？


了













あとがき




　あとがきです。

　前作『騙かたり王おう』（メディアワークス文庫）では、「あとがきは書かなくていいなら書きたくないっス！」と訴えたところ、「あ、じゃあ、いいですよ」と回かい避ひできたのですが、今回は無む理りでした。




　そんなわけで、繰り返しますが、あとがきです。こんにちは、秋あき目めです。

　本ほん作さく『乙女おとめゲーの攻こう略りやく対たい象しようになりました…。』は、四月頃ごろ、担たん当とうさんに送りつけた企き画かくの一つでした。ラブコメっぽいのも書いてみたいんだよなあ、明るくて笑える感じのを！　だったこの『乙女ゲー～』がめでたく通った次し第だいです。

　ラブコメ……。そういえば私はゲームが好き（『クロス探たん偵てい物語』と『銃じゆう声せいとダイヤモンド』の続ぞく編へんを切せつに願っています。知らない人はググって買えばいいと思うほどです）です。ゲーム世界を舞ぶ台たいにしてみよう。ではどんなゲームを舞台にするか……？　まずここは王おう道どうに、主人公こうは男だん子し高校生で、次はヒロイン……。ヒロインが多いのはギャルゲー。ギャルゲーが舞台の話は見かける……。ギャルゲーの反対といえば乙女ゲー……。乙女ゲー？

　──乙女ゲーはどうだ？　攻略対象が主人公で！　という発想が本作のもとです。




　企画段だん階かいでは、乙女ゲーだし、これは主人公もイケメンだろ、とイケメン設定だった主人公ですが、担当さんのアドバイスでフツメンにクラスチェンジしました。今ではイケメンな主人公など考えられないほどです。が、逆にフツメンになったことでイラストレーターの森もり沢さわ晴はる行ゆきさん（どんぴしゃのイラストを描いてくださいました）は苦労されたようです。

　現在、そんな森沢さんの描いたキャラ着ちやく色しよく画が像ぞうを眺ながめ、キャラクターが動く様よう子すを想そう像ぞうしながら、ヒロインを可愛かわいく、をモットーに『乙女ゲー～』の二巻に取りかかっています。

　ヒロインといえば、キャラクターの外がい見けん設せつ定ていを作る時、ヒロインとしてリンリンさんをうっかり加えそうになりました。リンリンさん、ヒロインどころか猫ねこだけど。

　──と書いたところで字じ数すうも何とか埋まりそうです。




　それでは、ここまで読んでくださってありがとうございました。





二○一一年十一月　　秋あき目め 人じん
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秋あき目め 人じん

１９８２年生まれ。福島県出身。東京都在住。

マイクロファイバー毛布にはまっています。すさまじいふかふか度です。一日中みのむし化してごろごろしていてもまったく苦ではありません。毛布は生き物を堕落させる魔性です。

[image: ]




森もり沢さわ晴はる行ゆき

富山県出身。東京都在住のイラストレーター。

久しぶりの電撃さん仕事です。よろしくお願いします。
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乙女おとめゲーの攻こう略りやく対たい象しようになりました…。








秋あき目め 人じん
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